




[image: ]













[image: ]











プロローグ


第一章　大好きな貴方を嫌いになりたい

第二章　魔法の力

第三章　甘い媚薬

第四章　幸せの指輪



エピローグ


番外編　リシャルド先生の魔法講座

番外編　実力差のありすぎる三角関係　　　視点：マリエッテ

番外編　夜明け











[image: ]












プロローグ












　恋い焦がれて、やっと手に入れたのは愛いとしい歌姫。

　夜空のような髪は星が散らばったようにキラキラしていて、綺き麗れいな珊さん瑚ご色の瞳は俺を惹ひきつけて離さない。

　……いっそ部屋の中にずっと閉じ込めてしまえたら、どんなにいいだろう。そう何度も考えて、しかしそれは駄目だと首を振る。

　綺麗な声で鳴く鳥は、籠に閉じ込めたら鳴かなくなってしまう。

　なんて、そんな迷信のようなことが──シーラにも起こるのではないかと考えてしまうから。




　執務室で仕事をしていると、部下が入れ替わりで様々な報告にやってくる。その一つに、シーラのことも含まれている。

　例えばシーラが俺と別れてから何をしているか、現在地など。

　そして夜、彼女の一日の行動を知っていながらも何をしていたのかなど問いかける。知っているのと、シーラ本人に教えてもらうのはまた違ってなんだか楽しい。

「リシャルド様、シーラ様のことでご報告がありますが……」

「うん？」

　俺の部下は、とても優秀だ。

　側近のクリスを筆頭に、各分野に優秀な者を集めている。基本的に表に出ることは少ないので、知っている者はごく一部だろうけれど。

　──第二王子が、あまり力をつけるのはよくないからね。

　国とは面倒だなと思いつつも、ここでしっかり自分が状況を把握し、有益な人間でいなければならない。

　今は、以前にましてその判断が厳しくなっている。なぜなら──失敗は許されないと、俺自身が思っているからだ。

　リシャルド・ファルハーレンというこの存在は、国に有益であるならば、ある程度の自由が許される。

　その中で一番望むのは、シーラとの結婚。

「リシャルド様？」

「ああ、ごめんごめん。報告を聞こうか」

「シーラ様ですが、いつもの中庭で歌の練習を行わないようです」

「え？」

　部下から告げられた言葉に、驚いて瞬まばたきをする。いつもあんなに楽しそうに、中庭で歌の練習をしていたのに？　いったいどんな心境の変化があったのだろうか。

「違う場所を、探されているようで……」

「ふぅん？」

　──というか、練習場所の変更をするなんて俺、聞いてないんだけど。

　いつも仕事の合間を使ってシーラが歌を練習している中庭に行っているのに。もちろん、今日だっていつも通り行く予定だった。

　それなのに、俺に対して何も言ってくれなかった。

　──もしかして、避けられてる？

　そう考えると、いてもたってもいられなくなる。新しい練習場所に行って、理由を問いただそうかどうしようか思案する。

「で、新しい練習場所はどこ？」

「城の裏手です。シーラ様はご存じなかったようなんですが、楽師のダンが練習場所として使っています」

「ふうん……？」

　ダンがどういう人物かわからないので、部下に詳細を報告させる。

　部下は少しだけ言いにくそうに眉をひそめるが、すぐにダンの楽師歴やパトロンなどの報告を口にする。

「それから……シーラ様に、恋心を抱いているようですね」

「そう」

　シーラが俺の歌姫だということを知らないやつは、いない。それなのに近づくというのならば、こちらもそれなりの対応を考えなければいけないだろう。

「報告は以上です」

「ああ、下がっていい」

　──俺の歌姫は、何を考えているのか。

　やっとの思いで手に入れたのに、最近は避けられていることが多かったなと苦笑する。抱きたいと思っても、嫌だと拒否される。

　──こんなに好きだって、何度も言っているのに。

　ちょっと拗すねたくなる。そんな風に考えていると、クリスが苦笑しながらもお茶を淹いれてくれた。

「リシャルド様はがっつきすぎです。いつもは来る者拒まず去る者追わずというスタイルだったのに、執着しすぎです」

「……仕方ないだろう。誰かを欲しいと思ったのなんて、初めてだ。本当なら、ずっと俺の部屋に閉じ込めておきたいくらいなのに」

　これでも我慢しているのだと、クリスに告げる。

　目を閉じると、すぐに可愛いシーラの顔が脳裏に浮かぶ。早く会って、キスをして抱きしめて可愛がりたいと思う。

　そう伝えると、クリスは「やれやれです」と言ってあきれた。

「あ、もしかして」

「ん？」

「シーラ様、魔法の練習でもするんじゃないですか？　中庭だと目立ってしまうので、魔法の練習には向きませんから」

　クリスの言葉を聞き、確かにその可能性もあるなと考える。

　シーラは伝説の歌姫の再来だ。自身の魔力を歌に乗せることにより、様々な力を使うことが出来る。それは誰もが喉から手が出るほしい力だろう。

　現に、今はシーラを狙う貴族は多い。探りを入れられるのなんてしょっちゅうだし、シーラの練習場所を横切る貴族の数もだいぶ増えている。




　──まぁ、俺が守るけど。




「シーラに関する報告は、逐一するように」

　彼女のことであれば、可能な限りすべてを把握していたいとさえ思う。クリスが頷いたのを確認して、俺は執務へと戻ることにした。








第一章　大好きな貴方を嫌いになりたい












　チャラい男は大嫌いだ。

　それが私、シーラ・フィーレンスのはず……だった。




「人生って、何度経験しても上手くいかないのかな」




　私は、貧乏子爵家の娘として転生した。

　前世は、メジャーデビュー直前で命を落とした──歌手。




　大きくため息をつき、部屋の中を見回す。

　落ち着いた調度品は品があり、座っているソファは沈み込んでしまうほどに柔らかく私の体を受け止めてくれている。

　貧乏貴族の娘には、豪華すぎる品々。それが今、私の部屋に置かれているのだから人生は何があるのかわかったものではない。

　──妹のアンネを助けるために、私はここにいるのに。

　伯爵家のキモイ親父から、可愛い妹に結婚の申し込みがあった。お金も権力もない我が家は、その度重なる申し込みを突っぱねることが出来なかった。

　それは、下手をしたら家ごと潰されてしまう可能性があったから。こちらの弱みに付け込むような求婚を私は許せなかった。それ以上に、そんな親父に妹を嫁がせるのは絶対に嫌だった。




　だから私は、アンネを助けるために動くことにした。

　方法は至極簡単。宮廷音楽家になること。

　宮廷音楽家になると、貴族にパトロンとなってもらうことが可能だ。気に入った歌手や楽師のパトロンになった貴族は、金銭面を含め支援をしてくれる。

「結婚をせまってきたクルッテオ伯爵よりも、権力のあるパトロンを見つける！」

　パトロンに、キモイ親父を追い払ってもらうという作戦だ。

　それが最終目標。

　私は前世の知識を活かし、歌手として歩むことを決めた。

　ボイストレーニングなどはしていなかったけれど、幸いなことに転生したこの世界の音楽水準はすさまじく低かった。

　超難関だと言われていた宮廷音楽家の試験にも一発合格し、私は順調に計画を進めていったはずだった。




　──そう、はずだった。




　はずだったのに、私はなぜかこの国の第二王子であるリシャルド・ファルハーレンに気に入られてしまっていた。

　パトロンとしてならば、断トツでお金も権力も持っている。どんな貴族であろうとも、王族に刃向かうことなんてそうそう出来はしないのだから。

　しかし彼は王族であるから、単純なパトロンと歌手の関係にはならない。私が求められたのは、彼の専属である歌姫だ。王族に仕える歌手は、歌姫と呼ばれるようになる。

　だから、本来ならば喜ばなければいけないはずなのだけれど……彼には軽視出来ない点が一つあったのだ。

　そう。私が大嫌いな──チャラい王子でなければ、よかったのに。

　リシャルド殿下……いや、リシャルド様はチャラかった。

　今はあまり噂うわさを聞かないけれど、毎日のように違う女の子を連れているという話を耳にしたこともあった。

　実際、女の子と一緒にいるところを目撃したこともある。




　そんな彼に気に入られ──まぁ、いろいろあって、私はリシャルド様だけの歌姫になってしまったのだけれど。

　なしくずしに、体の関係までも持ってしまった。




「ああもう、こんなはずじゃなかったのに！」

　私はソファに座りながら、ふわふわのクッションをぎゅっと抱きしめて声をあげる。だってこんなの、叫ばなければやっていられない。

　だって、だって私は──リシャルド様のことを、好きになってしまったのだから。

　リシャルド様は第二王子だ。

　王太子ではないけれど、この国にとって重要な人物。たとえチャラくて、仕事をさぼる癖があったとしても。

　他国の姫、もしくは国内の貴族令嬢と結婚するだろう。

　だから私は、今の立ち位置がとても嫌だった。

　クッションを抱きしめる腕に、力を込める。

「好きになったのに、この気持ちが叶かなうことはないんだから……」

　私に、好きだよ、可愛いと、リシャルド様は言葉をたくさんくれる。

　でも、そんな上辺だけのものがなんだというのだろうか。チャラいリシャルド様のことだから、きっとたくさんの女の子に同じことを言っているに違いない。

　私だけが特別……なんてことは、決してないのだ。そのせいで、私の中はもやもやしっぱなしで、落ち着かないことが多い。

「ああ、もうっ！　上手くいかない!!」

　リシャルド様にアンネを助けてと言えるのなら、一番いい。でも、その見返りにいったい何を要求されるかがわかったものではない。恐ろしい。

　だから私は、ただの音楽家からリシャルド様の専属である歌姫になった今も、パトロンを探している。




　……とはいえ、それもリシャルド様のせいで上手くいかないけれど。

　いわく、「俺が寵愛ちょうあいしてる歌姫に、手を出せる貴族がいるわけないでしょ？」ということらしい。それはそれは、自信満々のいい笑顔で言われてしまった。

「うぅ、早くパトロンを探さないと、アンネが結婚させられちゃうよ」

　あんな、一回り以上も歳が離れたデブでキモい親父と!!

　だから私は、残された時間──約半年ほど、全力でパトロンを探してアンネの婚約を成立させないようにしなければならない。

　ちなみに、婚約後すぐに結婚をという話になっているので、婚約する半年後が実質のタイムリミットだ。




　うーんうーんとうなりつつ、今後について考えていると何の前触れもなくドアが開く。私の部屋へ許可なく入ってこれる人物なんて、一人しかいない。

　私の主人である、彼だけだ。

「リシャルド様……」

「やっと落ち着いたよ」

「昼間に仕事をさぼって、私のところに来たりするからですよ……」

　ひょこりと顔を出したのは、もちろんリシャルド様。

　もう夜も遅い時間だというのに、平気で私の部屋へやって来る。そして一緒に寝ようとするから、困る。

　これ以上好きになりたくないから、一緒にいたくはないのに。そんな思いを踏みにじるように、リシャルド様は優しく微笑んで私を抱きしめようとしてくるのだ。

「シーラ？」

　拗ねたように、自業自得ですと言うと、私を覗き込んで微笑む。

「もう、やめてください！　私は愛人になる気はないんですから!!」

「俺だって、シーラを愛人にする気はないけど？」

　くぅ、話がかみ合わない。

　歌姫である私の体を求める時点で、それはもうまっとうな雇い主と歌姫の契約ではない。それなのに、リシャルド様はこの関係を愛人だとは決して言わない。

　……変なところで、頑固だ。




　愛人ではないのなら、いったい何。

　とは、聞けないけれど。だって、結婚するまでの間は恋人……なんて言われたら、笑えない。

「今日は疲れたから、シーラを抱きしめないと眠れそうにないよ」

「いつもそう言いますよね？」

　そして毎日、私は駄目だとリシャルド様に告げる。それなのに、リシャルド様は毎日めげずに私のところにやって来る。

　もう、日課と言ってもいいかもしれない。

「俺の歌姫は、相変わらずつれないね」

　私の横に腰かけて、リシャルド様がくすりと微笑んだ。

　少しウェーブのかかった、太陽のような綺麗な金色の髪。澄んだグリーンの瞳が、私だけを映し出す。チャラいくせにしっかり鍛えられて引き締まった体が、私を抱きしめる。

　ラフな服だけれど、心地よい布地はその高級さをうかがわせる。貧乏だった私には手が届かないようなものだったのだけれど──リシャルド様の歌姫になったため、私が普段から使うものすべてが高級品となってしまった。

　これ以上リシャルド様と一緒にいたら、元の生活に戻れなくなってしまいそう……はぁ。

　ぎゅうぎゅうと私を抱きしめて離さないリシャルド様は、すごく楽しそうだ。やめてと言いたいのに、いつも上手く丸め込まれてしまう……というのがオチで。

　とても自由なこの人は、いつも私の話を聞いてくれない。特に夜。

「さて、寝よっか」

「っ！」

　ひょいっと、リシャルド様が私を横抱きにして、有無を言わさない笑顔で寝室へと向かう。「駄目です！」と声をあげるけれど、やっぱりまったくもって聞く耳を持ってもらえない。

　このままだと、なしくずしになってしまう。

　それは、もう……嫌だなぁ。

　リシャルド様は十九歳。結婚をしていてもなんら不思議ではない年齢。というか、婚約者すらいない現状が私には不思議で仕方がない。

「…………」

「うん？」

　じいっと無言でリシャルド様を見ていると、「どうしたの？」と優しい微笑みが返ってくる。

　私を甘やかすように、くるりと髪に指を絡めてくる。「サラサラだねぇ」と優しくしてくれているけれど、考えていることはまったくもって私に優しくない。

「一人で寝たいんですけど……」

「ええ？　それは駄目」

　いつものやりとりをしたところで、私はベッドへ下された。

　そのまま乗り上げるように、リシャルド様がギシリとベッドを軋きしませる。あ、やばい……と、そう思ったときにはすでに唇を塞がれていた。
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「ん……っ」

　優しく触れた唇は、ひどく甘い。

　この人が好きなのだと……強制的に自覚させられてしまう。好きになりたくないのに、止まらないのだから心というものは質が悪い。

　止めてほしくて、私はリシャルド様の胸を押し返そうと試みる。しかし、思っていた通りではあるのだけれど──ぴくりとも、動いてはくれない。

「りしゃる、んん……」

　ついばむような優しいキスは、次第に深さを増していく。

「シーラ、開けて」

　何を、なんて、聞かなくてもわかる。

　リシャルド様の舌が、私の唇をゆっくりとなぞる。中に入れてと、ノックをするように私の唇を舌でつつかれる。いやいやと首を振るけれど、引いてはもらえない。

「強情だなぁ……そこも可愛いけど、ね？」

「──んっ！」

　くすりと笑ったリシャルド様は、親指で私の顎をくいっと引いた。反射的に口が薄く開いてしまい、再び口づけられる。

　なんなく侵入してくるリシャルド様の舌が熱くて、びくりと私の体が跳ねる。唇が離れると糸が引いて、リシャルド様のかすれた吐息が私の耳に届く。

　そして同時に、私の体を触るリシャルド様の手。

　──これ、やばいやつだ。

　そう思ったときには、歌を紡いでいた。




「ラララ────♪」




「ちょ、シーラ!?」

　うたったのは、子守唄。

　私の歌は少し特殊で、魔力を乗せることが出来る。とはいえ、魔力の扱いにはなれていないので、普段使うことはないのだけれど──今はどうしても抱かれたくなくて、とっさに使ってしまった。

　子守唄をうたうと、リシャルド様を強制的に眠らせることが出来るのだ。

　前回うたったときは、とても驚いた。朝になってもなかなか目覚めなかったから、ひどい不安と恐怖に襲われたのは今でも忘れはしない。

　──なのに、また使ってしまった！

　私に覆おおいかぶさるように、一瞬で寝息を立て始めたリシャルド様はもう夢の中。

　綺麗な指先は、きっといつものようにくるりと絡めようとしていたのだろう──私の、夜空のような髪に触れたまま。

「……リシャルド様って、いつも私の髪を触るよね」

　気がつくと、遊ぶようにくるくると髪に指を絡めてくるのだ。実はそれがちょっと好きだなんて、口が裂けても言えないけれど。

　……ずっと寝ていてほしいのに、どこか目覚めてほしいとも思う矛盾。リシャルド様に何か言われるたびに、もっと、もっとと思ってしまう。

「駄目、リシャルド様に抱かれるのは断固拒否って決めたんだから！」

　可能であればキスもしたくないけれど、チャラいリシャルド王子は手が早い。キスに持ち込む動作もスムーズで、気付いたときには唇を塞がれている……なんてことも、よくある話で。

　うぅぅ、私、翻弄されすぎだ。

「アンネのために、あと半年……いや、もっと早くパトロンを見つけなきゃいけないのに」




　こんな気持ちに、左右されている暇はないのに。




「もう、私の心にこれ以上入ってこないでください。リシャルド様」

　どうか、お願いだから。

　これ以上──私の気持ちを、奪わないで。








♪　♪　♪






　宮廷音楽家は、歌をうたう歌手と、楽器を演奏する楽師に分かれている。

　その仕事内容は至極単純で、王族のためにうたうということが一番。例えば、夜会やお茶会などで披露することが多い。その仕事がないときは、日々練習。

　室内にある練習部屋を使うことが出来るけれど、私はいつも中庭で歌の練習をしていた。外の空気は気持ちがいいし、なにより──偶然、通りがかった貴族が歌を聴いてパトロンに！　なーんていう、夢のような可能性だってあるかもしれない。




　でも──私はいつも歌の練習で使う中庭に行くかどうか、迷っていた。

　そこは毎日のように、リシャルド様が顔を出すから。

　正直に言うと、今より必要以上にリシャルド様と関わりたくないというのが本音だ。だって、リシャルド様が結婚するのであれば──祝福してあげたいと思うから。

　だから、接点をなくしていきたい。自分が辛くならないために。

　──まぁ、それが難しいことはわかっているけれど。

　だって私たちの関係は、雇い主と歌姫だ。私の仕事は、リシャルド様のためにうたうこと。これに尽きる。

　だから、リシャルド様の幸せを願って歌をうたい続けたいと思うのは当然の感情だ。それが出来なくなるなんて、歌手として、嫌なのだ。

「……中庭じゃなくて、違う練習場所を探してみようかな」

　よし。

　そうと決めれば、善は急げだ。

　私はいつもの中庭に向かうことはせず、城の裏手に行くことにした。こんなところに、王子であるリシャルド様が来るとは思えない。

　ふふ、これなら落ち着いて練習が出来るし……リシャルド様との距離が、縮まることもないだろう。

「……リシャルド様」

　私の口から、ぽつりと零れる名前。

　自分から避けようとしているのに、会えないという事実を寂しく思ってしまうなんて。……なんて身勝手なんだろうと、胸が苦しくなった。




　私が見つけた新しい歌の練習場所は、城の裏手にある落ち着いた空間。

　庭師がしっかりと世話をしているため、雑草などもなく、ベンチも綺麗にしてある。人があまりこないというのは、使い込まれていないベンチからすぐに予想がついた。

「あ、でも……中庭に私がいなかったらリシャルド様はどうするだろう？」

　夜、どうしていなかったのか問い詰められてしまいそうな予感がする。どうにかして、リシャルド様を回避する言い訳も考えなければいけなさそうだ。

「人を好きになることって、こんなに大変だったかなぁ」

　もっと楽しい感情だった気がするのに。

　──私の場合は、相手が悪いんだよね。

　だって、リシャルド様はこの国の第二王子だ。身分の釣り合う人に恋をするのとは、まったく違う。

「これが、例えば平民とか、うちと同じ子爵家だったら……」

　私はもっと素直になれたんだろうか。

　いや。そもそも、貧乏だから恋愛結婚すらままならないかもしれない。姉のように、裕福な商人に嫁いでいくという未来の方がよほど現実的だ。




　──幸せって、簡単そうで難しいんだね。





♪　♪　♪






　お城の裏手にある木陰で発声練習を終えて考えるのは、魔法のこと。

　歌に魔力を乗せて、伝説の歌姫のように力を使える私は──どうにかして、この力をコントロール出来るようになりたいと思っている。




　ベンチに腰かけて、私はぼんやりと空を見上げる。




　私が歌に力を乗せて出来ることは、二つ。

　昨夜もやってしまった、子守唄で人を寝かせること。

　もう一つは、以前戦場でうたったとき──この力のことを知ったきっかけの、歌。リシャルド様への勝利を願った歌として、がむしゃらにうたったときのことだ。

　私の歌に初めて魔力が乗り、味方のみ、攻撃魔法や防御魔法の威力が上がり、傷が癒える。とはいえ、万能ではないので効果は低いけれど。




　それでも、私を求めてくる人は多くなるとリシャルド様は言っていたけれど。万能ではない力だけれど、ほかに使える人がいない。

　あとは、うたっているだけでいいというところも大きいかもしれない。だって、使用方法としたらかなりお手軽だろう。

　誰かに利用されることはいやだけれど、自分のことはしっかり把握しておきたい。

「でも、魔法の知識なんてまったくないからなぁ」

　貴族には使える人が多いようだけれど、しょせん我が家は貧乏子爵家。魔法なんてものとは無縁に、普通に生きてきた。

　家族に聞いても、知らないだろうしなぁ。

　かといって、誰かに教わろうとするとお金がかかる。ぶっちゃけ、今の私にそれほどの余裕はない。

　リシャルド様の歌姫になってからお給料は格段にあがったけれど、実家への仕送りをしている。それに、アンネのために貯金しておきたいというのもある。

　計画的に貯めておかなければ、もしものときに大変なことになってしまう。

「うーん、ままならない」

　私の知っている魔法が使える人といえば、リシャルド様くらい。

　王族だから、魔法以外にもいろいろと嗜たしなんでいることは多いはずだ。それに軍人として体も鍛えているから、なんでもありだ。

「それに、離れようとしている人に教えを請うわけにもいかないしね」

　というか、たかが歌姫が王子に教わるとか図ずう々ずうしいにもほどがある。

　でも。

　歌に魔力を乗せるというのは、奇跡とも言われている。今までの歴史上、伝説の歌姫が使えた程度。だから、本来ならば私はとても希少価値の高い人間だ。

　だから、教えてと言えばすぐに教師が見つかる……とは思う。

　間違いなく、私を利用しようとするやつも出てくるだろうけど。




「そんな私を守ってくれてるのも、リシャルド様なんだよね」




　今は何も言わないけれど、歌姫になったときに──守ると、言ってくれたのだ。

　だから私に魔法のことを聞くような人は一人もいない。間違いなく、裏でリシャルド様の力が働いているのだろうということがわかる。

　守られていること自体は、嬉しい。

「でも、私だって……歌姫として、力になりたいと思う」

　魔法の力を使うのは、歌姫の仕事に含まれたりはしないけれど。もし私が魔法を使うことによって、リシャルド様が助かるというのであれば喜んで力になりたい。

　離れたくもあるけれど。

　……なかなか心は難しい。

「まぁ、今はとりあえず練習あるのみだよね。普通に魔法を使うことは出来ないけど、歌に魔力を乗せることは出来るんだもん」

　ゆっくりやっていけば、普通に使えるようになるかもしれない。

　今だって、子守唄は出来るんだから。リシャルド様もちゃんと目覚めたので、実はかなりほっとしている。

　まずは子守唄を完璧に使えるようになって、リシャルド様に襲われそうになったら使って眠らせるところから始めよう。

　そうすれば、良好な関係を築いていけるような気がする。

　……いや、眠らせ続けるとリシャルド様に怒られてしまうかもしれない。でも、こればかりは仕方がないよね。

「よっし、頑張る──ん？」

「シーラ？」

　気合を入れて魔法の練習を始めようとしたところで、がさりと木の葉を踏んだ音が耳に入る。今まで誰もこなかったのに、残念。

　そう思って音のした方を見ると、見知った顔があった。




　姿を見せたのは、宮廷音楽家、楽師のダンだった。

　私はよく、彼の楽器の音合わせを手伝ったりしている。どちらかといえば、仲がいい部類の人。でも、彼はいつも室内で練習をしていたはず。

　そう考えていると、ダンが驚きながらも私の方へとやって来る。

「どうしてこんなところに？」

「ええと、練習場所をここに変えようと思って」

　少し目を見開き、驚きつつもダンはすぐに笑みを浮かべた。

　私より年上で、長い黒髪を後ろで結んでいる。物腰が柔らかで、実は女の子の人気も高い。けれど、彼はどうやらその自覚はない様子。私は苦笑しつつも、「気分転換」と伝えた。

　まさか、リシャルド様に会いたくないからいつもの練習場所に行かないでここにきました！　とは、言えない。

「シーラが気分転換なんて、珍しいね。てっきり、リシャルド殿下と何かあったのかと思ったよ」

　うわぁ、バレてる！

　あははと笑いつつも、ダンは「別にいいけどね」とそれ以上追求をしてきたりはしない。

「リシャルド殿下に、何か不満？」

「うぅん、そんなことないよ！　リシャルド様には、よくしていただいているよ」

　襲ってこようとしてくる以外は。

　歌姫である私の衣食住など、すべてリシャルド様に整えられているのだ。だから、ここでどういった待遇なのかで気にかけてもらえているかということがわかったりする。

　私は侍女もつけてもらっているし、部屋に配置されている家具も品質がいい。大切にされていると、大事にされているということがわかる。

「まぁ、よくしていただいているならいいけど。シーラにはいつもお世話になっているからね。何かあれば、いつでも相談にのるよ」

「ありがとう」

　私は素直にお礼を言って、ふと、この場所にダンが来た理由にぴんとくる。

「え、ええと……もしかして、ここってダンの練習場所だった？」

「ああ、最近ね」

　手に楽器を持っているため、練習しに来たのだろうということがすぐにわかった。まさか、外で練習をしているとは思わなかった。




　この世界の人は、室内で練習を行う人が多い。ほかの雑音が気になるし、変な貴族に見つかって言いがかりをつけられたくないというのもあるだろう。

　かくいう私も、一度キモい公爵に見つけられてベッドへ誘われた経験がある。……リシャルド様がちょうど通りかかって、助けてくれたけれど。

　──私、リシャルド様に助けてもらってばかりだ。

「シーラも歌の練習をするなら、音を合わせる？」

　ダンが楽器を見せながら、私に提案する。

　その申し出はとても嬉しくはあるけれど、今は魔法の練習をしようとしていたのだ。私は静かに首を振って、今はやめておくと伝える。

　いつも歌の練習をしている私が断ったからか、ダンが驚きの顔を見せる。「熱でもある？」なんて問いかけてくるくらいに。

「何かほかにあるの？」

「うん。実は、魔法の勉強をしようと思って」

「ああ……」

　私が伝説の歌姫の再来であるということは、すでに城中で噂されている。知らない人はいないけれど、それに関して私に話しかけてくる人もいない。

　わーわー騒がれるのは得意じゃないから、ありがたいけども。

　どうせなら私の歌で騒いで、みんながパトロンに名乗りをあげてくれたらいいのに。それならばいつだってウェルカムなのに。

　なーんてことを考えられるほどに、私の周りは魔法に対して何も言ってはこない。

　ダンはなるほどと頷き、何か考えるように目を閉じる。うーんと悩んでいるけれど、いったいどうしたのだろうか？　しばらくしてダンが、再び口を開く。

「シーラは、魔法に関して詳しいのか？」

「さっぱりです。一応、使ったときのことを思い出して少しずつ練習しようかと思って……」

　今まで魔法を使う、というか、ちょっとした勉強の経験もない。魔法幼稚園でもあれば、そこに通いたいと思えるほど知識がない。

「そうか。……俺でよければ、教えようか？」

「え？」

　思いがけなかった言葉に驚き、私はきょとんとダンを見る。

　でも、もし本当ならばかなり助かる。……というか、ダンはただの楽師だったはずだ。どうして魔法のことを知っているのだろう？

　私の疑問が顔に出ていたのか、ダンは苦笑しながら理由を教えてくれた。

「実は、俺の弟に魔法の適性があったんだ。今はまだ家にいるけど、将来は国に仕えたいと頑張って魔法の勉強をしてるんだ」

「そうだったんですか」

　だから、多少であれば自分も魔法のことがわかるとダンは告げた。

「シーラには、いつも俺の音合わせを手伝ってもらっていたからね。お礼になるかわからないけど」

「全然！　ダンがよければ、ぜひお願いしたいけど……」

　貴重な練習時間を、私のために削らせるのは正直申し訳ない。

　いいのかなぁと思いつつも、ダンも弟のことをより理解するために魔法に関して近い生活をしたいのだと告げた。ダン自身に魔法の適性はないらしいけれど、確かに私と一緒にいれば魔法に触れる日常にはなるだろう。

　弟のこともしっかり考えているなんて、いいお兄さんだね。とはいえ、私もアンネを助けたくてここにいるから、私たち二人は妹・弟バカなのだろう。

　そう思うと、とたんに親近感がわいてきた。頑張るぞと気合を入れて、私はダンに勢いよく頭を下げた。

「よろしくお願いします、先生！」

「ああ、よろしく。でも、先生はさすがに恥ずかしいからやめてくれ」

　私が思っている以上に、教えられるものは少ないから、と。





♪　♪　♪






「魔法は、自分の中にある熱エネルギーのようなものを使うらしい」

「熱……。確かに、歌に魔法を乗せようとしたとき熱かったのを覚えてる」

　ダンの言葉には、思い当たる節がある。魔法を使ったとき、ひどく熱くて、自分の内側から何かが出ていっているような感覚だった。

　なるほど、この熱が魔法のエネルギーになるのか。

　自分の中の熱いものを感じて、確かに集中するとその熱を動かして歌に乗せることが出来る。つまりこの熱のコントロールをうまく覚えると、歌に魔法を乗せることが簡単になるはずだ。




　私は目を閉じて、体の中にある熱を探す。

　それは、すぐに見つけることが出来た。この熱を歌に乗せてうたうと、それが私の魔法になる。

　──でも、効果はどうやって選ぶんだろう？

　子守唄ならば、相手を眠らせることが出来る。じゃあ、私が戦場でうたった歌は？　リシャルド様の勝利を願ってうたったから、味方の傷が癒え防御力などの基礎能力が上がったのだろうか。

　──私が望んだ効果が、現れる？

　もし本当にそうなのであれば、自分が少し怖いと思ってしまう。だって、いくら効果がそこまで高くなくとも……利用するコマとしてはかなり万能だろう。ここにきて初めて、こんなにも自分が怖いと思ったかもしれない。
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　だからリシャルド様は、私を守るって言ってくれたんだ。改めて実感すると、自分の中でリシャルド様の存在がぐっと大きくなる。

　避けているはずなのに、おかしい。

「…………」

「シーラ？」

　考えるように黙り込んだ私を見て、ダンが訝いぶかしむ。何か異変でもあったのかと、私を心配してくれているようだった。

　私はすぐに顔を上げて、ダンに笑顔を向ける。

「うぅん、大丈夫。……今まで、魔法とは無縁な生活だったから少し驚いたの」

「そうか？　弟は、まずは自分の体内にある熱を常に感じていられるようにするのだと言っていた」

「常に？」

　私が言葉を反はん芻すうすると、ダンは頷いた。

　確かに、魔法を主軸にするのであれば一瞬で展開出来る方がいいにきまっている。私がうたうように、呼吸するかのように魔法を使う。

　──難しいね。

　私は意識を集中させて、やっと体内の小さな熱を感じることが出来るくらい。

「しばらくは、熱を感じる練習をした方がいいみたい」

　苦笑しながらそう伝えると、ダンも大きく頷いた。

　弟さんも、かなり長い期間その練習に時間を費やしたのだろう。歌でいうところの、発声練習みたいなものかもしれない。毎日の繰り返しが、きっと一番の近道になる。

「俺が魔法を使えたら、熱についてもっとアドバイスを出来たんだが……」

　すまないと、ダンが眉を下げて私に謝る。そんなことは全然気にしなくていいのに、変なところで律儀だなと私は笑う。

「これだけでも、だいぶ助かってるのに。体内の熱を常に感じていなきゃいけないなんて、私は思いつかなかったよ」

　熱を簡単に感じられるようになればいいなと、思う程度だったから。こうしてダンと少し話しただけでも、私的にはかなり大きく進んでいると思うんだよね。

「歌も魔法も、継続が大事ということか」

「そうそう。別に急ぐものでもないから、私はゆっくり練習していくよ」

「ああ、それがいい」

　私のペースで十分。そう伝えると、ダンも安心したように微笑んだ。

「ようし、頑張ります！　……えっと、またここで練習しても？」

「もちろん。シーラなら、いつでも大歓迎だ」

「ありがとう」

　さすがに、いつもの中庭で魔法の練習をする……というのは、いただけない。もちろん、リシャルド様に会いたくないという理由もあるけれど。

　──私、自分勝手な女だなぁ。

　今日のところは切り上げることにして、私はダンに別れを告げ部屋に戻ることにした。




　不機嫌そうなリシャルド様が待ち受けているとも知らずに……。








第二章　魔法の力












　練習場所を変えたおかげで、ダンと出会い魔法について教えてもらうことが出来た。

　まったく知識のなかった私にとっては、かなりの収穫だ。呼吸するように、自分の体内にある熱──魔力を感じられるようになる。

　とりあえず、今の目標。

　もちろん、歌の練習やパトロン探しも今まで以上に頑張る。

　いや、こちらがメインだから魔法よりも頑張らなければいけないのだけれど。なかなかパトロンを見つけることが出来なくて、へこむことが多い。

　リシャルド様の歌姫っていうだけで、パトロンにならないと判断をする貴族もいるだろうしね。本当、難しい。




「……ふぁ。眠いかも」

　足早に自室へと戻り、今日はもうお風呂に入って寝てしまおうと考える。

　魔法という慣れないものに触れたから、普段よりも疲れてしまっているのかもしれない。少しずつ、自分の体に慣らしていく必要がある。

　何事も、順番が大事だよね。

「ん？」

　自室のドアが見え、あと少しと思ったところで、中から急いで私の侍女が出て来た。

　彼女は、私がリシャルド様の歌姫になったときに付けてもらった侍女のメルリ。薄い水色の髪を、低い位置でお団子にしている可愛い女の子だ。

　とても元気で気が利くいい子。私がリシャルド様の歌姫として、恥ずかしくないよういつも最高の仕立てを行ってくれる。

　どこか慌てた様子の彼女に、どうしたのか声をかける。すると、すぐにこちらへやってきて「大変です」と告げた。

「シーラ様！　捜しに行くところだったんです」

「何があったの？」

　すぐに見つかってよかったと、メルリが安あん堵どの息をつく。

　絶対にいい話ではないなと苦笑して、メルリが落ち着いてから話を聞く。すると、リシャルド様がきていると言う。

　……私の不在時に来るなんて、珍しい。




　──あ、もしかして練習場所を変えたから？




　仕事をさぼり私に会いに来て、しかしいなかったから直接部屋を訪れたのだろう。それか、何か重要な話でもあるのだろうか？　仕事のこととか。

「どうしましょう……今から湯あみをして、夜のお支度をとなるとリシャルド殿下をかなりお待たせしてしまいます！」

「メルリ、私はいつも夜の支度はいらないって言ってるでしょう？」

　たとえリシャルド様が毎晩、私の部屋に来ようとも……私は愛人にならないと決めたのだ。リシャルド様とそういうことは、しないのだ。

　侍女である彼女は、仕える私がリシャルド様に寵愛されていたら誇らしいのだろう。いつもそうやって気にかけてくれてはいるのだけれど、私にそのつもりがないのだから仕方がない。

　メルリには下がっているように伝え、私は自室へと入る。




　主である私が不在であっても、部屋は常にメルリによって整えられている。掃除がなされ、換気をし、過ごしやすいよう温度を保ってくれている。

　中にいるリシャルド様を視界に捉え、私は少し緊張して体が硬くなる。普段はたわいもない話をしているのに、今は練習場所を変えてしまったという罪悪感が──あるのかもしれない。




「リシャルド様」

「……シーラ」

　ソファに、ゆったりと腰をかけるリシャルド様。

　私を見ると、そっと手を伸ばしてただ一言「おいで」と口にした。

　──リシャルド様？

　なんだか、いつもと雰囲気が違う。

　その空気に呑のまれてしまったのか、私はリシャルド様から視線を離せずにいた。そしてどう反応すればいいのかもわからずに、ただ立ち尽くしていた。

「……」

　ほんの少し沈黙が流れて、私はすぐにハッとする。

　あれから言葉を発していないリシャルド様は、まっすぐに私を見ている。その真剣な瞳にどきりとして、思わず息を呑む。




　──どうしよう。




　そうは思ったけれど、私の考えとは関係なしに……私の足がリシャルド様に向かって歩く。まるで魔法にかけられてしまったかのように。

　リシャルド様のグリーンの目に、私だけが映る。




「いい子」




「──っ！」

　低く甘い声が、私を褒めた。

　私がリシャルド様の下まで歩くと、手を引かれ向かい合わせで膝に座らされる。ゆっくり頭を撫でられて、リシャルド様の指先が私の髪をくるりと絡めて遊ぶ。

　そのまま髪先にちゅっと口づけられる。

「あ、あの……っ？　リシャルド、様？」

　何か話があるのでは？　そう問いかけるけれど、「別に何も」という至極簡単な答えが返ってくる。

「……恥ずかしいんです、けど」

「うん」

「何かあるなら」

「うん」

「…………」

　返事をしてくれはするけれど、その瞳は私を映してはいない。宙を捉えているようなリシャルド様の視線が、私の意思を汲くみ取とらないと告げているようだ。

　絶対何かあるはずなのに、リシャルド様はそれを言うつもりはないらしい。今度は私に甘えるようにすりよってきて、肩口に顔を置かれる。

　──リシャルド様の髪、柔らかい。

　少しウェーブのかかっているそれは、私の首筋をくすぐっているかのようだ。思わず声がもれると、リシャルド様がくすりと笑った。

「ねぇ、シーラ」

　リシャルド様の手が、私の頬ほほを撫でる。

「は、はい？」

「シーラは、誰の歌姫？」

「え？　リシャルド様の歌姫、ですけど……」

　唐突な質問をされた。

　けれど、誰の歌姫であるかなんてわかりきったことをどうして聞くのか。私がリシャルド様以外の歌姫であるはずないし、パトロンがいないことだって知っているのに。

「そっか、俺の歌姫は可愛いなぁー」

「ちょ、なんですか……んっ！」

　先ほどまでの無表情とは一変して、リシャルド様の顔がふにゃりと笑った。そのまま腰をなぞられて、突然のことに体が跳ねる。

「シーラが可愛いから。触れたくなるんだ」

「別に、可愛くないです……」

　リシャルド様は、私のことを可愛いと言いすぎだ。どうしてこんなにも、私のことを気に入ってくれているのだろうといつも思う。

　媚こびを売る貴族令嬢ばかりを相手にしていたから、私みたいな思い通りにならない人が珍しいのだろうか。

　考えてみるけれど、自由奔放なリシャルド様の思考は私に理解出来ない。

「シーラ。可愛い、俺の歌姫。──俺だけの、歌姫」

「リシャルド様？」

　優しく、触れるだけのキスが私の首筋に落ちる。いつものように強引というわけではなくて、どこか拒否をしにくいと思う感覚。

　心地よくて、もっとしてと──思ってしまう。

　でも、その関係はやめるのだと私は決めた。私の首筋に顔をうずめているリシャルド様を引きはがして、いけませんと声をあげる。

「リシャルド様、駄目です。どうしたんですか、もう」

「俺はいつも通りだよ。シーラを抱きたくてたまらない、ただの男」

　そう言って、リシャルド様の腕が私の腰へするりと回される。思わず走る甘い痺れには、気付かないふりをする。

　このままだと、リシャルド様のペースになってしまう。腰に回された手を取って、私は離してほしいと意思表示をする。それでも止めないリシャルド様に、奥の手を使うしかない。

「もう、嫌だって言ってるじゃないですか！　また子守唄うたいますよ!?」

「え？　またそんな酷ひどいことしようとしてるの？」

「どっちがですか！」

　抱こうとしなければそこまでしませんと声をあげると、つれないなぁとリシャルド様がさらに拗ねる。

　私が子守唄に魔力を乗せてうたうと、リシャルド様はすぐに寝てしまう。抱かれないための最終手段として魔法を使うというのが、なんとも言えないけれど。

　仕方がないとひとつ息をつき、リシャルド様は「わかったよ」と告げる。

「なら、今日は一緒に寝るだけにしてあげる。シーラを抱きしめてないと、嫌」

「ええぇ……」

　なんて我わが儘ままな。

　どうしてこんなにも堂々と、妥協案として抱きしめるだけと言ってのけるのか。絶対何かがおかしいと思うのに、どうしても最後はリシャルド様に丸め込まれてしまうのだ。

「それ、私の仕事に含まれていないんですけど」

「なら、腕の中でうたって。それなら仕事になるでしょ？」

「うぐ……っ」

　なんてせこいことを言うんだ。

　──というか。

「リシャルド様、機嫌悪いですか？」

「そんなことはないよ？」

「……」

　にこにこと笑っているから、ぱっと見はわからない。でも、最初の様子は変だったし、いつもと違ったから。絶対何かあるはずなのに、それがわからなくてもやもやする。

　練習場所の変更かとも思ったけれど、それを告げてはこない。だとすると、何かほかのことが原因という可能性もある。

　私が何かしてしまっただろうかと考えるけれど、特に何もしていないし……。

　リシャルド様の指が、私の髪に絡められる。




「シーラ、うたって」




「……はい」

　歌姫である私は、リシャルド様が望んだときに歌をうたう。いつでも最上級の歌を披露することが出来るように、普段から体調面なども気を付けている。

　……リシャルド様がうたってと言うときは、微妙なタイミングが多いけれど。

　普通なら、客人を招いたときなどに披露させる。でも、リシャルド様は自分のためだけにうたうように言う。今みたいに、二人だけのときに。

　──それはそれで、もちろん嬉しい。

　ただ、ひどく恥ずかしいと思ってしまうこともある。

　リシャルド様に望まれて、私はゆっくりと歌を紡ぐ。

「っ！」

　うたいはじめてすぐに、抱き上げられる。けれど、私は歌をやめていいとは言われていないのでそのままうたい続ける。

　……これ、うたってるから反論出来ない。ずるい。

「ああ、シーラの歌はいいね」

　この状況下で褒められても、まったくもって嬉しくない……っ!!　止めてほしくてリシャルド様を睨みつけてみるけれど、全然堪えていない。

　うたい続ける私を寝室に連れ込み、リシャルド様がベッドに腰掛ける。

　満足そうに私を見て、ぎゅっと抱きしめられる。

　──うたい難い。

　とは、リシャルド様に言えない。

「ラララー♪」

　うたう私の肩口に、リシャルド様が甘えるように顔を埋める。なんだろう、寂しいのかなとか、勝手なことを考えてしまう。

　うたい終わったころには、ぎゅっと抱きしめられていて逃げられない状態になっていた。

「やっぱりいいね、シーラの歌。俺だけの歌」

「リシャルド様……」

　ごそごそとシーツに潜り込むと、「おいで」と私も引っ張られてシーツの中に入れられる。というかここ、私の部屋なのに。

　もう、リシャルド様の部屋みたいになってしまっている。自由だなと苦笑しつつ、私は大人しくリシャルド様の腕の中へおさまった。

　抱きしめて眠るだけにするからと言ったリシャルド様は、私をそうして満足そうにしている。

　ゆったりとした雰囲気は、どこか心地よいと思っていたのだけれど──その時間はすぐに終わりを告げる。

　リシャルド様が、私の名前を呼ぶ。

「シーラ」

「はい？」

「今日、どこで練習してたの？　中庭にいなかったでしょう」

　──あ、やっぱり。

　私がいつも練習していた場所にいなかったから、部屋に直接きたんだ。けれど、まさかリシャルド様に会いたくないから練習場所を変えたとも言えないし……。

　どうしよう。

「シーラ？」

「ええと、その、たまには違う環境で練習しようと思いまして」

「ふぅん？」

　私の言葉を聞き、ずるい、とリシャルド様が言う。

「ずるいって、何が……」

「俺はこんなにシーラが好きなのに、シーラは俺に好きって言葉をくれないから」

「っ！」

　すりよるように、耳元でリシャルド様の声。一オクターブ低くなった音に、私の心臓がどきりとする。

　──そんなの、こっちの台詞なのに。

　私だって、リシャルド様にずるいって言ってやりたい。私の心を試すように、どうしてそんなことを言うのか。私の心を、かき乱してほしくない。

「シーラ、好きだよ」

「──ッ！　も、もう！　止めてください、リシャルド様!!」

　ベッドの中から出ようとしてもがくけれど、強く抱きしめられてそれもままならない。そのまま耳にちゅっと口付けられて、おやすみと甘い声。




　──好きにならないように、離れようとしてるはずなのに。




　どうしてこうも、私の近くに来るのか。ドキドキと音を立てる心臓が、リシャルド様に聞こえてしまったらどうしようと思う。

　……でも。

　きっと何を言っても無駄だろうと考えて、私は素直に眠ることにした。





♪　♪　♪






　翌日目が覚めると、リシャルド様はすでにいなかった。




　メルリに確認を取ると、仕事があるからと早朝に出て行ったらしい。……全然、気付かなかった。リシャルド様が横にいるのに熟睡してしまう自分が、なんだか嫌だ。

　最近はいつも私のベッドにもぐりこんで来るから、リシャルド様が隣にいることが当たり前のようになってしまっている。

　──もう冷たくなってしまっているシーツが、寂しい、なんて。

「あーもう……」

　自分の気持ちが、どうしようもない。

「私のこと、起こしてくれてもいいのに……」

　起こさなかったのはリシャルド様の優しさだろうけれど、いつも我儘なのだからこういうときだってそうしてくれたらいいのに。

　さて、私も起きなければ。ベッドから体を起こしたところで、メルリの声が耳に届く。

「シーラ様、紅茶が入りましたよ」

「ありがとう」

「今日はスコーンです。美味しそうですよ」

　鼻歌交じりに準備をして、私がドレスを着るのを手伝ってくれる。着る服を選んで準備するのも、メルリの役目になっている。

「あら……？」

「どうしたの？」

　着替えていると、メルリがきょとんと声をあげる。昨夜は特に何もなかったはずだけれど、どうかしたのだろうか？

「シーラ様、新しいキスマークがないですね？」

「えっ!?」

　まさかメルリ、私のキスマークを毎日チェックしていた……!?　まったく予想していなかったことを告げられ、慌ててしまう。

　だってそんな恥ずかしいこと、言われるとは思わなかった。

「ほら、普段はベッドに乱れがなくとも新しいキスマークがあるじゃないですか。なのに、今日はベッドも綺麗なままだし、シーラ様にキスマークも増えてないです」

　喧けん嘩かでもしたのですか？　と、メルリが心配そうに私を見る。

　というか、待って。

　──毎日、キスマークを付けられていた記憶がないんですけど!!

「ねぇ、メルリ？」

「はい？」

「私の体、そんなにキスマークがたくさんある？」

　ないよね？　と、問いかける。お願いだからないと言ってほしいと思ったけれど──返ってきた答えは非情だった。

「あ、背中に多いからシーラ様は気付かなかったんですね」

「せなか……」

　確かにそこだと、自分からは見えない位置だ。でも、私は背中にキスマークを付けられた記憶がまったくないのだけれど、それはどういうことだろうか……。

　考える可能性なんて……一つしかないよね？

　──私が寝てから付けたんだ!!

「ありえない、もう!!」

　子守唄で寝てもらったときもあったのに、いつの間に！　朝起きて私にキスマークを付けてから、二度寝したに違いない。そんなことをされても起きなかった自分が、もう嫌だ。

　恥ずかしくて顔を赤くすると、メルリに「可愛いですねぇ」と微笑まれてしまう。

「全然、可愛くないです……」

「今日の夜は頑張ってお支度させていただきますね！　ベッドに薔ば薇らでも敷き詰めたらロマンチックかもしれないですね」

「お願い止めて」

　そんなことをされてしまったら、リシャルド様が止まらなくなってしまう。絶対。私の切実な願いがメルリに伝わったかはわからないけれど、ひとまずは頷いてくれた。




　首にチョーカーを付けて、着替えを終えてから私は朝食をとる。

　その間にメルリが寝室を整えてくれる。リシャルド様が一緒に寝ているので、誰かにベッドメイクされるというのはすごく恥ずかしい。自分でやると申し出たけれど、笑顔で一蹴されてしまった。

「うぅ、貧乏貴族の私にはハードルが高い……」

　侍女がいる生活というのは憧れるけれど、庶民度の高い私にはなれるまでに時間がかかるだろう。




　今日も歌と魔法の練習をしようと、朝食を食べてすぐに昨日と同じ練習場所へ向かった。





♪　♪　♪






　リシャルド様には申し訳ないけれど、やはり中庭に行く気にはなれない。人通りの少ない道を歩きながら、新しい練習場所は人気がないのだということがわかる。




「あ、ダン！　おはよう」

「おはよう、シーラ」




　練習場所には、すでに先客としてダンがいた。彼の練習場所なのだから当たり前ではあるのだけれど、音を出す仕事ゆえに早い時間から練習する人は少ないので驚いてしまった。

「一曲終わるまで少し待って」

　そう言うダンは、確かに挨拶のときも演奏の手を止めることはしなかった。彼の奏でる楽器の音が、朝の空気に心地よい。

　弦楽器の奏でる高音に、張り詰めた空気。まだ少し肌寒いけれど、逆にその雰囲気が音を盛り上げているのかもしれない。

　一曲弾き終わってから、ダンが私の方を向く。

「シーラは今日も、魔法の練習？」

「うん。それと、普通に歌の練習」

　練習するのは魔法だけじゃないと伝えると、それもそうかとダンが笑う。

「なら、音を合わせないか？」

「オーケー」

　楽器から一音を出し、ダンが私を誘う。彼が座るベンチの横に立ち、私は少しだけ発声練習をしてから頷いた。

　曲目は、令嬢たちに人気の恋の歌。

　ダンが紡ぐメロディに、私が歌を乗せていく。いつもは一人で練習していたので、私の歌に楽器の音が乗っているということが不思議だ。

　──演奏会とかじゃないと、楽器の音に合わせたりしないからなぁ。

　私はアカペラも好きなので、基本的に一人で完結することも多い。二人で音楽を奏でて、互いに拍手をする。

「いつも一人だから、誰かの歌があるといいな」

「うん。私も、楽師の人と音合わせをあんまりしないから」

「いい練習になった」

　ダンが楽師だったから、たぶんよかったんだろうと思う。これがほかの歌手であれば、音があまり合わずに上手くいかなかったかもしれない。

　この世界の歌は、音程や強弱がほとんどない。皆無、と言ってもいいだろう。抑揚もなく伸びない音は、それでも私が現代アレンジをしてうたい続けているため進化しているけれど──なかなか難しい。




　──まぁ、だから私が活躍出来てるんだけどね。

　日本の音楽業界で生きてきた私は、この世界で段違いに有利だ。確かにうたっているのは私だけれど、これが自分の実力なのかと問われると……どうなんだろう。

「…………」

　ずるいのかなと、思ってしまう。

　私の歌を好きになってほしいけど、声を好きになってもらえたらそれは本当の褒め言葉になるかもしれないね。

「シーラは、このあと魔法の練習？」

「そう。集中して、うたうのと同じくらい体の中の熱を感じられるようにするの」

　今度は違う曲を演奏しながら、ダンが軽く問いかけてくる。

「無理は禁物だよ」

「わかってる」

　ちょうどいい木の下に腰掛けて、私は目を閉じる。集中して、体の中の熱を見つける。あとはずっと持続して、この熱を感じている状態をキープする。

　お城の裏手には、ダンが奏でる楽器の音だけが響く。

　──音楽があると、集中しやすい。

　自分は根っからの音楽好きだったと思い返して、一人苦笑する。




　だいたい一週間も続けると、呼吸するのと同じように体内の熱を感じることが出来るようになった。





♪　♪　♪






「ラ・ラ・ラ──♪」




　毎日少しずつ行っている魔法の練習を終えて、私は歌の練習をしながら──とあることを考えていた。

　──リシャルド様、どういうつもりだろう。

　私の頭の中を占めるのは、ほぼほぼリシャルド様だ。それ以外は、歌のこととか、今日のご飯は何かなとか、そんなたわいない話題。

　結局、練習場所を変えた初日以外、リシャルド様から何かを言われたりしなかった。私が中庭で練習しない理由を聞かないし、どこにいるの？　とも、言われてはいない。

　私に関心がなくなってしまったのかとも思ったけれど、それはあり得ないと断言することが出来る。

「というか、最近のリシャルド様……」

　その理由というのが、まぁ、いかにもリシャルド様らしくはあるのだけれど。

　毎晩、部屋にやって来るのだ。

　これはいつものことだったのだけれど、今は必ず私を抱こうとする。嫌だと何度言葉にしても、めげることはない。

　結局、上達してきた私の子守唄で眠っていただく……というのが、ここ最近の流れ。避けようと決意していたリシャルド様との距離は、確実に縮んでいるというのがわかる。

　だから私の気持ちは、好きというものが日に日に大きくなっていた。

　……こんなの、計画と違う。

　素っ気なくし続けていれば、部屋にもこなくなると思ったのに。

　拒否して、私のことを好きじゃなくなってもらって、私もこれ以上リシャルド様を好きにならないようにしようとしていたのに。

　まったくもって、上手くいかない。しかも、抱きたいと言ってくるだけなら、まだ──いい。

「あれは、ずるい……」

　最近、夜になるとリシャルド様がめちゃめちゃ甘やかしてくるのだ。

　好きという言葉に始まり、愛してるとか、可愛いとか、抱きしめたいとか、キスさせてとか……。全部、私に確認するかのように、言い聞かせるように、言葉にする。

　それがひどく恥ずかしくて、そしてどうしても……体が熱を持ってしまう。

　恥ずかしい。

「このままじゃ、今日にでも流されちゃいそう」

　つまり、なし崩し的に抱かれてしまいそうだ。

　それは非常に、本当に非常によろしくない。




「…………」

　──私、どうなっちゃうんだろう。

　アンネが結婚させられてしまうのだって、もう半年もない。あと五ヶ月程度の猶予しかないのに。

　リシャルド様のことをのん気に……というわけではないけれど、考えている場合ではない。私が考えるべきは、パトロンをゲットする方法だ。

「よし、今日の夜はしっかり拒絶しよう。そうしよう」

　気合を入れて、私はいつの間にか止まってしまっていた歌の練習を再開した。





♪　♪　♪






　夕方になり、自室へと戻る。

　メルリに夕飯の準備をしてもらい、その後はソファでゆっくりとする。




　考えるのは、歌のこと。

　今まではこの世界にあった歌をアレンジしてうたっていたけれど、いつかは自分で作詞したものをうたいたいと思っていて──。

「うーん、なかなか難しいよね……」

　この世界は、日本のように厳密な楽譜があるわけでもないし、音を確認するのも簡単ではない。楽師の人に頼まなければいけないからね。

　本当は自分で楽器を用意出来ればいいのだけれど、お金がかかるし、何より私はこの世界の楽器を扱うことが出来ない。

　アンネの結婚問題をどうにかしたら、じっくり自分だけの歌を作ろう。

　そう思ったところで、ドアが開きリシャルド様の訪れを告げる。私の心臓が、どきりとひときわ大きな音をあげる。

「シーラ」

「リシャルド様……」

　いつものようににこりと笑ったリシャルド様が、さも当然というように私の隣に腰掛ける。頑張って拒否してきたというのに、この人もめげないよね……。

　柔らかい金髪が揺れて、緩めている襟元からは鎖骨が見える。そんなちょっとしたことでも、私の胸は高鳴ってしまうのだ。

　ドキドキする音に気付かれたくなくて、私はさっとソファから立ち上がる。

「ええと、お茶を用意しますね」

「うん」

　部屋に備え付けられた棚には、たくさんの茶葉が用意されている。その数は軽く数十種類にもなるのだけれど、貧乏貴族の私はどれがどんな紅茶なのかさっぱりわからない。

　……なので、いつも同じのを飲んでしまう。

　何がいいかなと考えて、やっぱりいつもと同じでアールグレイを用意する。もう夜なので砂糖は控えめにして、ミルクを多めに入れた。

　いい香りが鼻をくすぐり、私はほっと息をつく。

　かちゃりとテーブルの上に置くと、リシャルド様も「落ち着くね」と言って微笑む。

　一口紅茶を飲むと、じわりと体中に温かさが染み渡る。中心部分から温めてくれるその感覚に、緊張していた私の体は次第にリラックスしていった。

「シーラの淹れてくれる紅茶は、いつも美味しいね」

「そうですか？　ありがとうございます」

　執務で疲れているときに飲むのが特に好きなのだと、リシャルド様が言う。確かに、私も歌の練習で疲れているときはよくティータイムをとっていた。

「……それで、シーラ？」

　ティーカップを置いたリシャルド様が、すっと目を細めて私の顔をじっと見つめてくる。私に触れてはいないけれど、いつ触れられてもおかしくない距離は──ひどく落ち着かない。

　──いったい何を言われるのだろう。

　もうここにはこないと、そう告げられるときがきてしまったのだろうか。早鐘のように心臓が音を立てて、私から冷静さを奪っていく。

「ええと、リシャルド様？」

「いつまで、中庭にこないつもり？」

　──そっちか！

　ずっと話題にならなかったから、もうこれについては触れられないかな……なんて、心のどこかで思っていたけれど、そんなことはなかったようだ。

　にこりと、笑っているはずなのに──リシャルド様の目が笑っていない。ある意味ぞくりとした感覚が、私の背中に走る。

「シーラがいないから、毎日退屈で嫌だよ。どこにいるのか、素直に言って？」

「っ！」

　ほらほら、と。

　リシャルド様が、私との距離を詰めてくる。逃げるようにあとずさってみるけれど、あっという間にソファの端まで追い詰められてしまった。

　もう逃げ場がない私に、リシャルド様が押し倒すようにのしかかってくる。額に優しいキスが降ってきて、リシャルド様の体温を感じる。

　……どうしても、駄目なのに、ドキドキしてしまう。

　──って、駄目！

　拒否しようって、決めたのだ。

　それなのに……リシャルド様のキスが、まぶた、頬と優しい温ぬくもりをくれる。

　私の顎にそっと手が添えられ、口を開くようにくいっと引かれて──リシャルド様の唇が重なる。そう思って、瞬間的に私は拒絶の言葉を叫んだ。




「もうやめて、キスしないで……っ!!」

「──ッ！」




　リシャルド様の肩を手で押さえて、嫌だと拒絶の言葉を口にして首を振った。私の名前を呼ぶ声が、頭上から聞こえる。

　見上げると、大きく目を見開くリシャルド様。

　今まで、ここまで本当に拒絶したことはなかった。だから、リシャルド様のこんな表情を見るのも初めてで……。

　見た瞬間、ひどく後悔というものが私を襲った。

「シーラ」

　静かに、ただただ私の名前を呼ぶリシャルド様を、これ以上見ていられないと私は顔を逸らす。私の言葉で、そんな傷ついた顔をしないで。

　言うんじゃなかったと、そんな気持ちが心の奥で芽生えた。

　でも、でも──。

　私とリシャルド様の間に、沈黙が訪れたような気がした。本当は耳にリシャルド様の声が届いているのに、私の世界はスローモーションのように動いていると錯覚してしまう。

「あ……」
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　さらりと、リシャルド様が私の髪を指ですく。しかしそれはすぐに離れて、私の髪はソファへ散らばった。

「そう。シーラがそんなに嫌がるなら、俺は部屋に戻るよ」

「…………」

　寂しそうに微笑んで、リシャルド様が私の上からどき、ソファを降りて立ち上がる。私は何か言葉を発したいのに、何を言えばいいのかまったくわからない。

「ねぇ、シーラ。もう、その可愛い声も聞かせてはくれないの？」

　私をじっと見つめるリシャルド様の瞳。それに射貫かれて、思わずびくりと肩が震える。大きく息を吸って、でも、私の口は何も言葉を発してくれない。

　──どうしよう。

「紅茶、ごちそうさま」

　ぽんと、私の頭をリシャルド様の手が優しく撫でる。その行為はひどく甘さを含んでいるのに、表情にはまったく甘さなんて感じられなくて。

「……あ、リシャルド、様……っ」

　やっと絞り出した声は、彼の名前を呼ぶ音。それを聞いたリシャルド様が、ほんの少しだけ、微笑んだ。

　ああ、私はリシャルド様にこんな顔をしてほしかったわけじゃないのに。

　待って、なんて──私に言う資格はない。

「おやすみ。いい夢を……」

　にこりと微笑み、リシャルド様が部屋を出て行った。

　叫ぶように呼んだ私の声には、一切反応を示さないまま……。

　私の心臓が、さきほどとは違う意味で早鐘のように鳴り響く。自分の心臓の音が、こんなにも大きく耳に届くなんて知らなかった。

「……これで、よかったのかな？」

　最初は、いいと思っていた。

　でも、いざ実際にやって──まさか、あんなにもリシャルド様が傷ついたような顔をするとは思ってもみなかった。

　女の子に困るような人種ではないだろうし、来る者拒まず、去る者追わず……というスタンスだったと噂で聞いていたから。

　だから別に、私一人がそういった関係を拒んでもなんら問題はないと思ったのに。

　それなのにあんな顔を見せるなんて。

　私に、あんな顔をしてくれるなんて……思ってなかったです、リシャルド様。

　誰にでも切ない顔を見せるの？　それとも、私だから──そう思ってくれたのだろうか。もしそうであるのならば、私は、私は──ッ！

「──ずるいです、リシャルド様」

　拒否しておいて、この言い方は自分でもないと思う。

　でも、どうしてもそうとしか言えない。あんな顔をされたら、もっとリシャルド様のことが気になってしまうじゃないですか。

　こんなにも恋い焦がれて、私はリシャルド様が結婚するときに歌姫として祝福の歌をうたえるのだろうか。

　──うたえそうにないです、なんて。




　そんなこと、口が裂けても言えない。




　もしこの世界に神様がいるのならば、酷い、と。

　そう言ってやりたいと思った。





♪　♪　♪






「シーラ様、お疲れですか？　甘い紅茶をご用意しましたよ」

「ありがとう、メルリ」

　リシャルド様のキスを拒絶した私は、どうしても何かをする気にはなれないでいた。

　一人になった部屋で、私は気付いたら寝てしまっていた。日頃の疲れが体にたまっていたからか、それとも泣きつかれてしまったからかはわからない。

　だから翌日となった今日は練習場所にも行かず、歌もうたわず、魔法の練習もせずに部屋で一日を過ごした。

「シーラ様は、特別アールグレイがお好きですよね」

　減りが早いからすぐにわかりますと、メルリが笑う。

　紅茶に詳しくなくて、唯一わかるものがアールグレイだからそればかり飲んでいる……なんて、言いにくい雰囲気だなと私は苦笑する。

　それ以外の紅茶は聞いたこともないような名前で、メルリが淹れてくれたときに飲む程度しか口にしたことはない。

「アールグレイは、飲みやすいから」

「一般的な紅茶ですからね。今日は令嬢に人気のものでご用意しましたよ」

「ありがとう。あ、蜂蜜も忘れないでね」

　私がそう告げると、「はい」と元気のいい返事が聞こえる。鼻歌を口ずさみながら、メルリがスプーンで一杯の蜂蜜を紅茶に入れてくれる。

「メルリは優しいねぇ……」

　いつも私のことを気にかけてくれて、何かあればメルリは励まそうとしてくれる。

　けれど、今の私は自分勝手に行動した結果だ。慰めてもらおうとも、愚痴を聞いてもらおうとも思わない。

「んんん、リシャルド殿下と喧嘩でも？」

　メルリの問いかけに、私はゆっくりと首を横に振る。

　私が一方的に酷いことをしてしまっただけで、喧嘩をしているわけではない。……というか、私の調子が悪いとすべてリシャルド殿下に繋げられてしまうことが少しおかしかった。

　──まぁ、間違ってはないんだけど。

「それなら、お風呂に薔薇を入れたり泡にしてみたりしましょうか？　母が、仲直りするときはお風呂がいいと言ってました！」

「もう、メルリったら。お風呂はさっき入ったじゃない。それに、その、リシャルド様は今日こないから……」

　ベッドメイクも、夜の支度も、何も必要ないと私はメルリに伝える。

「えぇ？　お仕事が忙しいんでしょうか」

　メルリは首を傾げてそう言いつつも、小さく「でも、ありえないと思いますけど」と呟いた。きっと私に聞こえないと思っているだろうけれど、ばっちり聞こえている。

　──それがありえるんだよ。

　ここ数日のリシャルド様はとても私を甘やかすので、まさかメルリは私たちがこんなにも深刻で気まずい状況になっているとは夢にも思わないだろう。

　私だって、宮廷音楽家になる前はこんなことになるとは夢にも思わなかったんだから。

「んん、何があったのかは存じませんけど……シーラ様に元気がないのは嫌ですから、何か気になることがあるのならば早めにお話しされた方がいいですよ」

　リシャルド様と。と、そう付け加えてメルリがケーキも用意してくれた。それも二個。疲れたときに甘いものを摂るのは好きだけれど、たくさん食べることはしない。苦笑しながら、メルリに不要だと告げようとして──。

「メルリ、さすがにケーキ二個も食べ──え？」

　無理だと口にしようとしたところで、リシャルド様が視界に入った。

　そして気付く。このケーキは私が二個食べるのではなくて、一個はリシャルド様の分だったということに。

　新しい紅茶をメルリが用意して、「失礼します」と退室した。

　その顔には、リシャルド様が来ないわけないと書かれていたような気がした……。




「え、えっと……」

　──え、待って、まって？

　どうしてリシャルド様が私の目の前にいるの？　私がまったく予想していなかった展開で、どうすればいいのかまったくもってわからない。

　まさか、昨日あれだけ露骨に拒絶したのに──今日部屋に来るとは思わなかった。どうしようと、頭の中をぐるぐるとしたものが回る。

　なんて言えばいいのか、わからない。

「あ、あの……私」

　ごめんなさいと、言えばいい？　でも、無理やりキスしたり抱こうとしてきたりしたのを拒否しただけだから──ここで謝るのは、なんだか違うような気もする。

　それじゃあどうしたらいい？　私の中にある、もやもやした感情は、でも、間違いなくリシャルド様を拒絶してしまったものだから。

「シーラってば、百面相？」

　くすりと笑う、リシャルド様の声が私の耳に届く。

　私は大きく目を開いて、リシャルド様を見る。

　──え？　何、どういう……？

　喧嘩というか、私たちに流れるこの微妙な空気を何だと思っているのだろうか。そう私は思い、焦っているというのに。

　でも、リシャルド様はそんなことをまったく気にする風でもなく、いつものようにソファへと腰掛けた。

　──んんっ？

「疲れてるときにケーキっていいね」

　にこりと微笑んで、メルリが用意したケーキをリシャルド様が口に含んだ。

　あれ？

　もしかして、昨日の拒絶を気にしていたのは私だけなのだろうか。あんなに寂しそうな顔で帰ったリシャルド様は、もしかして幻だったのではないだろうかと……思ってしまう。

　その証拠に、リシャルド様はきょとんと目を瞬かせながら私を見る。

「シーラ？」

「い、いえ……」

　なんでもないですと、引きつった顔で告げることしか今の私には出来ない。

　リシャルド様が「そういえば」と、何かを思い出したかのように手を叩く。その表情はとても楽しそうで、何か悪いことを企んでいるというのが嫌でもわかってしまう。

「もうお風呂には入った？」

　──え？

　まったく予想していなかった問いかけに、思わずぽかんと口を開いてしまった。そしてぼけーっとしたままお風呂を済ませたことを思い出す。

「あ、さっき……」

「なんだ、今日は一緒に入ろうと思ってたのに。ね、もう一回入ろう？」

「いえ、遠慮します！」

　──リシャルド様、やっぱり昨日のことまったく気にしてない！

　私は今日一日ずっとうじうじ言いすぎたかもしれないと悩んでいたのに、酷い。いや、酷いのはきっと私なんだけど、これはこれでなんだか腑に落ちないというかなんというか。

　私がノーと言うと、リシャルド様は残念そうに肩をすくめる。けれど、それでめげないのがリシャルド様だ。

「んー……。でも最近シーラとはスキンシップが足りないし……やっぱり一緒に入ろう。メルリに準備だけはしてもらってるから、大丈夫」

「ちょっ!?」

　いったい何が大丈夫なのかわからないけれど、リシャルド様はひょいっと軽く私を抱き上げて、備え付けのお風呂へと向かった。

　──だからさっき、お風呂の話題をふったの!?

　というか、リシャルド様が準備を頼んでいたっていうことは……メルリは、リシャルド様が今日も来るということを知っていたんだ。

　私がこないって告げて、そんなことはないと笑ったのを思い出す。そりゃあ、リシャルド様本人に準備やらを頼まれていたのであれば否定するのは当たり前だ。

　間違いなく一緒に入らされるパターンだけれど、がっしりと抱き上げられてしまっているため逃げることもままならない。

　どうしようと考える間もなく、脱衣所に着いて下ろされる。

　にこにこ嬉しそうにリシャルド様の手が、私の夜着にかけられて、思わずびくりと震えてしまう。

「脱がしてあげる」

「えぇっ!?　や、やですリシャルド様!!　お風呂は入ったって言ったじゃないですかっ!!」

「もう一回って、言ったでしょ」

　私の抵抗も虚しく、リシャルド様は夜着のリボンに手をかける。しゅるりと音を立てたそれはあっけなくほどかれて、はらりと床に落ちる。

「ん、シーラの肌、日に日に綺麗になってるね」

「それは、リシャルド様が美容用品を用意してくださっているから……」

　歌姫になる前は、高くて手が出せなかったような美容液やオイルやら一式が揃えられているのだ。リシャルド様のために綺麗に……という意味が込められているのだろうけれど。

　それを使うようになり、私の肌はみるみる綺麗になっていった。

「あ……っ」

　するすると脱がされて、私は簡単に一糸纏まとわぬ姿にされてしまった。

　私の抵抗なんて、リシャルド様にはまったく効かなかった。

　──って、手際がよすぎるよ！

　いくらチャラ王子といえど、さすがに手なれすぎだ。いったい何人の女の子に同じことをしたのかと考えると、胸がちくりと痛む。

　ゆでだこのように赤くなった私のことはまったく気にせず、リシャルド様は鼻歌交じりに準備を進めていく。

「じゃあ、入ろうか」

「～～～～っ！」

　気付けばリシャルド様もすべて脱いでいて、ほどよく鍛えた体が私の視界に入る。

　一気に体まで熱を持つけれど、そんなことはおかまいなしといわんばかりに、リシャルド様が私を抱き上げて浴槽へ入る。泡風呂になっていて、張られたお湯の温度はちょうどいい。




　ちゃぷんと水の音がして、私はリシャルド様の膝に座らせられるかたちでお風呂につかった。

「あー気持ちいい」

「……」

「どうしたの、シーラ。顔、真っ赤で可愛い」

　くつくつと笑いながら、リシャルド様が私の肩口に後ろから顔を埋めてキスをする。思わず声をもらすと、満足そうにもう一度ちゅっとリップ音を立てて口づけた。

「どうして私が一緒に入らないといけないんですか！　愛人にはならないって、言ったじゃないですか!!」

　お風呂に一緒に入るなんて、愛人以外の何者でもないじゃないー!!

　そう伝えるけれど、リシャルド様は笑うだけ。

「だから、シーラは愛人じゃないって。何度言ったらわかってくれるの？」

　くすくす笑うリシャルド様が、泡に濡れた私の髪を指でくるりと弄ぶ。

　それじゃあ、愛人じゃないっていうなら私はいったいなんなのか。とは、怖くて聞けないけれど。いや、リシャルド様のことだから、普通に歌姫でしょ？　とか、言われるかもしれない。

　むぅ……。

「シーラ、考え事？」
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「え、いえ……」

「嘘。まぁ、いいけどね」

　何がいいのかわからないけれど、いつか口を割らせようと力づくで何か仕掛けてきそうだなと思うとぞっとする。

　なんとかして逃げようと決意しつつ、怪しく動き始めたリシャルド様の手をどうにかする方が今は先決だ。

「考え事もいいけど、今は俺のことだけ考えて」

「んんっ！」

　私の胸をふにふにと揉み始めて、甘く低い声で、可愛いと口にする。

　ぞくりとした感覚が体に走り、やばいと私の脳内が警笛を鳴らす。このままでは流されてしまう、というか、ここはお風呂なんですけどリシャルド様!!

「ふ、ぁ……っ！」

「かーわいい。ここ、気持ちイイ？」

「ん、リシャルド様、やめっ」

　ちゅっと私の首筋に吸い付いて、赤い花が咲く。

　熱い舌が這って、ぞくぞくした感覚。

「だってさ、シーラってば最近ずっとそっけないんだもん。俺の相手もしてくれないと、拗ねちゃうよ？」

　私の胸を揉んでいた手は、次第にその位置を下へと下げていく。

　脇腹を撫でられ、おへそ、太ももへと……。ゆっくり、確かめるように触れてくる指先はくすぐったくて、ふるふると小刻みに震えてしまう。

　どうにかして、リシャルド様を止めなければ。

「ん、んんっ！　相手も何も、歌姫である私の仕事はうたうことですっ!!　何度も言ってるじゃないですか」

　リシャルド様は、歌姫という仕事をいったい何だと思っているのか。私の仕事は、リシャルド様のために歌を披露すること！　これにつきるのだ。

　そう言うと、どうにも納得のいかないリシャルド様の瞳が見える。

「俺はこんなにもシーラが好きなのに？」

「ひぁ、ん」

　私の太ももを、リシャルド様の指がつつつとなぞる。

「シーラを俺にちょうだい？」

　太ももを撫でているその指先は、どんどん足の付け根へと移動してくる。ハッとしたときにはもう、リシャルド様が私のことを捕えていた。

「駄目です……ぅ、ひぁっ！」

「シーラ」

　くにゅくにゅと、リシャルド様の綺麗な指先が私の花芽に触れる。

　何度も駄目だと叫ぶけれど、一向に聞き入れてもらえないし、リシャルド様の手が止まることもない。ゆったりとした指の動きは、私に甘いしびれをもたらしてくる。

　はくはくと呼吸が乱れ、息があがって──どうしようもない。

　ぱしゃんとひときわ大きな水音がして、後ろからぎゅっとリシャルド様に抱きしめられる。私の名前を呼ぶ声が、熱い。

「や、あ……っ」

　ゆっくり、優しく、リシャルド様が私の秘部を愛撫する。強い刺激ではないけれど、継続的に与えられるゆったりとした感覚が体の芯を支配していく。

「気持ちいい？」

「──っ」

　私の耳に、リシャルド様の息がかかる。そのまま耳たぶを口に含まれて、ちゅっと吸われる。耳の中を確かめるのように、舌が這う。

　耳は弱いから嫌だと、前に伝えたような気がするのに。でも、嫌だと伝えてもリシャルド様が止めてくれるはずもなくて。

　現に、今のリシャルド様はとてつもなく楽しそうだ。

「ん、シーラ……」

　秘部をなぞっていた指先が、ふいに私の割れ目を押した。

「りしゃるど、さまっ」

「ここ、濡れてるね」

　ほしい？　と、そう問いかけるように割れ目をなぞる。お湯に混ざって、ぐちゅりとした感覚が私へ伝わってくる。

　どうしよう──このままじゃ、私、わたし……っ！　リシャルド様のことが好きだと、どうしようもなく気持ちが溢れてしまう。

　もう優しくしてほしくないのに。

　こんなに愛されて、でも、一緒になることは叶わないなんてそんなの──私に耐えられるわけないのに。

「中、入れてほしい？」

「や、やだって……ッ！」

　まるで私が陥落する、とでも言うように、リシャルド様が私へ向けて優しく微笑む。見た瞬間、胸がきゅんとしてしまったのは、もう……どうしようもない。




　ねぇ、リシャルド様。

　私はやっぱり貴方が大好きみたいです。こんなにチャラくて、手の早い、私の大嫌いなタイプだっていうのに……。




　だから、ごめんなさい。

「ラ・ラ・ラ～」

「ッ!?　シーラ！」

　私が紡ぐ歌は、子守唄だ。

　ごめんね、リシャルド様。

　やっぱり私は、これ以上貴方に夢中になるのは……辛くて、後戻りが出来なくなってしまうと思うから。ここ数週間、魔法を使うための練習はしてきた。

　とはいっても、体内の熱を感じるという至極単純なものだけれど。

　だからもう、子守唄ならば大丈夫だと──勝手に判断して使ってしまった。

　リシャルド様が「シーラ」と私の名前をもう一度呼んで、いつもはすぐに寝るのに……抵抗しようとしているのか、私を抱きしめる腕に力を込める。けれどすぐに、その腕からも力が抜ける。

「──の、おばか」

　私を腕の中に閉じ込めるようにして、リシャルド様は意識を手放した──。




　リシャルド様──重い。

　思わずうたってしまったけれど、ここは浴室。ベッドの上ではないし、リシャルド様は服だって着ていない。体も拭かないと、風邪をひいてしまうかもしれない。

　私を抱きしめながら寝てしまったリシャルド様を見て、一気に現実に引き戻された気がした。

「寝ちゃったリシャルド様、どうしよう……」

　メルリを呼んで手伝ってもらう？　そう脳裏に浮かんだけれど、それは嫌だ。無防備なリシャルド様を、ほかの誰かに見られたくないと思ってしまった。

「……それに」

　リシャルド様を魔法で眠らせました！　なんて、とてもではないけれど言えない。というか、こんなの不敬罪もいいところだ。

　誰かに言ったが最後、私は牢屋に入れられてしまうかもしれない。




　──よし。

　リシャルド様をベッドに運ぼう。

　抱き上げることは不可能だけど、引きずってベッドに運ぶくらいは出来るはずだ。私は先に立ち上がって、リシャルド様の背後からわきの下へ手を回してぐっと力を入れる。

「うぁ、重い……ッ」

　これはベッドまで連れていけるか不安だ。

　リシャルド様は細身だけど、体はしっかりと鍛えられている。見た目よりも重いそれは、歌ばかりの生活で体力のない私にはなかなか厳しい重さ。

　──でも、私が一人でどうにかしないと。

「んんんっ！」

　ふんっと力を入れ、私はリシャルド様を引きずってベッドまで連れて行った。




「はぁ、はぁ……」

　息を切らしながら、私はふわふわのバスタオルでリシャルド様の体を拭いていく。濡れたままでは、風邪をひいてしまう。

　──見ないように、気を付けないと。

　お風呂に入っていたのだから当然だけれど──リシャルド様は、裸で寝転んでいる。出来るかぎり下半身は見ないようにしているけれど、どうしても視界に入ってしまう。

「うぅ、恥ずかしい」

　急いで拭いて、シーツをかぶせる。風邪をひかないようにといつもより枚数を多くして、私も自分の体を拭いて再び夜着を身に着ける。

「……どうしよう」

　同じベッドで眠るか、ソファーで眠るか。

　私の中には、現在その二つの選択肢がある。ただ、問題はどちらが先に起きるかという点。リシャルド様が先に起きて、私がソファで寝ていたら……間違いなく怒られる。

　それならば、意識はないのだから一緒にベッドで眠った方が安全だ。そう結論付けて、私もベッドへともぐりこんだ。




　リシャルド様より先に起きようと、そっと意気込みながら……。





♪　♪　♪






「え？　本当にいいの……？」

「うん」

　私はあっけにとられて、目の前にいる男──ダンを見た。にこやかに笑う彼は「いつでもどうぞ」と告げた。

　ピチチと、小鳥が鳴いて木の枝から飛び立った。その音を聞き流しながら、ダンの申し出について考える。

　いいと言うのは、魔法に関することだ。

　私の魔法の、いわゆるテスター的な役を引き受けてくれるという。今回行いたいのは、子守唄の魔法。私の魔法はうたわないと効果がわからないので、一人では試すことが難しい。




　──とはいえ、リシャルド様には何回か使ってしまったけど。昨日だって、とっさにお風呂場で使ってしまったのだ。




　しかし、効果がちゃんと理解出来ていないのにリシャルド様に子守唄を使い続けるというのも、不安なところで……。

　せめて起こすことが出来るようにならないと、もし、不測の事態が起こってしまったら責任問題になってしまう。

「シーラだって、自分の力を把握していないと不安だろう？　だから、俺を実験台にしていいよ」

「ありがとう」

　ここまで言ってくれるのであれば、もうお言葉に甘えてしまおう。

　たいしたお礼は出来ないかもしれないけれど、ただの宮廷音楽家からリシャルド様の歌姫になってお給料が劇的に上がった。金銭面も含めて、何かほしいものがないか聞いてみよう。

　私は自分の魔法について考える。

　子守唄をうたうのはいいけれど、これでダンが朝まで目覚めないというのはよろしくない。鶏の鳴き声が朝の目覚ましというイメージだけれど、これは歌じゃないしね。

　さすがに私はものまね芸人ではないし……。

「うーん……」

「シーラ？」

「あ、ええと、相手を眠らせる歌なんだけど、起こす方法がなくて」

　私が素直に悩んでいる点を伝えると、ダンはなるほどと頷いた。少し考え込んでから、自分の故郷にちょうどいい歌があると教えてくれた。

「祭りのときに、眠っている大地の神様を一時的に起こす祈りの歌と伝わっているんだ」

「へぇ、そんな歌があるんだ」

　でも、それならちょうどいいかもしれない。

　ダンが楽器で音を奏で、私はそれを耳で覚える。歌詞は口頭で教えてもらい、暗記する。簡単な歌詞とメロディなので、一度聞けば忘れることはないだろう。

　──うん、いい歌。

　少しだけ口ずさんでから、私はダンに頷いた。

「よっし、いくね？」

「ああ」

　私はゆっくりと、自分の中の熱を意識する。そして自然と口から、歌が紡がれる。いつもリシャルド殿下を眠らせている、私の優しい子守唄だ──。

「シーラの声は、本当に心地いい……」

「ラ──♪」

　ダンは私の歌を全身で聞き、そしてすぐに寝息を立て始めた。

「……寝ちゃった」

　リシャルド様よりも、眠りにつくのがずっと早い。魔法耐性がないからか、それとも私の歌に意識をゆだねてくれたのだろうか？

　どちらにせよ、結果としては上々だろう。

　私はふうと息をついて、ドキドキしている胸を押さえて落ち着こうとする。

　自分で魔法を使い、他人に影響を与えるというのはひどく緊張するものだ。今まで以上に走ったピリッとした厳しい感覚。

　今まで私がこの子守唄をうたったのは、リシャルド様だけ。

　ほかの人にも効くのかと半信半疑ではあったけれど、今回のことでリシャルド様意外にもしっかり効果があるということが立証された。

「次は、起こすための歌だね……」

　先ほどダンに教えてもらった歌。

　私はそれを紡ごうとして、ハッとする。

「あれ？　もしかして、この歌でダンが目覚めなかったらどうすればいいの？」

　さすがに、朝まで城の裏手であるここに放置しておくというわけにはいかない。かといって、シーラがダンを担いで部屋に連れて行くなんて論外だ。

　リシャルド様よりも、ダンの方が重そうだしね……。

　誰か助けを呼ぶしかないけれど、そうしたら十中八九、私がここにいたということがリシャルド様にバレてしまうだろう。

　それは嫌だと思うけれど、致し方ない。

「いや、ダンを目覚めさせればいいんだよ！」

　これからうたうのは、寝ている神様を起こすための歌だ。人間ごときが目覚めないなんて、そんな不敬があっていいだろうか？　いや、ない！

　──大丈夫。

　必死にそう自分に言い聞かせて、私は先ほどダンに教えてもらった歌をうたう。




「光を浴びた 君を見たい 今は少しだけ満月にさよならをして──♪」




　大きく息を吸って、私は自分の中に空気をいっぱい取り込んで声を出した。どこか彼方にいる、神様にも届くのではないかというくらいに。




　ねぇ、もう朝だよ。

　起きる時間だよ。

　今日も頑張ろうね。

　そんな気持ちを込めて紡いだ音は、魔力を乗せてダンへと届いた。

「んん……」

「あ、よかったぁ」

　ゆっくり目を開けた彼を見て、私はほっとした。

　お風呂場で寝てしまったリシャルド様をベッドに運んだときもひどく苦労したのだ。正直あんな恥ずかしい思いは、もう二度としたくはない。

　……って、ダン相手なら別に恥ずかしい事態にはならないか。

「寝てたのか……。ということは、シーラの歌は成功したんだな？」

「うん。協力してくれてありがとう、ダン！　これで子守唄ならいつでも使えるから、助かるよ」

　私の魔法が成功したと聞き、ダンは自分のことのように喜んでくれた。何度もありがとうと伝え、今度お礼をするという約束をしておく。

　──これからは、気兼ねなくリシャルド様に使うことが出来る。

「シーラの歌はいいな。俺はいつも、魅了されてばかりだ」

「え……っ？」

　ふいに、ダンが私の手をにぎってきた。

　普段はそんなことをしたりしないので、驚いて体が跳ねる。

「あ、すまない。故郷の歌に、感動してしまって……」

「ううん、大丈夫。ありがとう、ダン！」

　少し驚いただけだと、私は笑顔で告げる。

　アーティストは握手やハグをすることも多いし、おそらく感極まってしまうとそういう傾向が大きいのだろう。なので私も、今までそういったことは気にしてこなかった。

　──あ。でも、この世界だとあまりそうでもないかも？

　そうするとダンは珍しい部類に入りそうだけれど、私の歌がこの世界の常識を超えたということだって考えられる。もしそうなら、私すごいと自分で自分を褒めてあげたい。

　いやぁ、大きな一歩だね。

　こんなことを手伝ってくれる人、なかなかいない。




　魔法に関する談笑をしていると、私の歌が聞こえたからとマリエッテさんが顔を覗かせた。

　宮廷音楽家の歌手で、私の先輩にあたる。

　王族の歌姫ではないけれど、何人ものパトロンを持っている。正直に言うと、パトロンが何人もいるマリエッテさんのポジションには憧れる。

　私が歌手になったときの試験官でもある彼女は、たびたび私のことを気にかけてくれるのだ。

「シーラにダンじゃないの。シーラってば、最近中庭で練習していないと思ったらこんなところにいたの？」

　そういえば、シーラはよくダンの音合わせを手伝っていたわねとマリエッテさんが続ける。

　ダンもそれには大きく頷き、こっちこそいつも助かっているから、今日のことを気にすることはないと言ってくれる。

「今日って、何かあったの？」

「魔法について、ダンが教えてくれたんです。私にはあまり馴染みがないものだったので……」

　首を傾げるマリエッテさんに説明すると、なるほどと頷いてくれた。しかしすぐに、マリエッテさんの表情が曇る。

　私とダンを交互に見て、はぁと盛大なため息をついた。

「一応聞くけど、このこと、リシャルド殿下には伝えているの？」

「それは……特に伝えていませんけど」

　伝えなくていいのかと、暗にマリエッテさんが聞いてくる。

　……聞いてくるってことは、やっぱりリシャルド様に伝えていないのはやばいっていうことだよね。嫌な汗が背中を伝ったところで、ダンが「何を言っているんだ」ときょとんとする。

「別に、シーラは殿下の愛人でもなんでもないだろう？　そこまで報告しなければいけない義務はないと思うが……」

「え、やだ。ダンってば、それ本気で言っているの？　リシャルド殿下といえば、シーラを寵愛しているというか、溺愛してるじゃないの」

　ストレートに告げられたマリエッテさんの言葉で、私の頬は一気に熱を持つ。そこまではっきり言われるなんて思っていなかったから、ひどく恥ずかしい。

　自分の頬に手を当てて、早く熱が引けばいいのにと思う。

　そんな私を見て、驚いたのはダンだ。

「シーラは以前、リシャルド殿下とは愛人のような関係ではないと言っていたが……？」

「えぇ？　だって、シーラとリシャルド殿下を見れば一目瞭然じゃない」

　何が、とは聞きたくないんですがマリエッテさん。

　確かに、ダンには以前──私とリシャルド様の関係は、愛人ではなく普通の雇い主と歌姫だという説明をした記憶がある。

　──もう、事実というか私の希望だよね。

　昨日だってお風呂であんなに……っ！　駄目、考えるのはやめよう。

「私は、歌姫以上の存在になる気はないです」

「シーラ……」

　マリエッテさんにきっぱりと告げると、やれやれと大きなため息をはかれた。

「まぁ、シーラがそう思うのならいいわ。……でも、リシャルド殿下にはきちんと報告しておきなさい。でないと、酷い目に合わされてもしらないわよ？」

「酷い目？」

　まったく予想が出来ずに、私は首を傾げる。




　だって、一応関係としては──そこまで悪くないと思っている。私は。

　昨日も子守唄で眠らせてしまったけれど、朝になって起きたリシャルド様は少し拗ねたが許してくれた。

　……仕返しとばかりに、しつこいキスをたっぷりされてしまったけれど。




「そうですね、折を見て一応話はしておきます。ありがとうございます、マリエッテさん」

「何かあれば俺も力になるから、遠慮なく言ってくれ」

「ダンもありがとう」

　すぐに申し出てくれたダンにお礼を言うと、先ほどよりも盛大なため息をマリエッテさんがついた。

「ダーンー？　あなた、あまりシーラに近づかない方がいいわよ？　リシャルド殿下にお叱りを受けるから」

「なぜだ？　別に、リシャルド殿下にシーラの行動をそこまで縛り付ける権利はないだろう？」

「まったく、知らないから。でも、忠告はしたわよ？」

　マリエッテさんの言葉を聞き、リシャルド殿下が何かをするとは思えないけれど──確かに、私に対するスキンシップは過剰だ。

　お気に入りのぬいぐるみとか、そういったところはあるかもしれないなと思う。




　その後たわいもない雑談をして、私たちは各自部屋に戻った。







　自室に戻り、私は先ほどのことを思い返す。

　ベッドにごろんと寝転がり、天蓋のレースをぼんやりと見つめる。




　一つは、魔法のこと。

　子守唄と、眠りから起こすための歌は問題なくうたえるようになった。

　あとは、そのほかの歌だけれど──これは、そんなに急いで習得する必要もない。リシャルド様に襲われても眠らせるというのが、一番の使い道だったからね……。

　貴重な魔法の使い道がこれでいいのか！　というツッコミを入れたくて仕方がないけれど、こればかりは仕方がない。

「ほかの歌に関しては……」

　もう一つは、もちろんリシャルド様のこと。

　自力で勉強を続けていこうと思っていたけれど、マリエッテさんはリシャルド様にしっかり報告するべきだと私に告げた。

　──確かに、それは、私もそう思う。

　でも、なんというか勇気がでないというか。そんなことしなくていいよと、言われてしまったらどうしようと頭の中で不安なことを考えてしまうのだ。

「……どこかのタイミングで、ちゃんと話そう」

　一応、今の私にとってリシャルド様は上司ということになる。はずだ。

　少し気が重いけれど、良好な関係を築いていけるにこしたことはない。ちょっと上司がチャラすぎるけれど。




「ラララ～ラ～♪」




　私は寝転んだまま瞳を閉じて、即興でメロディを奏でる。

　特に意味はなくて、でもなんとなく体内の熱を意識して魔力を歌に乗せてみる。いつもは子守唄でしていたから成功するかはわからなかったけれど、魔力は簡単に歌に乗った。

　──でも、効果はなんだろう？

　特に何か、意識をして魔力を乗せているわけではない。

　もしかしたら何も起きないかもしれないと思ったけれど、しばらくすると室内に異変が起きた。

「ラー♪　……部屋の温度、上がってる？」

　どことなく、先ほどよりも暖かくなっていた。

　ある意味快適でいいのだけれど、こんなエアコンのような使い方をしてしまっていいのかと頭を抱えてしまう。まぁ、私は戦いに出るわけではないから、こういった使い方がちょうどいいとは思うのだけれど。

「でも、ぽかぽかでいいな」

　これなら、薄着でいても問題はないかもしれない。

　メルリが用意してくれる服は可愛らしいものが多いのだけれど、いかんせん動きにくい。おしとやかにしていないといけないのは、少し疲れる。

　自室でぐらい、ラフな服が着たいというのが本音だ。

　とは言っても、叶わぬ望みか。

　いつリシャルド様が来るかわからないので、常に最低限の身だしなみを整えていなければならない。それに関しては、メルリが目を光らせて私を見ている。

　当初こそ、侍女がいるという生活に喜んでいたけれど……貧乏子爵家の娘だった自分に、侍女は分相応な気がする。
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　もちろん、身の回りのことを世話してもらえるのは嬉しいけれど。

「とりあえず、ラララの歌は暖房っていう曲名にしておこう」

　いくらなんでも安直すぎるかもしれないけれど、私にネーミングセンスを求められては困る。

　ぽかぽかしていて気持ちいいから、どんどんまぶたが重くなる。もう寝てしまおうかな？　なんて思ったタイミングで、がちゃりと寝室のドアが開いた。

　慌てて体を起こして、入って来た人物に視線を向ける。

　──リシャルド様！

　歌姫になってからはほぼ毎日、私の下へとやって来る。

　以前のように遊ぶ女の子がいなくなってしまったのだろうか？　とは、さすがの私も聞いたりはしないけれど。

「お待たせ、シーラ」

「リシャルド様……別に待ってないです」

「照れてるのも可愛い。あれ？　この部屋、なんだか暖かいね？」

　きょろりと部屋を見回して、リシャルド様が首を傾げる。

「あ……」

「シーラが魔法で暖めたの？」

「え？」

　どう説明しようかと悩んでいると、リシャルド様がすんなりと答えを導き出した。だって、私は魔法の練習をしてるなんて、リシャルド様に告げてはいないのに。

　どうして知っているのだと、嫌な汗が背中を伝う。

「知ってるよ、シーラのことは全部」

「ぜんぶ？」

「そ」

　私が言葉を反芻すると、リシャルド様は太陽のように嬉しそうに笑う。

　特に気にした様子はなくて、特に魔法に関して私に何かを言ってくる感じではない。それにちょっとほっとするけれど、どうして知っているのか……。

「だって俺、シーラのご主人様だし？」

「ご、ごしゅ……」

　ま、まぁ、確かにリシャルド様は私のご主人様だ。間違ってはいない。

　にこにこと嬉しそうな彼は、私に反論は許さないと言わんばかりに笑みを向けてくる。そのままゆっくり、私が腰掛けているベッドへと歩いて来る。

「ねぇ、シーラ？」

「は、はい」

　リシャルド様も隣に腰かけて、私を覗き込むように視線を合わせてくる。私の前髪にリシャルド様の指が触れて、かきあげられる。

　さらけ出された額にキスが降ってきて、そのままとんっと肩を押されてベッドへと倒された。




「──っ!?」

「シーラはさ、俺が何も知らないと思ってる？」

「え、えっと、リシャルド様？」

　すべてお見通しだとでも言うように、リシャルド様がくつくつと笑う。

「俺、シーラには過剰なほど愛情表現をしたと思ったんだけど。まだ、自覚ない？」

　心外だと、リシャルド様の言葉が続く。

「シーラが練習している中庭は、俺たちのデートスポットだったのに。ここ数週間、まったくシーラは中庭に来てくれない」

「そ、それは……」

「残念だけど、反論はさせてあげない」

　──やばい、この間の不機嫌を通り越して、怒ってる！

　顔は笑っているのに、リシャルド様から発せられる空気は氷点下のように冷たい。

　つつと、リシャルド様の指が私の首筋をなぞる。止めてと言いたいけれど、私が何かを言い出せるような雰囲気ではない。

　どうしようと思考を試みるけれど、まったくいい案は浮かばない。

「魔法の練習をするなら、俺に言ってくれたらいいのに。そうしたら、手取り足取り教えてあげるのにね？　ほら、こうやって……」

「あっ？」

　私に触れていたリシャルド様の指先が、ほんのりと熱を帯びる。魔法を使うときの熱だということにすぐ気付き、こんなことをすることも出来るのかと驚く。

　そして全部バレているらしいことに、震える。

　──知ってて、私に何も告げなかった？

「リシャルド様、その、私」

「うん？」

「も、申し訳ありません！」

　私はぎゅっと目を閉じ、リシャルド様に謝罪の言葉を伝えた。マリエッテさんに言われたよう、もっと早くリシャルド様に言うべきだった。

　守ると言ってくれたのに、勝手に魔法を練習していたことへの謝罪だ。素直にそう伝え、リシャルド様の様子を伺うかがってみるけれど──先ほどよりも、怒りが増しているように感じる。

　──あ、あれ？　どうして？

　笑って許してくれ──とまではいかないにしろ、怒りが増長するとは思わなかった。いったいどうしてだろうと考える暇もなく、リシャルド様に名前を呼ばれる。

「俺って、結構寛大だと思うんだよね」

「は、はい」

　確かに、チャラいけど寛容だとは思う。

　部下にも好かれていて、ほとんどのことを笑って許す。それは私に対しても同様だと思う。いや、いやらしいことを除けば……かもしれないけれど。

「でも、シーラに関しては全然そんなことないんだよね」

「えっと？」

　いったいどういうことだろうと、首を傾げる。「わからない？」と、リシャルド様の瞳が私に問いかけるけれど、わからない──あ。

「私が、中庭にいなかったから」

「十パーセントくらい、正解」

　──低っ！

　告げられた言葉を聞き、しかし私にはそれ以上の理由がわからなかった。

　パトロン候補になってくれそうな貴族と会ったりしたわけでもない。練習に付き合ってくれていたのは楽師のダンなので、これも問題はないはずだ。

　私が唸りながら考え始めると、リシャルド様が「もういいよ」と告げる。

「まぁ、とりあえず魔法は俺が教えてあげる。だから、もう城の裏手で練習するのは禁止ね。これ、命令だと思って」

「っ！」

　さらりと言われて、しかし不機嫌の原因が新しい練習場所だということはわかった。

　城の裏手に嫌な思い出でも──あ！　もしかして、リシャルド様が女の子を連れ込んだりしていた場所だったのかもしれない。確かにそれなら、嫌なのも頷ける。

　私は一人で勝手に納得し、素直にこくりと頷いた。

「抱かせて、シーラ」

「は、え……っ!?」

　突然告げられた直球の言葉に、私は思わずすっとんきょうな声をあげてしまう。

　だって、いつもあんなに拒否してるのに……どうして許可をもらえると思ったのか！　私は全力で首を横に振り、そのつもりはまったくないということを伝える。

「抱きながら、魔法を教えてあげる。いい案だと思わない？」

「お、おもいません!!」

　魔法の熱を帯びたリシャルド様の指先が、服の上から私の胸へと触れる。優しく揉みながら、私をじっと見て微笑んだかと思うと──唇が、降ってくる。

「んっ！」

　いつものついばむようなキスではなく、最初から深く艶かしいキス──。まるで食べられているのではないかと錯覚してしまうほどに、熱くて。

　大きな手は、私の胸を撫でまわすように揉みしだいていく。

「ん、んんっ」

　リシャルド様の指先が、ふいに胸から離れて、ドレスを脱がしにかかる。いやいやと逃れたくて体を揺らすけれど、まったくもってリシャルド様には通用しない。

　いつものように子守唄を──そう思い、ハッとする。

　──キスされてるから、うたえない!!

　まさか自分にこんな弱点があったなんて、知らなかった。

　あっ！

　それを知ってるから、リシャルド様は私にキスをしてきた？　もうそうだとしか思えなくて、私は必死でリシャルド様をはがそうと胸を押し返す。

「……ん」

　小さく、かすれたリシャルド様の吐息がもれる。それにどきりとして、思わずぎゅっとリシャルド様に縋る。

「だーめ。もっと気持ちいいキスをしよう？」

「──っ！」

　リシャルド様の手が、ドレスの下から侵入してくるのを感じる。ゆっくりと堪能するように太ももを撫でられて、私の体がびくりと反応する。

　キスの合間にくちゅりと聞こえる水音は、私の脳をゆるやかに刺激していく。

「ん、ん、ふぁ……あっ」

　太ももを撫でていたリシャルド様の指が、下着越しに私の秘部へと触れる。さわさわと、触れてしまうかどうかというぎりぎりの場所を撫でられてたまらない。

　しかも、魔力をまとっているためかリシャルド様の指は温かくて、じんわりとしたものを私にもたらせる。

「ん、濡れてきてる」

「ふあぁ、や、ぁ」

「可愛い。俺の指、熱いでしょ？　これが魔力。感じるだけじゃなくて、位置を自由に動かすことが出来るんだ。シーラは歌をうたうから、そうだね、気持ちを込めるように体の中心に熱を持ってきてもいいし、唇っていうのも魅力的だ」

　ちゅっと、リシャルド様が今度はついばむように口づける。

　手では下着の上から私の花芽に触れて、しっとりしめった感触に私はどうしようもない羞恥がこみあげる。

　──どうしよう、このままじゃ抱かれてしまう！

　ぎゅっと耐えるように目を閉じて、絶え間なく続く口づけに翻弄される。

「りしゃ、ん」

「ん？」

「リシャルド様、ふあ、ぁ」

　これ以上されたら、とろとろに溶かされてしまう自信があった。その前に、なんとしても子守唄をうたいたいのだけれど、執拗なキスはそれを許そうとはしない。

　──どうしよう。いちかばちか、賭けに出るしかない。

　私は決意し、自分からぎゅっとリシャルド様の首に腕を回して抱きついた。私が積極的になれば、リシャルド様が油断してくれるかもしれない……なんて。

「！　シーラ？」

「リシャルド様、んっ」

「可愛い。素直になったの？」

　驚いたリシャルド様は、けれど嬉しそうに私を見る。優しく額にキスをされ、頬、唇、首筋と、だんだん下に降りてくる。

　──作戦通り！　だけど、これは……やばいっ！

　リシャルド様の行為ひとつひとつが気持ちよくて、このまま最後までされてもいいと思ってしまいそうになる。

　それは駄目だと自分に言い聞かせるようにして、私は意を決して口を開く。

　もちろん、子守唄をうたうために──だ。

「ラララ──♪」

「っ!?　シーラ！」

　まったく予期していなかったらしいリシャルド様は、すんなり私がうたうことを許した。すぐに私の上に倒れ込み、聞こえてくる寝息に──安堵する。

「ごめんなさい、リシャルド様」

　私の声が、小さくこぼれた。




　嫌いだからじゃない。

　好きだから、この関係を続けたくない。







　翌朝、目が覚めたリシャルド様は昨日よりもひどく不機嫌だった。

　私がおはようございますと挨拶をしても、大きなため息。一応、無視はされずに「おはよう」と言葉を返してくれるけれど──正直、生きた心地がしなかった。

　──そうだよね。受け入れるふりをして、拒否しちゃったんだもん。

　それから私とリシャルド様の関係は、少しぎくしゃくしてしまった。

　これを狙っていたはずなのに、すごく──胸が痛い。





♪　♪　♪






　私とリシャルド様の関係がぎすぎすしたまま何日か過ぎたころ、私はリシャルド様の執務室に呼ばれた。

「一体なんだろう……？」

　何度拒否をしても、めげずに私を抱こうとしてきたのに──あれ以降、リシャルド様が私の部屋を訪れることはなかった。なので、自分からリシャルド様のところに行くのはひどく気まずい。

　けれど、それでも行かなければいけないわけで。




　私は重い足を引きずるようにして、リシャルド様の執務室へ向かう廊下を歩く。

　いつもなら楽しく鑑賞出来るであろう廊下に飾られた絵画も、今はまったく見る気にはなれない。

　──もしかして、歌姫を解雇されちゃうとか!?

　私があまりにもリシャルド様に子守唄ばっかりうたって、体を差し出さないから愛想をつかされてしまったのかもしれない。

　いや、それならそれで……私が望んだ結果通りじゃない。何を憂う必要があるのかと思うけれど、やっぱり好きだという気持ちもそう簡単に捨てることは出来なくて。

「…………」

　──ああ、不安だ。

　でも、私の希望とは裏腹に、リシャルド様の執務室についてしまった。見張りをしている騎士に、呼ばれたことを告げると、すぐに中へ案内された。




「ああ、シーラ。来てくれたね」

　私がびくびくしながら顔を出すと、にこやかにリシャルド様が迎え入れてくれた。

　あれ？　てっきり最近のことについて、何か言われるものだとばかり思っていたんだけど……。まったくそんな素振りを見せないで、私に「仕事だよ」と声をかけた。

　仕事。歌姫の仕事ということ、だろうか？

　今まで、リシャルド様からそういった仕事を任されることはなかった。俺のためにうたってと言われるばかりで、改まった仕事は皆無だった。

　歌姫である私の仕事といえば、リシャルド様が主催する夜会や催しでうたうというのが一般的だろう。案の定、リシャルド様は「お茶会があるんだ」と告げた。

「お茶会、ですか？」

「そう」

　てっきり夜会だと思っていたので、少し驚いた。お茶会は、どちらかというと令嬢たちが開いているというイメージがあったから。

　男性もお茶会を開いたりするんだと、私は感心する。

「とは言っても、そんなにだいそれたものじゃないんだ。俺の友人が何人かくる程度だから」

「わかりました」

　なるほどと頷き、了承の返事をする。

　加えて、ほかにも何人か歌手と楽師に声をかけて集めておいてと言われたので頷く。私はあまりほかのメンバーに詳しいわけではないので、これはマリエッテさんに相談してみよう。

　あまり開催日まで余裕がないけれど、リシャルド様によろしくと言われたら頑張って調整するしかない。

　リシャルド様に恥をかかせないようセッティングするのが、私の役目だ。




　──私の初めての仕事だ。

　絶対に成功させようと意気込み、リシャルド様の執務室をあとにした。





♪　♪　♪






　私は早速マリエッテさんへ相談するために、彼女の部屋を訪れた。

　お茶会を開催する旨を説明すると、すぐに頷いて私にアドバイスをしてくれた。こういうとき、仲のいい先輩がいると心強い。

　こうしてお茶会の仕事をもらえるからか……リシャルド様と私が上手くやっているのだと思ったのだろう。仲がよくていいわねと言われて、少し泣きたくなった。




「こういう場合、歌手と楽師は招待客の人数より多くするのよ」

「そうなんですか？　だったら、かなり賑やかになりますね」

　リシャルド様のお茶会は、確か友人だと言っていた男性が三人招待されているはずだ。なので、歌手と楽師を合わせて三人以上手配しなければいけなくなる。

「マリエッテさんとダンにはいつもお世話になっているので、お願いしようかなと思ってたんですけど」

　どうですかと問いかけると、マリエッテさんは嬉しいと言って快諾してくれた。

　こういったお茶会は、自分の歌や楽器をアピールし、パトロンをゲットすることの出来る可能性がある。

　なので、宮廷音楽家でパトロンがいない人は特に出たいだろう。パトロンがいても出たい人は多いだろうから、参加するにはなかなか激戦だったりする。

「ダンも問題はないでしょう。というか、きっとリシャルド殿下はダンもとお考えだと思うわ」

「え、リシャルド様が？　ダンの演奏がお好きなんて、知りませんでした」

　知っていたら、ダンに伴奏をしてもらって歌を披露したのに。

　私がそう言うと、マリエッテさんは「違うわ」と首を大きく振った。そして間違っても、そのようなことは実践しないようにと釘くぎを刺される。

　なぜだろうと首を傾げつつも、マリエッテさんがそう言うのならばと私は頷いた。

「それと、本番の衣装などに関してはリシャルド殿下がご用意してくださるわね？」

「はい！」

　そのため、メンバーが決まったらすぐにお伝えしなければならない。

　問題は私たち以外のメンバーか……。マリエッテさんは、歌手と楽師をほかにもう一人ずつ手配すれば問題ないと言い、女性二人の名前をあげた。

「彼女たちなら、こういった場にもなれているわ。シーラのサポートをするにも問題はないはずよ」

「わ、ありがとうございます！　ほかに誰を選んだらいいかわからなかったので、助かります」

　本来であれば、私が歌で判断し抜ばっ擢てきする……などの方法ももちろんある。

　宮廷音楽家の中にも権力はもちろんあるけれど、私はリシャルド様の歌姫だ。今回の件に関してのみ、私が決定権を持っていると言っても過言ではない。

　──でも、歌を聞いて選ぶなんて私には無理だ。

　ほかの歌手たちには申し訳ないけれど、この世界の歌はレベルが低い。音程もほぼ一定で、強弱もあまり歌につけたりはしない。

　ぱっとしない旋律は、正直うたっていてもあまり楽しくはない。




　──だから私は、勝手にアレンジばっかりして歌っちゃうんだけどね。

　でも、観客は私の歌を受け入れて拍手をしてくれる。マリエッテさんもすごいと褒めてくれたので、この世界の感性が狂っているとか、そういったことはない。

　きっと、音楽はこの数年で大きく進歩するだろうと私は考えている。

「まぁ、とりあえずはそんなところね。あと、シーラは不なれだろうから注意しておくけど」

「はい？」

　穏やかだったマリエッテさんの瞳が真剣になり、私をじっと見つめる。

　何事だろうと一瞬たじろぐと、絶対に気を付けてちょうだいと前置きをしてマリエッテさんが話し始める。

「いい？　リシャルド殿下に、恥をかかすような行為をしては駄目よ？」

「え？　もちろんわかってますけど……」

　マリエッテさん、そんな当たり前のことを突然どうしたのだろうか？

　私だって、それくらいはきちんとわきまえているつもりだ。当日は喉の調子も万全にして、リシャルド様が誇れる歌を披露するのだ。

「リシャルド殿下の指示には、〝はい〟とだけ答えればいいわ。それから、ほかの歌手と楽師が何をしても、口を挟んでは駄目よ」

「？　わかりました」

　お茶会への参加という点で考えると、私は何も経験がない。

　宮廷音楽家歴の長いマリエッテさんやダンはもちろんだけど、ほかの子たちもこういった場所にはなれているとマリエッテさんが言っていた。

　それなら、私が何か口出しするようなことはないはずだ。というか、彼女たちをお手本にして、当日は私が頑張らなければいけない。

　素直に頷くと、マリエッテさんから「よろしい」と言葉が返ってくる。

「もちろん、リシャルド殿下のご友人に対してパトロンになってもらおうなんて考えても駄目よ？」

「う……っ！　も、もちろんです」

　実はちょっと期待していましたなんて、言えない。

　私はしぶしぶ頷き、どうにかしてパトロンをゲットする方法も考えなければと息をついた。





♪　♪　♪






　それからばたばたと準備をし、あっという間にお茶会の開催日となった。

　衣装などはすべてリシャルド様が用意してくれたので、私たちは声と楽器だけがあればそれで問題はない。




「待ちに待ったお茶会！　シーラ様の、初めてのお仕事ですね！」

　頑張ってくださいと、メルリが笑いながら私の衣装を整えてくれる。朝から湯あみをして、マッサージもされ、全身にオイルも塗られている。

　まさか歌姫の準備がこんなに大変だとは思わなかったよ……。

「メルリもいろいろ支度を手伝ってくれて、ありがとう。準備って、大変なんだね」

「シーラ様はリシャルド殿下の歌姫ですからね、どの音楽家の方よりも美しくなければいけません！」

　気合が入りますと、メルリはぐっと拳を握りしめる。

　メルリは私の侍女だから、主人である私に誰よりも綺麗であってほしいし、誰よりもリシャルド様に大切にされていてほしいと笑う。

「プレッシャーだなぁ」

　私はそんなに可愛いわけではないのにと苦笑すると、そんなことはありませんとメルリに怒られてしまった。




　お茶会の会場となるのは、豪華なゲストルーム。

　シックで落ち着いた色合いのそこは、確かに男性同士で話をするのには合っている。そこに軽食とお酒が並び、リシャルド様たちはソファに座りながら談笑している。

　話している内容は、どうやら外交に関する仕事の話。




　──なんだか、今日のリシャルド様は真面目だ。

　互いに情報交換をしているようで、私には理解しがたい様々な情報が耳に入る。

　男性しかいないお茶会ってなんだろうと思っていたけれど、なるほどこういうことだったのかと納得する。しばらく会話が続き、ひと段落したところでリシャルド様が私の名前を呼んだ。




「はい」

　リシャルド様に呼ばれ、私は返事をして前に出た。

　一礼したところで、リシャルド様が私をみんなに紹介してくれる。

「俺の歌姫、シーラだ。おいで」

「はい」

　手を差し出されたため、頷きリシャルド様の下へと行く。

　リシャルド様は私を優しく抱き寄せて、可愛いだろ？　と、そう自慢するように言い放つ。空いていたリシャルド様の隣に座らされて、そのまま髪にくるりと指を絡められて撫でられる。

　私は緊張してしまい、顔を赤くすることしか出来ない。

　──ああ、ドキドキする。

　今日は、私にとって初めての仕事だ。リシャルド様に恥をかかせることのないよう、精一杯努めなければとこっそり拳をにぎり気合を入れる。




「その子がリシャルドの執着してる歌姫か。可愛いっていうか、初々しさがいいっていうか」

「うらやましいねぇ」

「私も、可愛い女の子が欲しいね」

　私をじっくり観察するように見てくる視線に、たじろぐ。

　リシャルド様が招待した友人は、三人。

　侯爵家のクィード様、フェルト様。伯爵家のアムレイク様。三人とも二十歳前後で、リシャルド様とは前々から仲がいいらしいことがわかる。

「あ、でも以前夜会で歌を聴いた気がする」

「夜会で？　あー、リシャルドの戦争行きが発表になった夜会か」

　クィード様が思い出したように手を叩き、アムレイク様が確かにと頷いた。

　私が以前うたったことを覚えていてくれたことは、かなり嬉しい。ソロパートがあったとはいえ、何人もいる歌手の中の一人でしかなかったから。

　フェルト様も話に乗ってきて、俺も狙ってたんだよと手を挙げた。

「でもさ、リシャルドがこの子は俺のだからって周りに牽けん制せいしてたし……とてもじゃないけど、手なんて出せる状態じゃなかったよね」

「…………」

　わかってはいたけれど、フェルト様の言葉に絶句する。

　リシャルド様がこういうことをしているから、私のパトロンになりたいという人がまったく現れないのだ。

　力を持つ侯爵家のフェルト様がそう言うのだから、ほとんどの貴族は私に声をかけてはくれないだろうと内心でため息をつく。

　リシャルド様の意図というか企みは、自分に助けを乞えということらしいけれど。

　──そうほいほい、助けてと言えるほど図々しくはないよ。

　好きに喋る三人に見せつけるように、リシャルド様は私を優しく抱きしめる。再度「俺の歌姫だから」とにっこり笑った。

「はいはい、そこまでだよ。シーラ、俺のためにうたって」

「いやいやいや、そこは招待された俺たちのために歌を披露してだろう」

　リシャルド様の声に私が頷くと、すぐさまフェルト様のツッコミがはいる。

　確かに、ここは招待された人のためにうたう場面だろう。苦笑したいのを我慢しつつ、私はソファから立ち上がり部屋の中央に立つ。

　話し声の止んだ室内に、ダンが高音の音色を紡ぐ。私は流れ始めた楽器の演奏に音を乗せた。

　楽器の担当をしてくれているのは、ダンと若い女の子の二人。柔らかな旋律が重なり、室内を音で満たしてくれる。

　選んだ曲は、勝利を願う戦いの歌だ。




「雨の止んだ大地に 新しい息吹が虹をかける──♪」




　まずは私一人のソロパート。

　そして中盤からは、マリエッテさんともう一人の歌手が加わる。




「太陽の光を受けて 僕は立とう──♪」




　一曲うたいきり、私たちは一斉に礼をする。

　途端、部屋中に拍手が沸き起こる。




「いいね！　夜会で聴いたとき以上だよ!!」

「本当、想像以上だね」

「俺の歌姫は可愛いだろう」

　褒めてもらったのでお礼を言い、下がろうとしたところで──逃がさないというように、リシャルド様が私の腰をぐいっと抱き寄せた。

　そのままソファに腰掛け、私はリシャルド様の膝の上に座らせられる。

「──っ!?」

「あ、なにそれいいなぁ」

　フェルト様が羨ましそうにリシャルド様を見て、自慢するかのようにリシャルド様は私の頬にキスをする。

　突然だったため、びくりと体が跳ねる。

「シーラってば、本当に可愛い」

　くすくす笑うリシャルド様を見て、アムレイク様は「執着がひどいね」と笑う。

　メイドが用意していたワインを口に含み、先ほどまでの難しい話ではなくたわいのない雑談が交わされる。最近はまっている趣味や、食べ物の話など。

　そこに流れるのは、楽師たちが織り成す穏やかな音楽。

　そして私はというと、逃げ出したい衝動に必死で耐えている。

　思い返すのはマリエッテさんに言われたこと。はいという返事以外を、してはいけないと。

　ここで私がリシャルド様を拒否し、退出することは恥をかかせてしまうことになる。

　それだけは避けなければいけないので、羞恥心をぐっと押し殺す。

　だけど、リシャルド様は雑談しながら私の腰を撫でたりするから落ち着かない。

「あ、このワイン美味しいね」

「南の葡萄を使っていると聞いたな」

「ふぅん」

　リシャルド様がワインを口に含み、味わうようにしてから飲み干す──と思っていた。けれどそれが飲み込まれることはなく、私の唇が奪われた。

「──っ!?」

　瞬間リシャルド様のグリーンと、私の珊瑚色の瞳が交わる。

　それがひどく恥ずかしくて、ぎゅっと目を閉じると口内に感じるワインの味。より密着するように抱きしめられて、口移しで飲まされているという事実に気付くまでに時間はかからなかった。

「ん、ん……っ！」

　抵抗して、逃げ出したい。

　でも、そんなことをしたらリシャルド様に恥をかかせてしまうことになる。もちろん自分の体が可愛いけれど、今優先すべきは主催者であるリシャルド様なわけで……。

　──や、ワインと一緒にリシャルド様の舌が……っ！

　ゆっくり流しこまれてくるワインをこくりと飲み干すと、ぺろりと唇を舐められる。

「ふぁ、は……っ」

　濃い葡萄の香りと、口に広がるアルコールにくらりとする。

　普段お酒をほとんど飲まない私は、基本的に耐性が弱い。

　乱れる呼吸を整えるように、私はリシャルド様の肩口に顔をうずめる。あやすように撫でてくるリシャルド様の手が、心地よい。

「何それ、ちょっと可愛すぎなんだけど。俺にも貸してよ、その子」

「シーラは俺のだから、指一本触らせたりしないよ」

　ずるいと言って、フェルト様が笑う。

　やらかしてくれた本人は、嬉しそうに私の髪に指を絡ませている。もうすっかりリシャルド様の癖になってしまっているなと、ぼんやりした頭で考える。

　というか、ぼんやりでもしていなければ恥ずかしくてこの場にいられない。

「このワイン美味しかったでしょ？」

「っ！」

　私の顎を指ですくいあげて、リシャルド様が上機嫌で笑顔を向けてくる。

　美味しかったかと聞かれても、私にワインの味はよくわからない。というか、口移しで飲まされた時点で味がどうだったとか、そういうことを考える次元を越えてしまっている。

「ん？」

　覗き込むようにして、リシャルド様が私の返事を待つ。

　にこにこと上機嫌で、早く早くと、その瞳で私の答えを促す。

「えと、お、美味しかったです……」

　味はわからなかったけれど、きっとこう答えるのが正解。満足そうに笑うリシャルド殿下に安堵して、私は赤くなった顔を冷やすように両手で包み込んだ。

　というか、ご友人がいらっしゃる場所でなんてことをするのか。リシャルド様のお茶会は、いつもこんないやらしい感じなのだろうか……。

　素直に歌を披露するだけだと思っていた私は、ひどく動揺する。

　やれやれと、クィード様が口を開く。

「まったく、見せつけてくれるね。こっちがたまらないから、向こうに行けば？」

「……？」

　クィード様が言う向こうとは、一体何のことだろうか。

　そう思った次の瞬間、私を横抱きにしてリシャルド様が立ち上がった。え？　と思っている間もなく、リシャルド様は「お言葉に甘えようかな」と言って歩き出す。




　──え？　どういうこと？




　どこに行くのだろうと室内を見回すと、楽器を演奏しているダンが視界に入る。眉をぎりっと中央に寄せて、何かに耐えるような表情をしている。

　もしかして、体調が悪いのだろうか？　そう思っていると、ダンと目が合う。今までの表情が嘘のように和らいだので、緊張していただけかもしれない。

「シーラ」

「あ、はい」

　ふいに名前を呼ばれ、リシャルド様がゲストルームにあったドアを開ける。出口ではなく、奥にあるもう一つの部屋に繋がっている。

「シーラは俺の歌姫なんだから、今は俺だけを見てて」

　まるで誰かに宣言するように、リシャルド様が告げる。私がリシャルド様の歌姫だということは、ここにいる誰もが知っているのに。

　演奏しているダンの横を通り過ぎて、私はリシャルド様に連れられその部屋に入った。




「えっと──ここ、って」

「ベッドルームだね」

「…………」

　え、まって、どういうことでしょうか。

　今ってお茶会の真っ最中だよね？　リシャルド様は主催者だよね？　それがどうして抜けて私をベッドルームなんかに連れてきちゃったの？

　間違っても、体調が悪そうだから休んでて……なんて、言われることはないだろう。つまり、ここに連れてこられた理由なんて一つしかないわけで。

「あ……っ！」

　いつものように、リシャルド様が私をベッドの上へゆっくり下ろす。

　私だけを見る瞳は、いつもより熱に揺らいでいるようにすら感じてしまう。どうにかして逃げたいけれど、今の私にその手段はない。

　いつもなら子守唄を使うけれど、今はお茶会の途中。いくら目覚めの歌を覚えたからといって、主催であるリシャルド様にそんなことは出来ない。

　目を覚まさない可能性が少しでもあるならば、使ってはいけないから。

　リシャルド様の低い声が、私の名前を呼ぶ。

「まったく。俺がいるのに、ほかの男を見るなんて酷いと思わない？」

「え？」

「あの楽師の男。名前は──ダン、だっけ」

　思い返すように、リシャルド様がダンの名前を告げる。でも、ダンがいったいどうしたというのだろう。

「ええと」

「魔法もさ、初めから俺に教えてって言えばいいのに。シーラはあの男に好かれてるっていう自覚、ないの？」

「えぇぇ？　ダンに？」

　私の髪をひとふさ手に取り、リシャルド様が慈しむように口づける。

　そして告げられた事実に、私はそれはないですと首を横に振った。だって、私とダンの間柄はただの同僚だ。恋愛感情はいっさいないし、ダンだって私がリシャルド様の歌姫であることは知っている。

「……はぁ」

　そう伝えたら、リシャルド様に盛大なため息をつかれた。

「シーラってば、それは無自覚？」

「え？」

「俺と逢おう瀬せしていた中庭を捨てて、ダンがいる城の裏手を選ぶんだもん。俺がどんな気持ちでいたのかなんて、知らないでしょう？」

「──っ！」

　悪い子だね？　と、リシャルド様が私の唇を奪う。

「んっ」

「俺ばっかりシーラに夢中なんて、ひどいよね？」

「り、りしゃるど、様、あぅ」

　綺麗な指が、私の体をなぞる。

　思わず甘い声がもれてしまったのは、先ほど飲まされたお酒のせいだろうか。なんて考えて、すぐにリシャルド様だからだという結論に達する。

「ほかの男を見てたから、お仕置きだよ」

「んんっ！」

　太ももを撫でられて、私の口から再び声があがる。

「俺の贈ったこのドレスも、シーラによく似合うね。なんだか、ラッピングをほどくみたいでドキドキする」

　それに気をよくしたらしいリシャルド様は、楽しそうに笑う。しゅるしゅると私のドレスを解いていき、合間には肌へと口づけをする。

　ワインに濡れたリシャルド様の唇が当たって、先ほどの口移しをどうしても思い出して意識してしまう。

「リシャルド、さまっ！」

「ん、綺麗だよ。シーラの裸って、ずっと見ていたいね」

　ちゅっと胸の先端を吸われて、びくりと体が跳ねる。

「ぁ、んっ……ふぁ」

「可愛い。俺のために、もっとうたってね」

　そう言い、リシャルド様の手が私の腰をするりと撫でる。いやいやと逃れるように体をねじってみるけれど、すぐにリシャルド様に捕まってしまう。

　リシャルド様の指が私の体を確認するかのように、いろいろなところへ触れる。胸、おなか、足、そして……私の秘所へそろりと指が伸びる。

「ひぁ、あっ」

「期待しちゃった？」

「ち、ちがいます！　ひゃうっ」

　ゆっくりなぞられ、私の蜜がリシャルド様の指を濡らす。ゆるゆるとした動きに感じてしまい、私から声があがる。

　それをひどく楽しそうに見るのは、リシャルド様。

　少し考えるそぶりをしてから、私の耳に舌を這はわす。

「ここ、ドアに近いでしょ？　あんまり大きな声をあげると──みんなに、聞こえちゃうかもね？」

「っ！」

　そう告げられ、私はハッとして自分の口を手で押さえる。

　出入り口の近くにいたのは誰だろうと考え、すぐにダンだということに気付く。さすがにそんな恥ずかしいことは嫌なので、私はもう止めてくださいと声をあげる。

　なのに、リシャルド様の行為は止まらなくて。

「ん、んん……っ」

「シーラは声、いつまで我慢出来るかなぁ……」




　ひどく楽しそうなリシャルド様の声が、私の耳に届いた。





♪　♪　♪






　視点：ダン




　目の前で行われているそれに、ギリッと唇を噛みしめた。

　シーラは自分でリシャルド殿下の愛人ではないと告げていたのに、繰り広げられている行為は愛人以外のなにものでもない。

　リシャルド殿下は自身の膝にシーラを座らせ、ひどく楽しそうにご友人と談笑されている。

　音楽家が何か口答えをすると、主人であるリシャルド殿下に恥をかかせることになってしまう。それもあってだろう、シーラはリシャルド殿下の行為を文句ひとつ言わずに受け入れている。

「……ッ」

　自分の歌を聴いてほしいと、そう笑っていたシーラのことを考えると──俺が声をあげそうになる。しかし、そんなことをしてしまえば我慢しているシーラに迷惑をかけてしまう。

　だから、自分の唇を噛みしめるようにして耐える。

　リシャルド殿下が口に含んだワインを、口移しでシーラに飲ませて──席を立つ。口づけを見せられただけでも堪らないのに、まさかそれ以上に及ぼうとしているなんて。

　立ち上がって、止めてくださいと叫びたい。けれど、楽師である自分にそれは許されていない。音楽を奏でながら、ちらりとシーラを見る。

　きょとんとした表情で首を傾げて、頭の上に疑問符を浮かべている。間違いなく、現状を理解していないという顔だった。

　まさか、今からベッドルームに連れていかれるなんて夢にも思っていないのだろう。

　部屋に入る前、シーラと一瞬だけ目があったが──リシャルド殿下の呼びかけに応えて、すぐに逸らされてしまった。




　ベッドルームに消えた二人を考え、俺はいてもたってもいられなくなる。

　リシャルド殿下のご友人は変わらず談笑をしていて、シーラと殿下のことはまったく気にしていない様子だ。

　俺はこんなにも、どうしようもなく焦っているのに。

　すぐ横に、ベッドルームへと続く扉がある。俺は楽師という職業柄か、どちらかというと耳がいい部類に入るだろう。無意識にか、意識的にか──そんなことを考えたくもないけれど、中で何が起こっているのかわかるだろうかと……耳をすましてしまう。

　もしかしたら、リシャルド殿下が歌を独り占めしたいからベッドルームに移動した可能性だって、ないわけでは……。

『──っ！』

「ッ!!」

　しかし俺の耳に届いたのは、息を呑むようなシーラの声になっていない、声。そしてすぐに、普段の凛りんとした歌声からはまったく想像出来ないような甘さを含んだ声が耳に届く。

『んっ』

　ぞくりとしたものが、俺の体に走る。

　歌をうたっているのかもしれない……なんて、そんな幼稚な可能性はやはり一ミリもなかったのだ。リシャルド殿下の毒牙に、シーラが襲われている。

　もう我慢が限界になり、俺は立ち上がろうとして──マリエッテに、静止させられる。

「馬鹿なことを考えないで」

「……す、すまない。だが、シーラが」

「ダン。シーラはリシャルド殿下の歌姫よ」

　それが答えだと、マリエッテは小声で俺を窘たしなめる。

「…………」

　わかってはいるが、シーラは歌姫であって愛人ではない。それならば、この行為は同意のものではないのだから助けたいと思ってしまう。

　だが、自分の身分とシーラの立場を考えるとそれも出来ない。だからマリエッテは、俺に止めるよう窘めた。

　俺のことはいいが、俺が入ることによってシーラの立場が危うくなってしまうことだけはどうしても避けたかった。

　シーラと、心の中で名前を呼んで──。

『り、りしゃるど、様、あぅ』

「ッ!!」

　先ほどよりも飛び切り甘い声が、俺の耳に届く。

　殿下の名前を呼ぶシーラ。その声を聞き、体が熱くなってしまうのを感じる。同時に、どうしてそこにいるのが自分ではないのかという悔しさ。

　思わず自分の体が熱を持ちそうになって、慌てて首を振って唇を噛みしめる。多少の痛みが走るけれど、そんなのを気にしている余裕は残念ながらなかった。

『ぁ、んっ……ふぁ』

「──ッ!!」

　勘弁してくれと、俺は心の中で叫んだ──……。








♪　♪　♪






　視点：リシャルド・ファルハーレン




　自分の口を必死に押さえ、シーラは声をあげないように快楽に耐えている。

　──さて、どこまで持つかな？

　すでにとろとろになっているシーラの秘部へ愛撫をしながら、どう可愛がってあげようかなと思案する。

　俺の手が花芽へ触れるたびに体がびくりと反応しているから、下部への愛撫が効果的だろうと結論づける。

「──あっ！」

　片手でシーラの足を持ち上げて、秘所がよく見える体勢へ変える。とたんに恥ずかしがるシーラの声があがるけれど、可愛いだけなので何の意味もなさない。

　むしろもっとその様子が見たいと思ってしまうのだから、笑えない。

「シーラ」

「ふぁ……？」

　すぐに指を入れてしまおうかとも思ったけれど、止める。

「今からここに、指を入れようと思うんだよね」

「──ッ！」

　どうしてほしい？　そう問いかけるように、俺は割れ目に浅く侵入するように指をこすりつける。大きな瞳が見開かれ、シーラの珊瑚色の瞳が俺を捉える。

「ねぇ、シーラ？　どうしてほしい？」

　俺がそう問いかけると、シーラは一瞬困ったような表情を見せる。

　──シーラは素直じゃないなぁ。

「や、や、駄目……ですっ」

　本当はほしくても、俺にそうとはなかなか言わない。そんな強情なシーラにねだらせるのがとても好きだなんて、本人には言えないけれど。

　シーラの蜜を秘所へ塗りたくるように動かすと、次第に甘い声がもれはじめる。シーラの中を感じたいなと思い、俺は浅い部分へ指を侵入させる。

　ねだってほしいのに、俺の我慢がきかなくなるから困ってしまう。最近はシーラに触れる機会も減る一方だから、俺は常にシーラ欠乏症だ。

　──このままだと、干からびるんじゃないかと思うほどに。

「ん、熱いね」

　第二関節まで指を入れて、ぬぷぬぷと音を立てながらゆっくりと抜き差しする。広げられているシーラの足が快感に震えているのが、よくわかる。

　足に口づけて、「気持ちいいね？」と問いかけるけれど──返ってくるのは、乱れた呼吸。

　それもまたそそられるから、いいんだけどね。

「や、あぁ……ん、んぅ」

　声をあげて、しかしすぐにハッとして自分の手で口を押えるシーラ。ぐっと声を我慢するように耐える姿が可愛くて、どうしても悪戯をしたくなってしまう。

「……ま、りしゃるど、さまぁっ」

　涙目になりながら、もう嫌だとシーラが訴えてくる。俺としてはもっとシーラを堪能したいけれど、確かにいまはそんなに時間がない。

　どうしようかなと考えながらシーラの中を指でくすぐる。

　──そういえば、今日は子守唄をうたわないんだ。

　おそらく、俺が寝てしまって目覚めなくなることを危惧しているのだろうけど。意外に流されやすい歌姫なので、いつも心配しているのだ。

「シーラ」

「ふぁ、あ……？　ん、んく」

「イかせてあげようと思うんだけど、中と外、どっちを触られてイきたい？」

「……っ!?」

　さらりと問いかけると、シーラは驚きに目を見開く。

　同時に、期待していたのだろう。シーラの中に入っている俺の指が、きゅううと締め付けられた。ほしいと、シーラの体が素直に返事をする。

　──でも、本人はなんて返事をするかな？

　くすりと笑ってシーラの様子を窺うと、顔を真っ赤にしてぷるぷると震えている。うたう姿はあんなにも凛としているのに、普段は小動物のようで可愛い。

「リシャルド様……」

　意地悪は止めてと、シーラの瞳が俺に訴えかけてくる。

　でも、今日は聞いてあげない。

「どうする？　それとも、このまま終わりがいい？」

「っ！」

　止めるかと問えば、おそらく無意識だろう。シーラが声をもらして首を振った。止めてほしくはないという意思表示が嬉しくて、中に入れたままだった指をほんの少し動かす。

「ひぁ、っ」

　シーラが声をあげて、その瞳にじわりと涙が浮かぶ。はくはくと息をしながら、俺に助けを求めるような眼差しがたまらない。

「ほら、どっちにほしい？」

「～～っ！」

　もう一度シーラに問いかけると、ふるふると首を振る。一緒に胸も揺れてることに、きっとシーラは気付いてないんだろうな。

　──ああ、可愛い。

　指は中に入れたままで、もう一方の手でシーラの花芽をくにゅりと触る。すぐに甘い声がもれて、中に入れた指を締め付けてくる。

　ああ、もしかして。

「シーラ、どっちもほしい？」

　欲張りだね。そう言って微笑むと、耳まで真っ赤にして「そんなことないです」と羞恥を含んだ消え入りそうな返事。

「どっちか早く選ばないと、せっかくのお茶会が終わっちゃうよ？」

　シーラの弱みに付け込むように、主催の俺がずっと不在だと……あまりよくないね？　そう耳元で囁ささやいてみる。

　ずるい作戦ではあるけれど、責任感の強いシーラへの効果は絶大だ。

「そんなの、ずるいです……リシャルド様」

　全部リシャルド様が悪いのにと、シーラは乱れた呼吸のままシーツにぎゅっとしがみつく。そして消え入りそうなほど小さな声が、俺の耳に届く。




「────なか」




「そう……。とびきり気持ちよくしてあげる」

　真っ赤になって、シーツで顔を隠しつつも、シーラは自分でどうされたいのかを選んでくれた。羞恥で震えている姿が、また可愛い。

　中に入れていた指を、ゆっくりと動かして抜き差しを再開する。浅い部分をこするように撫でてから、一気にシーラの一番奥へと侵入する。

「んっ！　あ、ふあぁ……っ」

　すんなり奥まで俺の指を飲み込んだシーラは、うたっているときと同じように、俺を虜とりこにして離さない甘い声をあげる。それがもっと聴きたくて、中で円を描くようにしてとろけるシーラをさらに刺激していく。

「シーラの気持ちイイところ、探そうね」

「ひぁ、んんっ」

「ああ、そういえばシーラはここが好きだよね。久しぶりだから、ちゃんと探してあげないと」

　指を奥まで入れて、ゆっくりと入り口付近まで引き抜いていく。シーラはこの動きが好きで、自然と自分から腰を振る。

　──無自覚なんだろうな。

　それだけ自分の愛撫で感じてくれてるのは、嬉しいけどね。

「はっ、は、ふぁ……、ひあぁっ」

「！」

　──ここが、シーラの気持ちいいところか。

「見つけた」

「や、駄目え、リシャルド様、あっ！　や、やぁっ、ん……っ」

「可愛い。もう、声抑えられてないね」

　途中から魔法で防音の結界を張ってあるから、シーラの可愛い声が外に漏れているという事実はないけれど。

　──だってこんなに可愛いシーラの声を、ほかの男に聴かせるなんてありえない。

　一番奥より少し手前にあるシーラのいいところを指の腹で撫でるようにこすり、甘い声のもれる唇へ口づける。

「……んっ」

　甘えるようにシーラが俺の首に腕を回して、ぎゅっと抱きついてくる。

　──一度流されてくれると、こんなにも素直なのに。

　普段とのギャップに苦笑しながらも、舌を絡めてシーラとのキスを堪能する。唾液を流し込むと、こくりと飲み干してくれるシーラが可愛い。

　キスをしたまま中を強くこすると、シーラの腰がびくびくと震えて俺に抱きつく腕に力が込められる。

　──そろそろ、かな？

　達しそうになっているシーラの顔を見て、額に優しくキスを落とす。

　中に入れた指の抜き差しを速めて、最後にシーラが一番感じるところをぐりっとこする。

「あ、やぁっあ、ひあ、ああぁ……っ!!」

　ひときわ甲高い声をあげて、シーラが達する。とろけきった瞳から涙が零れ、肌はしっとりと濡れている。

「……よく出来ました」

　褒めるように頭を撫でると、シーラが俺をきっと睨みつけた。そんなことをされても、可愛いだけでまったく効果がないということにいつになったら気付くのだろうか。




　甘い声で可愛くうたったシーラは、疲れ果ててベッドの上でぐったりとして、少し乱れた呼吸は落ち着き、寝息へと変わった。

「可愛い」

　一糸纏わぬシーラを見て、その体に指を這わす。

　胸の頂きに触れると、無意識だろうに……ぴくんと体が跳ねる。そのままふにふにと指で遊び、そういえばお茶会の途中だったことを思い出す。

　クィードたちが別室へ行く許可を快くくれたけれど、さすがにそろそろ戻らないとまずいか。時計を見ると、俺とシーラが抜け出してから一時間程度が経っていた。





♪　♪　♪






　寝室から一人で戻ると、三人が「遅い」と文句を言いながらも俺を迎えた。

　演奏を続けるダンは、下唇を噛み締めていた。それを見て、いい様だと思う。シーラは俺のものだということを、しっかり自覚してもらわなければ困る。

　手を出そうなんて思うだけでも、許せない。

　特に変わったことはなかっただろうかと室内を見回して、俺の視線は一点に注目する。




「──って、なにその状況？」

　フェルトを見ると、その膝には歌手の女の子が座っていた。

　俺が先ほどシーラにしたのと同じだけれど、彼女は目がとろんとしていた。間違いなく、フェルトが何かしたのだということがわかる。

　苦笑しつつ原因をさぐると──ああ、見つけた。

　テーブルの上に、淹れられた甘い紅茶があった。

　これは媚び薬やく成分を含むもので、副作用などもなく愛用する貴族がとても多い。効果は長くても一晩と、量を調整することも簡単だ。

「まったく。フェルトは、その子のパトロンにでもなるつもり？」

　間違いなくこのまま持ち帰るのだろうと思って尋ねると、「たぶん？」というひどく曖昧な答えが返ってくる。

　ベッドに連れ込んで、気に入ったらパトロンになるのだろう。フェルトには、そうやってパトロンをしている歌手と楽師が何人かいたはずだ。

　歌手と楽師のほとんどは、自分の体を使いパトロンになってもらうことを厭いとわない。それを考えるとシーラは異質といえるけれど、誰にでも足を開く女の子よりずっと好感が持てていい。

　──まぁ、フェルトの趣味をどうこう言ったりはしないけど。

　シーラに目を付けなければ、それでいい。

「んで、リシャルドのお姫様は？」

「ベッドで寝てる」

「あー！　リシャルドはねちっこそうだからな」

　フェルトがそう言って笑うと、クィードとアムレイクも同意する。

　別に普通だと思うけど、まったく好きに言ってくれる。それに、今は時間もなかったから最後までしてはいない。

　非常に辛いけれど、楽しみは今晩にとっておこう。そのためにすることは──と、視線をフェルトへと向ける。

　すぐにフェルトが気付き、どうしたと反応を示す。

　俺は口元に笑みを浮かべながら、テーブルの上へと注目する。

「その紅茶、まだある？」

「ん？　あるけど、どうすんだ」

「ちょっとね」

　フェルトに残りをもらい、すでに使い方は決めてある。

　実行に移すのは、シーラが目覚めてからだ。

　もう媚薬が必要なくなったフェルトは、歌手の女の子に夢中。俺がどのように媚薬を使おうがどうでもいい、好きにしてくれと笑う。

「てかさ、この子やばい。胸が大きいから、気持ちいい」

「お前もう帰れよ」

　フェルトが膝に乗せた歌手をぎゅっと抱きしめて幸せそうに告げると、クィードがため息をついた。確かに、茶会にしてはいい時間が経っている。

　四人一致で解散だと決め、三人は別れを告げて部屋を後にした。





♪　♪　♪






「ふぅ」

　俺は一人になり、ソファへと腰掛ける。

　甘い紅茶だけはそのままにするようメイドに言い、シーラが起きるのをゆっくりと待つ。




　ほかの宮廷音楽家は片付けをしており、マリエッテたちが俺のところへ挨拶にやって来た。

「リシャルド殿下、本日はありがとうございました」

「ああ。素敵な歌と演奏をありがとう」

　マリエッテが代表して挨拶し、ほかのメンバーがそれに続く。

　普段からまとめ役をこなすことが多い彼女は、こういったことになれている。マリエッテはすぐに退室しようとして、けれど今日は男の──ダンの声によって足を止めた。

「そ、その、シーラは……」

「ダン!?」

　俺はその言葉を聞いて、思わず笑ってしまう。

　マリエッテが慌ててダンを静止しようとするけれど、彼は言葉を続ける。

「もし、その、寝ているのであれば──俺、いえ、私が部屋へ運びます」

「シーラは俺が運ぶから、何も心配はしなくていい」

　まさか、そんなことを言われるとは思わなかった。

　彼は俺がシーラを寝室に連れ込んだのを見ていたし、初めにもれたシーラの吐息程度ならば聞こえていたはずだ。

「お言葉ですが、リシャルド殿下」

「……なに？」

　やめなさいというマリエッテの声を聞かず、ダンは俺へ何か言いたいことがあるらしい。今は気分がいいから、別に聞いてやってもいい。

　先を促すと、ダンはゆっくりと口を開く。

「シーラは、自分の歌を誇っています」

「うん」

　そんなの、誰よりも俺が一番よく知っている。

　凛としてうたうシーラの歌は誇り高く、気高い。

　それなのにどこか蜜を含んだように甘いから、どうしても欲することが止まらなくなってしまう。

　ダンは俺をまっすぐに見て、シーラは愛人になることを望んでいないと告げた。

「……驚いた。何を言うのかと思えば、そんなこと？」

「そんなことではありません、シーラは自分の歌を聴いてほしいと──」

「ダン、止めなさい!!」

　俺に食ってかかりそうな勢いで言葉を発する彼の肩を掴つかみ、マリエッテが止める。

「申し訳ありません、リシャルド殿下。ダンには私から注意をしておきますので……」

　マリエッテが頭を下げ、謝罪する。

「別にいいよ。今日は素敵な歌と演奏をしてもらったからね」

「リシャルド殿下……」

「ただ──ひとつ。別に俺は、シーラを愛人にしようとは思ってないよ？」

　今までだって、愛人というものを作ったことはない。

　まぁ、〝歌姫〟という存在にしてしまったから、そう言われても仕方がないけれど。

「シーラのことは俺にまかせて、楽器の練習をしていればいい」

「……っ！　シーラは」

「ダン、それ以上は許さないわ」

「…………勝手な口をきき、申し訳ありませんでした」

　ダンが拳をぐっと握りしめて、頭を下げた。けれどその視線が、一瞬だけシーラのいる部屋へと移る。

　──まるで、宣戦布告をされたみたいだ。

　まぁ、戦いに発展する前に俺が完全勝利をするけれど。

　シーラは本当に、無意識に人を魅了するのが得意だね。もちろん、自分もそのうちの一人ではあるのだけれど──俺は、容赦しないからね。




　くつりと笑い、もう下がるように伝える。

　まだ何か言いたそうなダンは、マリエッテが引きずるようにして部屋から連れて行った。







「──クリス」

「はいはい、わかりましたよ」

　俺が声をかけると、控えていた側近のクリスフォードが疲れたように返事をする。

　しかし、何をしてほしいのかを汲み取り動いてくれるのはかなり楽だ。ダンに関しての処理は、任せてしまって大丈夫だろう。




　シーラが中庭に行かなくなった段階から、すべて把握してはいた。シーラの行動は、俺に逐一報告がくるようにされているから。

　すぐシーラに告げたり、問い詰めたりしなかったのは──シーラに自分から中庭に戻って来てほしいと思ったから。

　──まぁ、かなり頑固でまだ中庭にこようとしないけど。

「シーラはどうしてあんなに俺を避けるのかな？」

　全身で、俺のことを好きだと叫んでるのに。

　本人はきっと、そのことに気付いてない。俺がシーラの気持ちに気付いてないと、本気で思ってるんだろう。

　そこがまた可愛いんだけど、さすがに俺だって我慢の限界だ。

　俺の好きだという言葉に、シーラの好きという返事がほしい。キスをしたら抱きしめ返してほしいし、俺のことだけをあの綺麗な珊瑚色の瞳に映してほしい。

「これは、ワガママ？」

　そんな疑問が脳裏に浮かぶけれど、代わりに俺の愛をシーラに全部向けている。

　割と気は長いほうだったのに、シーラのことに関すると途端に自分を制御出来なくなるから困る。何度も好きだと囁いても、シーラは頑なに拒否する。




　──まぁ、だからいじめたくもなるんだけど。




「ああ、早く起きてこないかなぁ」

　テーブルに置いた甘い紅茶に視線を落とし、シーラが起きるのが楽しみで仕方がなくて……口元が自然と弧を描く。








♪　♪　♪






　視点：シーラ・フィーレンス




「ん……？」




　ふいに目が覚めて、あくびが出る。

　昼寝をしてしまったのかと思い──しかしすぐに、自分が何も身に纏っていないことに気付く。申し訳程度にシーツはかけられているけれど、ベッドの上で、裸だった。

「え、待って、なんで？」

　混乱する頭を必死で押さえ、いったい何があったのか思い出そうとする。

　今日は確か、そう、リシャルド様のお茶会があって──！

「口移しでワインを飲まされて、寝室に連れ込まれたんだ！」

　主催であるリシャルド様を眠らせることが出来なくて、私はされるがままだったのだ。思い出すと、恥ずかしさで身体中が熱を持つ。

　ダンと仲良くしてたから、そのお仕置きだと言われたのだ。

　──うわ、キスマークすごっ！

　自分の身体中に散った赤い印を見て、羞恥が私を襲う。自分の体をぎゅっと抱きしめて、どうしようと頭を悩ませる。




　ベッドの上には、脱がされたドレスがある。とりあえず服を着て、しかしこの後はどうしようと考える。寝室のドアを一人で出る勇気は、ない。

　間違いなく注目されて、動物園のパンダ状態になること間違いなしだ。そんな状況は耐えられないので、可能な限り逃げていたい。

「まだお茶会してる……よね？　どんな顔して戻ればいいかわかんないよ！」

　もう泣きたい。

　寝室に連れ込まれたのだから、いやらしいことをされていましたと自分で言うようなものだ。しかもドレスは露出が多いため、キスマークをすべて隠すことも出来ない。

　まさに詰み、だ。

「とりあえず、お茶会の様子を窺おう」

　私は音を立てないように歩き、ドアに耳をぴとりとつける。

　もしかしたら、みんなの話し声が聞こえるかもしれない。そう思えば案の定、まだお茶会をしていたようで、リシャルド様たちの声が聞こえた。

　──やっぱり一人で出て行く勇気はない。

　でも、マリエッテさんやダンにはまた会うよね……。うう、気まずくて今から心が折れてしまいそうだ。

　音楽家が全員帰ってから部屋を出ていくと決めて、ここでじっと待機していようと心に誓う。




「…………えっ！」

　聞き耳を立てていると、フェルト様が歌手の子をお持ち帰りしようとしていることがわかった。

　健全なお茶会だったはずなのに、どうしていつのまにこんないかがわしい会になってしまっているのだろうか。私は頭を抱えてしゃがみ込む。

　確かに、宮廷音楽家は貴族に呼ばれて閨ねやに行くことが多いと聞いた。でもそれが、こんな普通にされていたなんて。

　私はそういったことがほとんどないので、いざ現実を突きつけられると動揺してしまう。

「そりゃぁ、私も貴族に連れ込まれそうになったけど……」

　でも、以前マリエッテさんに聞いたことがある。別に嫌で閨に行っているわけでなく、仕事として割り切っている子が多いと。

　むしろ、まれに愛人になりたいがために歌手になる子もいるらしい。

　──みんな、勇ましいね。

　私は中の様子を見て、妖しい紅茶の存在に気付く。どうやらそれに、媚薬のような成分が入っているということはわかった。

「あんなものを簡単に用意するなんて、貴族って怖い」

　私も貴族ではあるけれど、あんなのと一緒にしてほしくはない。

　怪しい紅茶、飲んじゃ駄目。絶対。

　しばらく聞き耳を立てていると、どうやらお茶会が解散になったことがわかる。ほっと息をはいきつつも、どのタイミングで帰ればいいかわからない。

　メイドの片付けが終わってから、こっそり抜け出すのがいいかもしれない。

　あまり、今の姿を見られたくはないから。

「ああもう、リシャルド様のばか……」




　私は落ち着くまで休もうと、ベッドへ寝転んだ。








第三章　甘い媚薬












「シーラ」

「んぅ……」

　まどろみのなかで、私を呼ぶ低く甘い声が聞こえる。

　気持ちよく寝ていたのに、起こさないでと私の本能が主張する。

「起きないと、悪戯するよ」

「──っ！　り、りしゃるどさま!!」

「なんだ、起きたの？」

　がばっとベッドから起き上がると、私を見つめるリシャルド様のグリーンの瞳と目があった。

　お茶会の片付けすべてが終わってからこっそり帰ろうとしていて、どうやら寝てしまったらしい。やらかした。まさかリシャルド様に起こされるなんて、最悪だ。

「ドレス、着ちゃったんだ？　せっかく俺が脱がしたのに」

「～～～～っ！」

　残念そうに言うリシャルド様をきっと睨み、お茶会でなんてことをするんですかと文句を伝える。けれどリシャルド様はまったく気にした様子もなく、シーラが可愛いからと言って笑う。

　ああもう、全然反省というものが感じられないよ！

「ほら、こっちにおいで。それとも、ベッドの上で俺を誘ってる？」

「そっちに行きます」

　リシャルド様の問いかけに、私はきっぱりと答える。

　また襲われてはたまったものではないので、いそいで寝室を出てゲストルームへと戻る。もうメイドすらおらず、片付けも終わっていた。




　窓から外を見ると、ちょうど夕方だろうか。

　──私、思ったより昼寝してたみたい。

「というか、リシャルド様！」

「ん？」

「お茶会でなんてことしてくれるんですか！　恥ずかしくて、マリエッテさんやダンの前に行けないですよ」

　どんな顔をして会えばいいのか、まったくわからない。

　しばらく二人に近づくのはやめようと考えて、ふいにリシャルド様の唸り声が耳に入る。




「シーラさ、最近──俺に冷たすぎるよ？」




　さっきは可愛かったけど、そう言葉が続いた。でも、冷たすぎると言われて──心当たりがありすぎて、私は言葉に詰まる。

「…………」

「避けてるでしょう。理由を教えてよ」

　ぐいっとこちらに距離を詰めてくるリシャルド様に、私は一歩後ずさる。

　その様子を見て、リシャルド様がひとつ息をつく。テーブルの上に置かれていたティーカップを手に取り、私に「飲む？」と笑顔で問いかけた。

「えっと……」

　しかし盗み聞きのように様子を伺っていた私には、あれがいったい何かという予想がついた。

　間違いなく、媚薬成分を含んだ紅茶だ。あんなものを飲んでしまっては、それこそリシャルド様のいいようにされてしまう。

　必死でリシャルド様を求めて、止まらなくなってしまう自信が──残念ながら、ある。

　私は首を横に振り、その紅茶を拒否する。

「ふうん……。シーラ、これが何か知ってるでしょ」

「っ！」

「ああ、図星だ」

　媚薬だとわかっていて飲む馬鹿ではない。きっぱりいりませんと伝えると、残念そうにリシャルド様が頬を膨らませる。

「体が熱くなって、俺におねだりするシーラがみたかったんだけどな」

　残念と、悪戯が失敗した子供のように笑う。

　この王子様はなんてことを考えるのか。そんなの、無理に決まっている。

「そんな恐ろしいこと、出来るわけないです！」

　何を言っているのか、この人は!!

「なら、シーラに選ばせてあげる」

「？」

　リシャルド様が、ティーカップを私に見せつけるように持ち直す。

　いったい何を選ばせるというのか。私はすでに、その紅茶は飲まないとリシャルド様に伝えているのに。選ぶもなにも、もう決めている。

　飲まない。

　そう告げようとして、私は見た光景に大きく目を見開く。




　媚薬成分入りの紅茶を、こともあろうことか──リシャルド様が、飲み干した。




　どういうことだと、そう聞きたいけれど言葉が出ない。ごくりと飲んだ音が室内に聞こえて、それが飲んだふりではないということがわかる。

「ど、うして……？」

　まったく予想していなかったそれに、私は戸惑う。

　リシャルド様は私にもう一度、「選んで」と問う。

　いったい、何を？　と、そう尋ねる前に──私の前に選択肢が二つ用意される。




「選んで、シーラ。俺がほかの女をめちゃくちゃにするか、それとも────シーラが俺にめちゃくちゃにされてくれる？」

「──ッ!!」




　いつもより低い声に、私の体がぞくりと震える。

　リシャルド様がティーカップを投げ捨て、かしゃんと割れた音が耳に届く。静かな室内に響く、私とリシャルド様以外の音。

　いつも私をどろどろに甘やかしてとろけさせるリシャルド様が、今は余裕なく私を見ている。

　粉々に割れたティーカップに自分を重ねてしまって、私もあんな風に抱かれてしまうのだろうかと……余裕のない考えに頭を支配されてしまう。

　一歩、二歩と、リシャルド様がゆっくり私に近づいて来る。

　選べと、綺麗なグリーンの瞳が急かすように無言で私に問いかけてくる。はやく、と。

「シーラ」

「あ……っ」
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　後ずさった私は、背中が壁にぶつかった。

　逃げようとしていたのに、行き場がなくなってしまった。　どうしよう、どうすればいい。

　媚薬を飲んだリシャルド様は、さっきよりも顔が熱い。即効性なのだろうということがすぐにわかり、私が選ぶための制限時間はきっともうごくわずかだろう。

　でも、いったいどっちを選べというのか。




　きっとここで、リシャルド様に抱かれたらもう戻れなくなる。

　好きという気持ちが、止まらなくなるだろう。つまり、私は王族の愛人になるコース。もちろん将来的に結婚は諦めるしかない。




　もう一つは、抱かれるのを拒否すること。

　本当にここでリシャルド様と縁を切る覚悟でなければ、きっと選んじゃいけない。でも、自分が将来結婚して幸せになることを少しでも望むのであれば、これを選ぶしかない。




　抱かれないと、叫ばなければいけないことはわかってる。

　だって、そうじゃないと私が本当に幸せになる道はないから。愛人として、いつ捨てられるかわからない恐怖に怯えて暮らすことは幸せではないと私は思う。

　だから早く、抱かれませんと宣言すればいい。

　なのに。

　──リシャルド様がほかの女の人を抱くのが、嫌だ、なんて。

　私は、ひどい我儘だ。

「選んでくれないの？　シーラ」

「あ……」

　気付けば、私の両サイドにリシャルド様の腕があった。

　逃げられないように壁に押さえつけられて、私は退路を失う。かといって、どちらかを選ぶことも出来ないでいた。

「…………」

　はぁと、掠れたリシャルド様の声が耳に届く。

「シーラは俺のこと、好きだと思ったんだけどな」

　俺の勘違いだった？　と、リシャルド様が髪をかきあげながら私の耳元で囁く。

　低く甘い声にぞくりとして、私は息を呑む。

　──勘違いなんかじゃ、ない。

　でも私は、それを肯定することはない。だって、肯定してしまえば、私は愛人になってしまうのだから。

　どうしようもなくて、涙がにじむ。

「別に、シーラを泣かせたいわけじゃないんだけどなぁ……」

　そう言って、リシャルド様が私の涙を拭うように唇で触れる。

「甘いね」

「リシャルド、様……」

　涙に揺れた視界で、私はリシャルド様を見る。でも、すぐに辛くなって視線を外す。

「……そう」

「──っ！」

　リシャルド様の大きな手が、私の頭を優しく撫でて離れる。




　ぬくもりが、私から消えた。




　寂しそうに笑って、リシャルド様は私に背中を向けて部屋を出て行った。

「リシャルド様……っ」

　ごめんなさい。

　どちらも選ぶことが、出来なくて──……。





♪　♪　♪






　しばらく放心していると、控えめなノック音がした。

　一体誰だろうとぼんやり考えていると、ドアが静かに開いてメルリが顔を見せた。

　ああ、そうだよね。

　私付きの侍女だから、私が戻ってこなければ捜しにきてくれるよね。

「シーラ様!?」

「……」

　こちらを見るなり驚きの声をあげたメルリは、急いでハンカチを出して私の目元をぬぐった。

　……どうやら、私はずっと泣いてたみたいだ。

　恥ずかしい。

　こんな、自分の気持ちひとつどうにも出来ないなんて。

　メルリは心配そうに、大丈夫ですかと私に声をかける。

　いつもならすぐに頷くけれど、今だけはどうしても大丈夫だと言うことが出来なかった。

「リシャルド殿下と何があったんですか？」

「……何も、ないかも」

「ない？」

　私とリシャルド様の間に、何もなかった。

　だから、こんな風になってしまった。私がもっと、リシャルド様に気持ちを伝えていたらこんなにぎくしゃくすることはなかったかもしれない。

　愛人にはなりたくないと、もっと真剣に伝えればよかったのだ。そうしたら、リシャルド様も納得して、私に今までのような振る舞いはしなかったかもしれない。




　全部ひとりでため込んで、決めてしまったのがいけなかったのかもしれない。

　私が少しでも素直になっていたなら、違う道に進んでいたかもしれないのに。でも、リシャルド様が去ってしまった今ではどうしようもない。

　私は、判断が出来なかった。

　──大事なことに気付くのは、間違えて後悔したあと。

　大粒の涙が零れて、私の頬を伝う。




「んんん、わたくしには事情があまりわかりませんけれど……リシャルド殿下は、シーラ様のことをとても大切にしていらっしゃいますよ？　今まで、リシャルド殿下がシーラ様のようにほかの令嬢を大切にされたことはありません」

「え？」

　今は私付きの侍女だけれど、メルリはもともとメイドとしてこのお城で働いていた。私と出会う前のリシャルド様のことも知っているのだろう。

「毎日一緒に寝ているっていうだけでも、かなり愛されていると思いますよ？」

「そう、なの……？」

　私が不安げに首を傾げると、メルリは大きく頷いて「そうですよ！」と胸を張る。

「リシャルド殿下は、一度拒否をされると、そこで終了っていうスタイルですよ。だってわざわざ拒否した女の子を追いかけなくても、代わりになる子はたくさんいます」

　今まで、リシャルド様の気を引こうとしてそういった駆け引きをした令嬢は──すべて、それ以降リシャルド様と交流がなくなったとメルリは告げた。

「私、リシャルド様のことを拒否してばかりで……」

「それが、リシャルド殿下に大切にされているということです」

「大切に……」

　でも、私が大切にされているというのは──どうなんだろう。

　国王の命令で、戦場にいるリシャルド様の下へ行った私。

　歌姫の再来と呼ばれ、自分の歌に魔力を乗せることが出来る私。

　この二つがあれば、私が王族であるリシャルド様に大切にされる理由としては十分だ。そのことを伝えると、メルリはきょとんとした顔をして、すぐに笑った。

「何を言っているんですか、シーラ様。もしそうであるならば、大金を渡して護衛を付ければいいだけです。リシャルド殿下が直接シーラ様に関わることも、本来ならば必要ないんですよ？」




　だから私は大切にされているのだと、私に仕える侍女として誇らしいとメルリは微笑んだ。

　その言葉が、私の奥深くに──突き刺さった。







　メルリの言葉を聞き、私は反射的に部屋を飛び出していた。

　突然だったため、メルリが私を呼んで引き留めようとするけれど──振り返っている時間すら惜しい。

　小さく頑張ってシーラ様と言う声を聞き、私は走った。




　愛人になるのは……もちろん嫌だ。

　でも、リシャルド様がほかの女性を抱くのは──もっと、嫌だよ。

　私の我儘だ。

　ちゃんと、私も言葉でリシャルド様に伝えればよかった。

　好きですと、そのたった一言がどうしても口に出せなかった。

　優しいリシャルド様だから、私が真剣に伝えればきちんとした答えをくれただろう。でも、結婚するのは無理だから、ごめんねと──そんな言葉を、聞きたくなかったのだ。




「どうか、間に合って……。リシャルド様」





♪　♪　♪






　この世界に転生して、こんなに走ったのは初めてかもしれない。

　私は呼吸が苦しくなるのもかまわずに、リシャルド様の部屋へ向かった。




　王族の専用区にたどり着き、私はハッとする。

　言葉通り、ここは王族のみが出入りを許された場所だ。たかが歌姫である私では、ここから先に進むことは出来ない。見張りの騎士が二人いるので、忍び込むことも難しいだろう。

　リシャルド様に取り次いでもらうのが一番いいけど、きっと難しい。だって私は、リシャルド様の問いかけに応えることが出来なかったのだから。

　それに、もし──ほかの女性を連れ込んでいたら？　私はみじめに帰るしかない。

「こわい。どうしよう……」

　自分でこうなることを望んでいたはずなのに、いざ現実に向かい合おうとすると足が震えて恐怖に襲われる。

「……っ」

　私は騎士に取り次ぎを頼むことなく、王族専用区につながる廊下をあとにした。

　ドキドキする胸を押さえながら、向かったのは王族専用区の建物沿い。

　──まずはそっと、様子を見る。

　真正面から行く勇気がない私は、木に登りリシャルド様の様子を確認することにした。以前教えてもらっていたため、部屋の位置だけはわかる。

　幸いなことに、私は貧乏子爵家の娘だ。庭の木に実った果物を採ったりしていたので木登りは得意だったりする。

「あ、ドレスか……」

　家で木に登ったときは動きやすい服装だった。どうしようと一瞬悩み、私はすぐにドレスの裾を破いた。今は服よりも、リシャルド様のところに一刻も早く行きたかった。

　近くに誰もいないことを確認し、私は木の枝に手をかけた。

　──怖い。

　リシャルド様は、部屋にいるだろうか。

　一人だろうか。それとも、ほかの女性が一緒だろうか。




〝選んで、シーラ。俺がほかの女をめちゃくちゃにするか、それとも────シーラが俺にめちゃくちゃにされてくれる？〟




　先ほど言われた言葉を思い出し、ぞくりとしたものが私の背中を駆けた。

　一歩ずつゆっくり慎重に木を登り、私はリシャルド様の自室のベランダがある高さまで行き切った。あっという間で、もっとゆっくり登ればよかった……なんて、思ってしまう。

「リシャルド様……」

　ぎゅっと目を閉じて、祈るように手を合わせる。

　どうかほかの女性と一緒にいませんように──と。おそるおそる目を開けると、普段よりも顔が赤く、服を着崩しているリシャルド様が私の視界に入った。




　──部屋に、一人だ。




　女性を連れ込んでいてもおかしくないと思っていたから、そのちょっとした事実に安堵する。もしかしたら、手配している最中という可能性もあるけれど……。

　行かなきゃと思うけれど、私の足は思うように動いてはくれない。

　大丈夫だと自分に言い聞かせるように、私はゆっくりと深呼吸する。私のことをいつも気にかけてくれていたリシャルド様に、避けるという随分酷い態度をとってきた。

　リシャルド様はそんな私に、根気強く好意を示してくれた。




　──だから、私も頑張って気持ちを伝えようと思う。




　ベランダに手を伸ばし、太い枝にゆっくりと足をかける。少しきしむ音がして、思わず息を呑む。ぱきんと枝の折れる音がして、私はぎゅっと他の枝を掴んだ。

「あぶなかった……」

　体を使いバランスをとって、私は落下を免れた。枝の先は幹と比べて細くなっているので、あまり体重をかけ続けるのはよくないだろう。

　意を決して、木からベランダへと乗り移った。

　そこで一度、大きく深呼吸をする。

　夜の空気はどこか冷たく、熱く火照った私の体を落ち着かせる。冷えた空気を体内に取り込んで、先ほどよりは頭が冷静になった。

　ベランダからこっそり部屋の中をのぞくと、ソファに深く腰掛けているリシャルド様が見えた。その瞳は閉じられているけれど、寝てはいない。

　全体的にシックな調度品で整えられた部屋は、チャラいリシャルド様とは少しイメージが違う。と、初めて会ったときならばそう思ったかもしれない。

　手を出してきたりするのは早いけれど、リシャルド様がまっすぐな人だということは、今はよくわかるから。

　体の熱を逃がそうとしているのか、少し息が荒かった。

「そうだよね、媚薬……だもんね」

　辛くはないのだろうか。

　私はそんなことを考えながら、そっと窓を手で押した。鍵がかかっているかと思ったけれど、換気のためか少しだけ窓は開けられていた。

　ほっとしながらも、もう後戻りすることが出来ないという事実を突き付けられた。




　ゆっくり窓を押し、開く。

「……リシャルド様」

「シーラ？」

　室内に足を踏み入れて、私はリシャルド様の名前を呼んだ。震える小さな声だったから、リシャルド様に届くかどうか心配だったけれど──それは、杞憂だった。

　すぐに反応があり、驚きに目を見開いたあと、私の名前がその口からこぼれた。

「窓から入って来たの？」

「……」

　その問いかけに、こくりと小さく頷いた。

　二人の間に沈黙が流れ、それに耐えきれなくなったのは私。ソファに座るリシャルド様のところへ向かって、両手を伸ばしてぎゅっと抱きついた。

「シーラ、もう夜も遅い。部屋へ戻って休んだら？」

　いつもだったらリシャルド様から抱きしめてくるのに、今は私が抱きついてもなんの反応も示してはくれない。そのことに、胸がつきんと痛んだ。

　さんざん自分が避けてきたのに、なにをと、自分に言い聞かせる。素っ気ない態度をリシャルド様に取らせているのは、間違いなく私自身なんだから。

　──大丈夫。たった一言、伝えるだけ。

　私はぎゅっと抱きつく腕に力を込めて、すぐに緩める。リシャルド様の首筋に顔をうずめて、ドキドキする心臓の音を止めることが出来ないまま──囁くように、言葉を紡ぐ。




「私を、めちゃくちゃにして……ください」




「────……ッ！」

「……」

　恥ずかしくて、死にそう。

　私はそれだけを告げて、リシャルド様の胸に顔をうずめた。だってもう、今はこれ以上何も言えない。好きですと言えればいいのだろうけれど、うまく伝えられる自信がない。

「──シーラ」

「あ……っ！」

　リシャルド様の腕が、私の背中に回された。

　私が待ち望んでいたぬくもりが、リシャルド様の熱が、体に浸透していく。

　はぁと、いつもより熱い吐息を感じてびくっと体が跳ねる。リシャルド様の唇が耳に触れて、生温かい感触が襲う。すぐに舐められたことに気付き、思わず体が逃げ腰になる。

「駄目。俺がシーラを逃がすわけない」

「っ！」

　甘く優しい声で囁いて、リシャルド様の舌が私の耳を這う。

　もう逃がさないというように、きつく抱きしめられる。リシャルド様の、いつもより高い体温が服越しに伝わってくる。

「ふぁ、あ……っ」

　いやいやと首を振るけれど、リシャルド様の手が私の頬に添えられて身動きが取れなくなる。シーラと名前を囁かれて、耳たぶを甘噛みされた。

　たったこれだけで、ぞくぞくした感覚が体を突き抜ける。

　自分から望んだことなのに、いざそうなると──恥ずかしさと、ぞくぞくした感覚によってどうしても抵抗してしまう。

　嫌じゃないのに、嫌だと私の口が勝手に言葉を紡いでいく。

「可愛いね、シーラ」

　でも、リシャルド様にはそんな私の抵抗はまったく通じない。それは嫌というほど身を持って知っているし、きっとこれからもそうなのだろうと思う。

　リシャルド様の指が、つつと私の背中をなぞる。




「めちゃくちゃに、抱くから」

「あ……っ」




　告げられた言葉に、私は息を呑む。

　自分からそうしてくれと言ったのだから、腹をくくるしかない。

　でも、どうしようもなく──恥ずかしい。顔を見られるのが嫌で、下を向こうとするけれど、それを許すリシャルド様ではない。

「駄目。ちゃんと顔、見せて」

「あ、ふぁ……」

　リシャルド様の手が、私の頬を包み込む。「キスして」と、親指が私の唇へ触れる。

　ふにふにと、感触を楽しむようにしたあと私の口内へ侵入してきて、舌に絡められる。リシャルド様の指に絡まった私の舌がひどく熱い。

　うまく呼吸することが出来なくて、零れた唾液がリシャルド様の指と、私の口元を伝い落ちる。

「ん、ん……っ」

「可愛い。ずっと触っていたいけど、今日は俺も我慢出来そうにないから」

　そう言って、私の頬を包み込む。

　早くキスをしてと、リシャルド様の緑の瞳が私に訴えかける。

　──自分から、なんて。

　でも、キス……したい。

　私はリシャルド様の背中に縋すがり付くようにして、その唇に口づけた。

　最初はちゅっと軽く触れるだけのキスをして、ついばむように私からなんどか繰り返す。胸がドキドキするのもかまわずに、ぴったりリシャルド様へ抱きつく。

「ん、シーラ……はっ」

「ふぁ、ん、ん……っ！」

　私から口づけたはずなのに、気付けば主導権はリシャルド様に移っていた。

　喰いつくような激しさに、息が乱れてうまく呼吸することが出来ない。くちゅりと水音をさせ、リシャルド様の舌が私のそれに絡みつく。

　いつもより、リシャルド様に余裕がないのは間違いなく媚薬のせいだろう。

　辛いのだろうかとか、そんなものを飲んでしまって大丈夫なのかとか、気になることはたくさんある。でも、今の私にはそんなことを考えている余裕はない。

　リシャルド様に翻弄されないようにするのに、必死だ。

「シーラ、シーラ……」

「んぁ、りしゃるど、さま……っん」

　キスの合間に名前を呼ばれるのが、こんなにも心地よくて、ドキドキして、どうしようもないくらいに幸せだったなんて。

　──私は、リシャルド様にたくさんの幸せをもらってばかりだ。

　これから、ほんの少しでもいいから、私からも幸せをあげることは出来るだろうか……。




「シーラ、可愛い。もっと俺でいっぱいにしてあげる」

　そう言って、リシャルド様が私を横抱きにして寝室へと向かう。

　ぎゅっと首にしがみつくと、「可愛い」と甘い声が落ちてくる。たったそれだけで、私はくらくらしてしまう。

　いつもより情欲の強い声が、私の体を支配していく。

　すぐに隣接している寝室へ移動し、どさりとベッドへ降ろされる。

「ドレス、破れてる」

「あ……っ！」

　木に登るとき、邪魔だったから自分で破いてしまったドレス。結果として、いとも簡単にリシャルド様の侵入を許すドレスになってしまっている。

　その証拠に、くつくつと嬉しそうにシリャルド様が笑った。

「すぐにシーラに触れるから、いいね」

「そんなの……うぅ、やっぱり恥ずかしいです……」

　ドレスが駄目になってしまったことは、リシャルド様にとってさして問題ではないらしい。私はそのことにほっとするけれど、すぐにびくりと体を揺らすことになる。

「もっと恥ずかしがっていいよ。シーラの恥ずかしいと思うの、全部見せて」

　優しく大きな手に、太ももを撫でられる。

　リシャルド様の手が、いつもより熱い。掠れた吐息が太ももにかかり、そこに口づけられたことに気付く。

　ちゅっと音を立てられ、声がもれる。キスマークを付けられたのだと、無意識に思う。唇はすぐに足の付け根まできて、下着越しに私の秘部へとキスをした。

「ひぁ、んっ！」

「ん、もっとよく見せて」

　いつものようなしつこい愛撫はなくて、すぐに下着を脱がされた。

　外気に触れた下肢が、ふるりと震える。それと同時に、足を開かされた羞恥が私を襲う。そのまま秘部に口づけられ、くちゅりと室内に音が響く。

　ちゅうと、まるで食べられてしまうのではないかと思うようなキスをされる。私の体は震えて、生理的な涙がにじむ。ねっとりと秘部に絡みつくリシャルド様の舌が、熱い。

「はっ……」

「ふあ、あっ!?」

　リシャルド様の舌が、割れ目をなぞり私の中へと入ってくる。くちゅくちゅと音がして、どうしようもなく恥ずかしい。

「や……っ」

　でも、それ以上に──感じてしまう。

「ん、あ、ふぁ……っひぁ！」

　秘部をちゅううと吸われて、私はひときわ甲高い声をあげる。びくびくと足が跳ねて、太ももでリシャルド様の顔を挟む。

「……ん。気持ちよかった？」

　リシャルド様が顔をあげて、ぺろりと自身の唇を舐める。

　まるで獲物を見つけた肉食獣のようなそれに、下腹部がきゅんとする。

　私を押し倒したまま、リシャルド様は自分の指を口に含む。ゆっくり舌を絡める動作はいやらしくて、見ていられない。

　リシャルド様の唾液が付いた指が、私の割れ目をなぞる。くちゅりと何度も往復して、私の蜜がリシャルド様の指に絡みつく。

「あ、んんっ！　ま、りしゃる、さまぁっ」

「ごめん、指……入れるよ」

「ひあんっ！」

　くぷぷと音を立て、リシャルド様の指が私の中へと遠慮なく差し入れられる。

　いつもよりも余裕のない指は、すぐに私の一番奥まで入ってくる。くるりと中をくすぐられて、声があがる。

　昼間のお茶会で触れられた中は、あっさりとリシャルド様の指を迎えいれてしまう。

「や、ふぁ、んんっ」

「痛くはなさそう……かな？」

　私のドレスを脱がすこともせずに、リシャルド様の指が私の中を強くこする。そのたびにぞくぞくしたものが体を走り、ぴりりと痺れが起きる。

「シーラ」

「ん、リシャルド、さま、あ……っ」

　私を見つめる熱い瞳が、私を捕らえて離さない。すっと細められて、距離が縮まる。荒々しく口づけられて、何度もキスの合間に名前を呼ばれる。

　私の熱と、リシャルド様の熱が混じり合ってしまいそうだ。

「シーラ」

「ふぁっ、あっ！」

　何度、私の名前を呼ぶのだろう。そう考えていたのもつかのまで、いつくつろげていたのか──リシャルド様の熱が、私の中へと挿れられた。

「あっ！　ふあ、ん、やあぁぁっ！」

　予告なく挿れられた熱に、私の体はびくびくと反応する。しかし、リシャルド様の雄を離さないように私の中が熱く吞み込もうとしている。

　ゆるゆると動かされる腰に翻弄されつつも、痛みがないことにほっとする。いつもはもっと念入りに愛撫をしてくれるので、挿れられるころにはとろけさせられているのがほとんどだ。

「はあっ、シーラの中、気持ちいい……一番奥まで挿れるよ」

「やっ、まって、まだ…っあ、あっ、ふあ……っ」

　ぐちゅりと水音がして、私の奥までリシャルド様の雄が容赦なく突き入れられた。

「んん、はっ、ふあっ、……っん！」

「シーラッ」

「やぁ、りしゃ、ん、んっ」

　すぐにリシャルド様の腰が振られて、ぱちゅんと私の中へ何度も打ちつけられる。必死にリシャルド様に抱きつくけれど、私の瞳からは涙がこぼれる。

　互いの乱れた呼吸が、部屋に響く。

「ごめ、ちょっと余裕、ないっ、は……出すよ」

「っ！　りしゃる、あ、なか……や、あ、あっ！」

　駄目と言おうとしたのに、リシャルド様は私をかき抱くようにして、さらに結合部分を密着させる。一番奥をぐりぐりされて、私はリシャルド様をきゅうとしめつけてしまう。

　そしてすぐに感じるのは、熱いそれ。

「シーラ……ッ！」

「ひあ、や、あ、ふあああぁぁっ！」

　リシャルド様の精が私の中に注ぎ込まれて、私も達してしまう。はくはくと呼吸をして、強い快感に耐えるようにリシャルド様の胸に顔を埋めるように抱きしめる。

　少し落ち着こうと──そう思ったけれど、今のリシャルド様にそんな余裕はなかった。

「あ……っ」

　リシャルド様がぐいっと体を起こし、私もひっぱられる。リシャルド様の上に座らされ、向かい合って抱き合うかたちになった。

　私の腰にリシャルド様の手が添えられていて、ぐるりと円を描くように動かされる。
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「んんっ！　あ、え、やぁっ」

「まだ足りない、シーラ」

　全然。

　そう言ったリシャルド様の雄は、すでに私に中で固さを取り戻していた。

「シーラの気持ちよさそうな顔、見せて」

「やっ、駄目、そんな……の、ふあ、あ、あっ」

　中をぐちゅぐちゅ擦られて、私からはひっきりなしに甘い声があがる。一度達してしまった今の体はひどく敏感で、気持ちよすぎてどうすることも出来ない。

　楽しそうに私の中へ自身を出し入れしているリシャルド様は、満足そうに笑う。けれど、そんなものでは全然足りていないようで、徐々に速さが増す。

「……っあ、んや、やぁんっ」

「シーラ」

「ん……っ」

　腰に添えられていたリシャルド様の手が、私の頬を包み込む。

　──キス、される。

　私はゆっくり瞳を閉じて、リシャルド様の唇へ自分から口づける。甘い吐息がもれて、舌の絡められるいやらしい音が室内に響く。口づけて、離れて──でもまたすぐに、どちらからともなく唇が重なる。

「……シーラのキス、甘い」

「ふぁ、あ、んっ」

　流し込まれたリシャルド様の唾液を飲み、二人の間に糸が伝う。

「もっとだよ、シーラ」

「っぁん」

　微笑んだリシャルド様が、また私に口づける。

　そのまま再びベッドへ押し倒されて、止まっていた腰の動きが再開した。キスだけでも気持ちよすぎてとろとろにされてしまうのに、同時に中までされたら正気を保っている自信がない。

　キスをしたまま、私の中に入っている雄がずるりと入り口付近まで抜かれて──一呼吸置き、ずぷぷと音を立てて再び私の中へ突き入れられる。

　甘い痺れに、私はたまらずいやいやと首を振る。けれど、リシャルド様は余裕のない私を見るのがひどく好きなようで、腰の動きが増すだけだ。

「ん、んっ！　──んぅっ!?」

「……ん」

「んんっ！」

　ふいに、私の中のリシャルド様が大きくなって──びゅくんと、容赦なく精が吐き出された。

　あまりに突然だったため、私の思考回路がついていかない。唐突に出されたそれを中で感じて、しかし口はリシャルド様のキスで塞がれているため声もあげられない。

　私の一番奥で感じる熱に耐えきれなくて、縋るようにリシャルド様へ抱きついた。けれど、その間にも私の奥でリシャルド様の精がはき出されている。

「～～～～っん、んんんっ！」

「ん、はっ……」

　呼吸が苦しくないようにか──一瞬だけ唇が離れるが、またすぐに塞がれる。

　しかもリシャルド様の腰はまだ止まっていなくて、私は必死でリシャルド様を押し返そうとするけれど、逃がさないというように抱きしめられている。

　ぐちゅぐちゅと音を立て、「もっと」と、リシャルド様がキスの合間に求める。

「っん、ふぁ……ん、ん、んっ」

「──はぁっ」

　すべてを出したリシャルド様が、ずるりと私の中から出ていった。




　めちゃくちゃに、と、確かに私は言ったけれど──こんなに余裕がなく求められるとは思ってなかった。




　ドレスを着たままで、下着だけ脱がされている格好を見て恥ずかしくなる。

　私は起き上がる気力がないので、息を切らしてベッドへ倒れこんだまま。リシャルド様は体こそ起こしているけれど、私同様に息が荒い。

「……はっ、シーラ」

　リシャルド様の汗ばんだ指が、私の髪に絡められる。

「……リシャルド様？」

「窓からっていうのは驚いたけど、来てくれて嬉しい」

「っ！」

　まるで不意打ちだ。

　リシャルド様は熱のこもった瞳で私を見ながら、そう言って微笑んだ。

　──落ち着いた、かな？

　リシャルド様の飲んだ媚薬がどの程度なのかはわからないけれど、あまりに酷いものを自ら飲むようなことはしないだろう。

　よかったと──私は安心した。

　それを見るまでは。

「──ッ！」

　私はリシャルド様に気付かれないように、顔を背けた。のだけれど──気付かれないわけが、なくて。くすくす楽しそうに笑うリシャルド様の声が、耳に入る。

　視界に入ってきたのは、熱を取り戻したリシャルド様の雄。

　だって、私の中でもう二回したのに……。最初と変わらぬそれに、私はめちゃくちゃに抱くよというリシャルド様の言葉が──比喩でもなんでもなく、事実だったのだということに気付いた。

　くすりと、リシャルド様が笑う。ちゅっと太ももに口づけられて、声があがる。

「ひぁ、っ！」

「可愛い、シーラ。俺のを見て、恥ずかしくなっちゃったの？」

　今更じゃない？　と、リシャルド様が簡単に言ってくれる。私はまだまだ耐性がないので、直で見たら恥ずかしいに決まっている。

「もっと恥ずかしいこと、してあげる」

「──ッ!?」

　にやりと笑ったリシャルド様が、私の両足をつかんで大きくＭ字に開かされる。反射的に足を閉じようとしたけれど、がっしりと膝裏を掴まれてしまっているためそれもままならない。

　ぬちゅりと、リシャルド様の雄が私の割れ目をなぞるようにして擦り付けられる。いつ中に挿れられてもおかしくない動きに、私の熱が再び高まっていく。

「こうするのも、気持ちいいよね」

「ん、ふぁ、あ……っ」

　私の蜜と、リシャルド様の精が混ざり合ってぬるぬるしていて──なんともいえない快感が私を襲う。

　嫌だと言いたいのに、もっとしてほしいと求めてしまいそう。

　楽しそうなリシャルド様は、「そうだった」と言葉を続けて、腰を動かしたまま私のドレスに手を伸ばした。

　しゅるりと脱がされて、私の上半身があらわになる。

「あん、やっ、リシャルド様」

「こっちも可愛がってあげる」

　リシャルド様が腰を振るのをやめて、私の胸へと両手で触れる。

「俺はこっちをよくしてあげるから、シーラが腰を動かしてごらん。俺のとこすれて気持ちいいところ、自分でわかるでしょ？」

「──っ!?」

　リシャルド様は、胸に口付けたまま視線だけを私の瞳に向ける。

　右手でくにくにと胸の先端を、左手はもう片方の胸に触れている。両方を同時に刺激され、どうしても疼うずいてしまうのは、その、下腹部なわけで。

　──でも、だからって自分で腰を動かしてなんて。

　無理に決まっている。というか、そんなことをしたら恥ずかしくて二度とリシャルド様の顔を見れないんじゃないだろうか。

　それなのに。

　私の下腹部は刺激が欲しくてきゅんとなる。

　先ほどまでリシャルド様を受け入れていたのだから、胸への愛撫だけでは足りないのだと私の体が叫ぶ。もっとしてほしいと、思ってしまう。

「リシャルドさま……っ」

「んー？　下、ほしい？」

「～～っ！」

　助けを求めるように名前を呼べば、リシャルド様はひどく楽しそうに笑う。ほしいと問われて、私は顔を真っ赤にしつつも──小さく、頷いた。

「まぁ、俺も余裕ないから今回はあげる。でも、次はシーラにしてもらうよ？　朝までまだ時間もあるし、たっぷり可愛いシーラを見せてもらわないと」

「えっ!?　あ、うそ、ん、やっ、あ……ひあぁんっ！」

　ゆっくり割れ目を往復するように擦り合わせるのかと思っていたのに、リシャルド様の雄が私の中へ容赦なく再び突き入れられた。

　すぐに腰が動かされて、リシャルド様の熱い吐息が私の耳に入る。

　余裕がないと言ったのは本当だったようで、私の腰をつかみ一番奥まで突き入れられる。のしかかるように体を密着させて、熱のこもった低い声が私の名前を呼ぶ。

　それだけでもぞくぞくしてしまって、私はきゅううとリシャルド様をしめつける。

「ん、ひぁっ！　ふあ、はっ、や、りしゃ、ん……やぁっ」

「シーラ、シーラ……ッ」

「やぁ、あっ」

　リシャルド様の動きが速くなり、私の足はリシャルド様に絡みつく。

　与えられる快感がどうしようもなく気持ちよくて、気付けば私はリシャルド様の名前を必死に呼んでいた。

「ハッ、俺たちの繋がってるとこがよく見えるね。はぁ……俺のが溢れてきてて、シーラ、やらしい……」

「そ、れ……っ！　りしゃ、る、んっ！　なかに、ひぁっ」

「だって俺、シーラの中に出すの好き。ん、シーラだって、中に出されると気持ちよさそうだし」

「やぁっ、そんなこと、な、んんっ！」

　繋がった部分から、先ほどリシャルド様に出された精があふれてくる。

　それを嬉しそうに見ながら、綺麗な指が私の花芽へ触れる。反射的に甲高い声をあげてしまい、口を押さえる。

　しかしそれはすぐリシャルド様に外されて、さらに甘い声をあげる。

「まだ夜は長いから、一回達しておこうか」

「ひぁ、ふあああぁぁぁぁっ！」

　リシャルド様が自身を引き抜き、花芽も愛撫しながら私の中へ雄を埋めた。

　私はその衝撃で達して、リシャルド様も私の中へ熱をはき出した。




「は、はぁ、はっ……」

　私はすでにくたくたになり、ベッドへ体を沈めて呼吸を整えていた。さすがに連続で三回もされてしまっては、起き上がるのも辛くなってしまう。

　けれどそれは私だけだったようで、リシャルド様は変わらず元気そうだった。

「シーラ、夜はこれからだよ？」

「リシャルド様……だって、もう三回も…………」

　したのにと、そう言いたかったけれど、それは優しいキスで封じられた。

「回数なんて、何回でもいいよ。俺はシーラと一緒に気持ちよくなりたいだけ。シーラだって、気持ちいいの好きでしょう？」

「──ッ！」

　好きかどうか尋ねられて、それに頷けるような問いではない。熱に浮かされたら言ってしまうかもしれないけれど、今はまだ正気だ。

「次は言った通り、シーラに頑張ってもらおうかな」

「えっ……？」

　リシャルド様の言葉を聞き、とたんに嫌な汗が背中を伝う。横に寝転んでいたリシャルド様が、私を抱きあげて自分の上へと載せた。

「リシャルド様……」

　──というか、リシャルド様の熱、全然おさまってない。私の下腹部に当たる硬いものが、まだ足りないと主張をしている。

「本当は、お風呂のときにやってもらおうと思ってたんだよね」

「え……？」

「さっき俺がしたみたいに、こすりつけてごらん？　中がいいなら、それも大歓迎だけど」

　くすりと笑い、リシャルド様が私の頬に手を添えてそっと口づける。それと同時に、リシャルド様の下半身が私にぐいっとこすりつけられる。

　互いに服を着ていないため、素肌のぬくもりは気持ちいい。

「ほら、シーラ。……ん」

「ぁ、ん……っ」

　リシャルド様がなんどもついばむように口づけて、私に動いてと言うように腰へ触れてくる。ぞくりとした感覚を受けて、私はたまらず腰を動かした。

　ゆったりとした動きは、じわじわと私たちの熱を高めていく。くちゅくちゅと音を立てて、私の秘部とリシャルド様の雄がキスをする。

「ふあぁ、は、ぁんっ」

「ん、は……っ」

　──駄目、気持ちよすぎて、おかしくなりそう。

　私は媚薬を飲んでいないのに、飲んでしまったのではないかと錯覚してしまう。リシャルド様と夢中で口づけを交わして、互いの唾液で口の周りはべとべとしてしまっている。

「はっ、シーラ、シーラ……っ！　まだ、足りない。シーラの中に、俺を入れて……っ？」

「──あっ！」

　キスの合間に、リシャルド様が私の腰を掴んで強くこすりあうように触れ合わせた。ぞくぞくした感覚にたまらなくなって、私は軽く達してしまう。

「あ、ふぁ、あ……」

「我慢出来なかったの？　可愛い」

　快楽からあふれてくる涙をキスですくい、リシャルド様が私の腰をぐっともちあげて──その切っ先を秘部へと宛あてがった。

　きゅううと下腹部がうずくけれど、今の私は達したばかり。それはリシャルド様も知っているのに、この状態で入れようとするなんて……鬼畜か！

「待って、リシャルド様っ」

「イッたあとのシーラの中って、すごく気持ちいいんだよね」

「っ！」

　だから待ってあげないと言い、リシャルド様が私の中にゆっくりと雄を挿れ始めた。

　──確信犯、だッ！

　これでは何を言ってもどうしようもないと思い、リシャルド様を受け入れるために可能な限り体から力を抜く。

　けれど、リシャルド様は意地悪だ。すべてを入れるということはせずに、先端部分だけを私の中へ沈めた。

「リシャルド、さまぁ」

　私は奥までそれが欲しくて、いやいやと首を振ってみるけれど──駄目と返事がされる。

「シーラの中、気持ちいい。ずっとこのままでもいいくらい」

「あ、やぁっ！　ん、ん、んっ」

　リシャルド様が私の腰を掴んだまま、ゆるゆると下半身を動かし始めた。けれど決して奥まで入れることはせずに。

「先は入れてあげたから、あとはシーラが中まで入れて」

「～～～っ!!」

　いい笑顔で、動いてと──リシャルド様が告げる。

「はふ、ふあぁ、ぁ……っ」

　普段の私なら、きっと即答でノーと返事をしているだろう。でも、今の私はあたえられるゆるやかな刺激に我慢することが出来なくて──気付くと、ゆっくりと腰を動かしていた。

「ん、可愛いね、シーラ」

「リシャルド、さまぁ……っ」

「ゆっくりでいいよ」

　私の瞳からは、ぽろぽろと大粒の涙がこぼれる。それをリシャルド様が舐めて、私に優しくたくさんのキスをする。

　騎乗位になっている私は、ゆっくりと腰を下におろしていく。ぬぷぷといやらしい音がして、私の秘所はいとも簡単にリシャルド様の雄を飲み込む。

「ふあ、はっ──あつ、い……ん」

「シーラが自分から動いてくれてるっていうだけで、イきそう」

　くすくす笑い、リシャルド様が気持ちいいねと私にキスをする。

　数分かけてリシャルド様をすべて飲み込むと、いい子いい子と頭を撫でられた。

「や、りしゃる、ど、さまぁっ」

「シーラ、もっと動けるでしょう？」

「ん、んんっ！　んく、ひぁ」

　ぱちゅぱちゅと室内に音が響かせて、私はリシャルド様の上で腰を振る。最初こそゆるやかに動かしていたのに、気付けばそれでは物足りないと感じるようになってしまっていた。

　もっとリシャルド様が欲しくて、必死に腰を動かす。

　自分の気持ちいいところへそれを導き、こすりつける。きゅんと下腹部が甘く痺れ、私はリシャルド様の雄を離さないというように纏わりつく。

「はっ、リシャルド、さまぁ……っ」

「うん。気持ちいいよ、シーラ」

　嬉しそうに笑うリシャルド様を見ると、私もとたんに嬉しくなる。ええへと微笑み返すと、私の中に入れられた雄がぐっと大きさを増す。

「ひああぁんっ！」

　思わず声をあげると、リシャルド様が可愛いと笑う。こっちは笑い事ではないというのに、リシャルド様はひどく楽しそうだ。

　ぞくぞくした快感に耐えながら、私はふるふると震える。

「りしゃ、んんっ」

　私が少し腰を浮かして、もう一度動こうとした瞬間──腰を掴まれ、勢いよくリシャルド様の腰が打ち付けられた。

「～～きゃうっ!!」

「ん、締まる……ッ」

　一番奥をぐりぐりされて、私はきゅうっとリシャルド様を締め付けて、そのまま達してしまう。それと同時にリシャルド様の熱いものを再び最奥に感じ、私は意識を手放した。




「──ハァッ」

「ん、ん……？」

　不意に感じた体の揺れと、荒い呼吸が私の意識を浮上させる。いったい何だろうと考えるまえに、私の全身に甘いしびれが伝う。

　全身で熱を感じて、びくっと体が跳ねる。

「ふあっ」

　思わず声をあげて、大きく目を見開く。その原因を見つけようとして、しかしすぐにいい笑顔のリシャルド様が視界に入る。

「ああ、起きた……？」

「りしゃる、さま、あ？」

　私を見て優しく微笑んでくれたけれど、すぐに異変を起こした犯人がリシャルド様だということに気付く。

　熱く乱れた呼吸と、熱い瞳。

　それから、私の中に埋め込まれた熱い雄──。

　ぱちゅんと、リシャルド様が大きく腰を動かした。

「きゃ、あ、やぁっ」

「意識があったほうが、中がきゅうって俺に吸いついてくるね」

　くすくす笑いながら、しかしリシャルド様は腰を振るのを止めはしない。ぐちゅぐちゅと中をこすり、奥までリシャルド様が入ってくる。

「シーラの中、気持ちいい」

　──気を失ってたのにっ！

　そう思ったけれど、今のリシャルド様は媚薬を飲んでしまっているのだ。その証拠に、リシャルド様の雄はまだ私の中をぐりぐり擦り、まったく衰えているようには思えない。

「ふ、ふあぁ、はっ」

　私の呼吸は次第に乱れ、甘さを含む。ゆるやかに腰を動かしながら、リシャルド様が私に口づける。リシャルド様の荒い吐息が私にかかる。

「ん……」

「リシャルド様……」

「ごめんね、シーラ。まだ、シーラが欲しくて仕方ない」

「──ッ」




　リシャルド様が、泣きそうな顔で私に微笑む。




　そんな顔をされて、嫌なんて言えるはずがない。

　──それに、私が。

　めちゃくちゃにしてと、リシャルド様に告げたのに。ゆっくり首を振り、私はリシャルド様を抱きしめる。

　幼い子供をあやすかのように、「大丈夫です」と呟きながら。

「だって、私が自分でリシャルド様のところに来たんです」

「シーラ」

「もっと、めちゃくちゃにされても……いいからっ」

　だからそんなに、泣きそうな顔をしないで──。

　ちゅっと、自分からリシャルド様の頬へ口づける。そのまま目が合い、どちらからともなく笑みがこぼれる。

「愛してる、シーラ」

「ん、リシャルド様……ひぁっ！」

　私も愛してますと──そう伝えようしたけれど、リシャルド様が私の中をぐりっと擦ったため、その言葉はただの甘ったるいだけの悲鳴になってしまった。

「まだしばらく収まらないと思うから、もうちょっと頑張って……ッ」

「や、あんっ」

　くちりと音をさせて、リシャルド様がゆっくりと腰を動かす。ゆるやかな快感は私の体をどんどんと高まらせていき、もっとリシャルド様を欲してしまう。

「はっ、ちょっと……媚薬を飲みすぎたかなぁ……はぁ、シーラ」

「ん、ふあぁ」

　私の首筋に顔をうずめて、リシャルド様がちゅっと吸い付くようにしてキスマークを付けてくる。

「りしゃる、さまぁ……っ」

「シーラ」

　次第に腰を打ち付ける速度が増して、「出すよ」と耳元で低い声が囁く。私はその声だけでぞくりとして、思わず「早く」と縋りつく。

「……可愛い」

　ずるると私の中からリシャルド様の雄が一度引き抜かれて、しかしすぐに一番奥まで突き入れられる。私の背中が弓なりに反って、ぞくんとした快楽に襲われる。

「──あ、ふああぁぁっ！」

　一番奥で感じる、もう何度目かのリシャルド様の熱。私の中を支配するようなそれに、ひどく興奮してしまうなんて──口が裂けても、言えない。

「はぁ、はっ……リシャルド様」

「ん、まだ……ごめん、このまま続ける」

「っ!?」

　一度抜くのかと思っていたのに、リシャルド様はすぐにまた腰を動かし始めた。先ほどのような早急さはなく、またゆるやかな動きに戻ってはいるけれど──私の中で精をはき出したばかりだというのに、すでに硬さを取り戻していた。

　──嘘！

　最初の三回くらいは媚薬効果だから仕方ないと思っていたのに、それがまだ続くの!?　思わず絶叫しそうになるが、それは甘さを含んだ声に変換されてしまう。

「やばいくらいに、止まらない……。シーラも、飲んでみる？」

「ふぁ、や、です……っ！」

　何を、なんて聞くまでもない。リシャルド様が媚薬のせいでこうなってしまうのを見たあとで、自分が飲むという選択肢は万に一つもない。いや、億に一つだってない。

　それこそ──リシャルド様の思うままにされてしまう。

「だって、シーラって熱に浮かされてると素直だから」

「──っ！」

　ぺろりとリシャルド様が自身の唇を舐めて、ゆるやかだった腰の動きを徐々に速めていく。

「それ、はっ！　リシャルド様が、じらすか……らで、んんっ！」

　ぱちゅんと、抜き差しする音が私の耳に入る。リシャルド様は私に聞かせるかのように、音を立てているんじゃないかと思うことがある。

「俺も男だからね……シーラに、おねだりしてほしくてつい、ね」

　くすくす笑うリシャルド様は、先ほどよりは余裕が出たように見える。楽しそうに私の髪を撫でて、それから優しいキスをしてくれる。

「それ、おねだりじゃないですっ」

　絶対にその認識は間違っていると思うけれど、自分を欲する言葉というのはいつでもほしいのだとリシャルド様は言う。

「──なら」

「？」

「シーラが本当の意味でおねだりしてくれるように、もう少し頑張らないといけないね」

　──ッ!!

　リシャルド様のその言葉に、ぞくりとするのと同時に──背中に伝う、嫌な汗。間違いなく、私がめちゃめちゃにされてしまうということがわかる。

　獲物をその瞳に捉えたように、リシャルド様が綺麗に笑う。




　ああ、これ、逃げられない。




　それだけは、熱に浮かされた自分の頭でも瞬時に理解することが出来てしまう。

　──ぎゅっと抱き合って、私は再び快楽の海に沈められた。
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「ん、んんん……？」

　ふいに意識が浮上し、私は体を起こそうとして──腰に走ったずくんとした痛みと、けだるさによって再び倒れこんだ。

　何事だと考えようとして、けれどすぐに昨夜のことを思い出す。

　ほかの女性を抱いてほしくなくて、私からリシャルド様のところに行ったんだった。




「というか、今って──」

　いったい何時だろうかと時計を見ると、十四時を指していた。

　まさかとっくに昼を回っているとは思わなくて驚くが、寝かせてもらえたのは朝だったなと思い返す。

「あ」

　横を見ると、リシャルド様が寝ている姿が目に入る。

　子守唄ばかりを使っていたため、私はよくリシャルド様の寝顔を見る。整った綺麗な顔は、寝ているときはいつものチャラさや、意地悪なところは見えない。

　ひとたび起きると、チャラ王子だけど……。

「睫まつ毛げ、長いなぁ」

　体を起こすのはあきらめて、リシャルド様の横に寝転ぶ。

　頬にそっと触れて、寝顔をじっと見つめる。

　チャラいくせに、リシャルド様は王族の務めだと軍に所属し戦争に行くこともある。引き締まった体はほっそりとしているのに、ほどよく筋肉がついていて男らしさを感じさせる。

　この人に抱かれたのかと考えると、恥ずかしくて仕方がない。

「……ん、シーラ？」

「！」

　リシャルド様のほっぺたに触れるのが楽しくて、少しむにむにしていたら起こしてしまったらしい。

　ゆっくり開けられた瞳から覗くグリーンの色に、私の青が映し出される。

「おはよ」

「あ、おはようございます……」

　少しの隙間も許さないというように、リシャルド様の腕が伸びてきて私をぎゅっと抱きしめる。裸のままなので、触れ合う体温がひどく心地よい。

　あやすように背中を撫でられて、おはようのキスをされる。

「体は──大丈夫、じゃないか」

「──ッ！」

　唇を離しながら言われた言葉に、私の顔が熱を持つ。

　どうやらちゃんと、私をめちゃくちゃにしたという自覚があるらしい。いや、実際本当にめちゃくちゃに抱かれてしまったわけですが……。

　ああもう、思い出しただけでも恥ずかしい。

「今日はずっと一緒にいようか」

「え？　でも、リシャルド様お仕事は……」

「シーラと話をする方が大切だからね。シーラの気持ち、教えて」

　先ほどまでの笑っていた瞳ではなく、真剣なリシャルド様が私に問いかける。でも、言葉には甘さがあって、私のことを大切にしてくれているということは伝わってくる。

　それが少し嬉しくて、切なくて、私の瞳からぽろぽろと涙があふれた。

　だって、私の気持ちを伝えるのは勇気がいるのだ。決意したとはいえ、私が一番に望む答えがリシャルド様から返ってくるとは思っていないから。

「リシャルド様……」

　ゆっくり名前を呼んで、私は呼吸を落ち着かせる。

　私たちのこの関係を、なんて呼んだらいいのだろうか。愛人という言葉が一番近いというか、それ以外のなにものでもないけれど。

　──でも、リシャルド様にはっきり告げられるまでは。

　それまでは、この関係が愛人ではないのだと思いたい。なんて、我儘だろうか。はっきり愛人だと言われるまで、少しだけ甘い時間を過ごしたいと思ってしまう。

　そんな私の様子を見て、リシャルド様は苦笑する。

「昨日から、俺はシーラを泣かせてばっかりだな。泣き顔も可愛いから好きだけど、今は笑ってほしいかなぁ」

「うぅ、リシャルド様……」

　私は一度、ぎゅーっとリシャルド様に抱きついた。

　それから落ち着くように、小さく深呼吸をする。とくんとくんと聞こえるリシャルド様の心音が、次第に速くなっていく。




　──緊張してるのは、私だけじゃない？

　うずめていた胸から顔をあげて、私はリシャルド様の目を見る。まっすぐ見ていると、涙を拭うように、やさしくキスが落ちてくる。




「……好き、です。リシャルド様が、好き」

「うん。やっと、俺の欲しかった言葉がもらえた」




　嬉しい、と。

　リシャルド様が、まるで大切な宝物のように私を抱きしめてくれる。

「俺もシーラが好きだよ。最初に歌を聴いたときから、俺はずっとシーラのことが好きだった」

「リシャルド様……」

「もう、離してあげない」

　離れていかないように、再確認するかのようにリシャルド様の腕に力がこもる。

　好きだよとリシャルド様に言ってもらえたのは、もちろん嬉しい。でも、その未来は愛人だろう。絶対に、私は途中で辛くなってしまう。

　だから、そのことはきちんと伝えなければいけない。

「シーラ？」

「…………」

　黙り込んでしまった私を不思議に思ったのだろう、リシャルド様が覗き込むようにして目を細める。はいと言ってほしそうにしているのがわかる。

「私は」

「うん」

「ずっと、リシャルド様の愛人でいる自信は、その、ありません……」

「え？」

　──ああ、やっぱり驚いてる。

　思っていた通りにリシャルド様が反応するから、私は苦笑する。

「私はリシャルド様が好きです。だから、リシャルド様がご結婚されるとき──笑って祝福してあげられないと思います。申し訳ございません」

　先に謝っておく。

　だって、リシャルド様が誰かと結婚なんて──受け入れられるわけがない。ぐっと我慢することは出来るけれど、それがどのくらいの期間持つかはわからない。

　どこかで辛くなって、きっと逃げ出してしまうと思う。

　初めて心から好きになった人なのに、なんてひどい未来が待っているのだろう。

「だから、途中で辛くなってしまうときもあると思います。ご結婚相手によっては、私の存在を嫌がる方もいると思います。そのときは、受け入れますから……言ってくださいね？」

　愛人を許容する人もいるだろうけれど、中には自分だけを愛さないと許さない……というタイプの女性だっているはずだ。

　リシャルド様は女性の扱いがうまいけれど、政略結婚であればリシャルド様自身が相手を選べる可能性も低いのではないかと思う。

　だから私は、もし結婚相手の女性が私を邪魔だと、顔も見たくないから出ていけと言うのなら、歌姫をやめて実家に帰る。

　そうリシャルド様に伝えると、「なるほど」と声が返ってくる。

「よくわかった」

「……はい」

　リシャルド様が頷いて、どうやら私の提案が受け入れてもらえそうだと思いほっとする。結婚相手の女性を見るのが辛くなったら、歌姫を止めて実家に帰る。

　──辛いけど、その選択がきっと一番いい。

　私は泣きそうになるのをぐっとこらえて、「お願いしますね」とリシャルド様に笑みを向ける。

「シーラがわかってないことが、よくわかった」

「え？」

「なるほどね。だから俺のこと、避けてたんだ。お仕置きしたいくらい」

「へ？」

　はあぁと、リシャルド様が盛大なため息をついた。

　私は何かおかしなことを言っただろうか？　王族であるリシャルド様は、他国の姫や貴族の令嬢と結婚するのだから、この考えは至極当然だと思うのだけれど……。

　リシャルド様が体を起こし、ベッドサイドに置かれているサイドテーブルの引き出しを開けて小箱を取り出した。

　いったいどうしたのだろうと首を傾げていると、抱きあげられた。

「えっ!?　ちょ、リシャルド様!?」

　向かい合うようにして、リシャルド様の膝に座らされる。体を隠そうとしていたシーツはリシャルド様に奪われ、私は裸で膝に座らされるという……ひどく恥ずかしい体勢にされた。

　リシャルド様につけられたキスマークがいたるところにあり、自分の体なのに、見るのがこんなにも恥ずかしい。

「確かに俺は遊ぶのが好きだったけど、今はシーラ一筋なんだよね。それを愛人だなんて、酷い話だよ。俺は何度も、シーラのことは愛人じゃないって言っただろう？」

　確かに愛人ではないと言われたけれど、それがイコール何かにつながるとは、とてもじゃないけれど思わなかった。

「シーラ」

　手に取った小箱を開くと、きらりと輝く指輪が顔を見せた。

「え、リシャルド様、それって──」

　同時に、リシャルド様が私の左手をとる。手の甲にちゅっと口づけをして、指一本ずつに、キスが贈られる。親指、人差し指、中指、小指。

　──そして最後に、薬指。

「……あっ！」

　薬指の先にキスされて終わりなのかと思えば、リシャルド様の唇が指をなぞるようにして、付け根にも口づけをされる。

　もれた甘い声に満足そうに笑うと、リシャルド様は私へ優しく口づけた。




「好きだよ、シーラ。これからずっと、俺はシーラだけがいればいい」

「──っ！」




　そう告げて、リシャルド様は私の左手の薬指に指輪をはめた。

　プラチナで作られている指輪は、私の瞳と同じ珊瑚色の宝石がつけられていた。装飾が中心から後ろに流れるように作られたハーフリング。

　これじゃあ、まるで──。




「俺と結婚しよう？　シーラ」




「～～～～っ！」

　絶対にそれだけはありえないと思っていた、けれど一番欲しかった言葉が、こんなにもすんなりとリシャルド様の口から発せられた。

　カーテンの隙間からもれる太陽の光だけに照らされる室内は、リシャルド様の金髪をわずかに反射してキラキラと光る。

　──太陽みたいな、人。

　以前、私の髪を見た家族が夜空みたいだと言っていたのを思い出す。そして、私にとっての太陽が見つかるといいねと。

　リシャルド様は、私にとっての太陽だ。自覚すると、どうしようもない感情が体の内側からとめどなく溢れてきて、それをなんと言っていいかわからない。









[image: ]











「可愛い俺のシーラ。ねぇ、返事はくれないの？」

　悪戯が成功した子供のように、リシャルド様は私の返事をねだる。

「──っ！　はい、はい……リシャルド様っ！」

　泣きじゃくりながら、私はリシャルド様に抱きついて肩口に顔をうずめる。涙がついてしまっているけれど、そんなことを気にしている余裕はない。

　だってまさか、こんな展開になるなんて思ってもいなかったから。

「不安にさせてごめんね、シーラ。不安にさせた分、それ以上に幸せにしてあげるから」

　リシャルド様が、嬉しくて涙が止まらない私の髪を優しく撫でる。そのまま髪先に指をくるりと絡め、ちゅっと口づける。

　泣いている間じゅう、ずっとリシャルド様が私に好きという言葉をくれる。

　こんなにも愛してくれていたのに、私は一人で愛人だと思っていたんだ……。




　私たちのこれからは、恋人という関係になるのかな、なんて──ちょっぴり恥ずかしいことを考える。前世も合わせて、今まで恋人がいたことはなかったから。

　──幸せだ。

　思わず頬が緩んだところで、リシャルド様に「顔を見せて」と頬を両手で包まれる。

「あ……」

「目、赤くなっちゃってるね。うさぎみたい」

「もう。全部リシャルド様のせいです」

「うん、そうだね。シーラを笑わせるのも、泣かせるのも、幸せにするのも、全部俺の役目だよ。ほかの男になんて、譲ってやらない」

　くすりと笑って、私の額にちゅっと口づける。

　そのまま目尻、頬、唇と、たくさんのキスが降ってくる。

「リシャルド様、キスしすぎです」

「シーラだって、俺にキスされるの好きでしょ」

「──ッ！」

　知ってるからと、笑う。

　まさにその通りなので反論出来ないなんて、なんだかとても悔しい。だって、リシャルド様のキスは優しくて、気持ちいいから……。

　顔を赤くしてうつむくと、リシャルド様が再びちゅっと軽いキスをした。

「これからよろしくね、シーラ」

「私こそ、よろしくお願いします。リシャルド様」

　改めて挨拶をすると、どちらからともなく笑いが起こる。

　ベッドに倒れ込むようにして、抱き合って、笑って、互いの存在をもう離さないのだと確かめ合う。

　のだけれど──私はリシャルド様の一言で、重大なことに気付く。

「妃きさきになるんだから、シーラには教師もつけようね」

「き、き、きさき……！」

　結婚式は準備が大変だから、一年後くらいかな。そう楽しそうに言うリシャルド様。だけど私は、この事実をきちんと考えられていなかったことに気付く。

　そうだよ、愛人ではないということは、私が妃になるということだ。リシャルド様は第二王子だから、国王になることはないはずだ。

　国王ではなくとも、王子の妃というポジションは責任重大だ。国を背負う仕事だと言っていいだろう。

　それを私が？

「シーラ」

　きっとその考えが、顔に出ていたのだろう。

　リシャルド様が私の名前を呼んで、にっこり微笑んだ。

「逃がさないって、言ったよね？」

「…………はい」




　宮廷音楽家になったはずなのに、私は思いがけない場所へ行こうとしているようです。





♪　♪　♪






「ラララー♪」

「やっぱり中庭にこないと、落ち着かないね」

「…………」

　私とリシャルド様が晴れて両想いになってから──練習場所を、ダンが使っていたお城の裏手からいつもの中庭へと戻した。

　私が練習をしているなか、リシャルド様はいつも座っていたベンチに腰掛けて、こちらを楽しそうに見ている。




　もちろん、お仕事をサボって。




　以前と同じような光景なのに、どこかくすぐったく感じてしまうのは──私が幸せだからだろうか。

　こんなことを考えてしまうなんて、そう思いつつも嬉しいから仕方がない。

　風が吹いて、私の髪をかきあげる。

　それに合わせてゆれる草木が、なんだかいいなと思う。嬉しそうに私を見つめるリシャルド様は、こういった場所がよく似合う。

　チャラかったけれど、どこか品があり、付き合いやすくて、でも寂しいときは気付いて抱きしめてくれる。

「本当、シーラの歌って好き」

「ありがとうございます。私があの貴族に絡まれなかったら、リシャルド様とお会いすることはなかったかもしれませんね」




　リシャルド様と出会ったのは、私が貴族に誘われそうになったとき。

　無理やり連れ込まれそうになったところを助けてくれたので、私にとっては救世主だったのだ。そのときは。

　その後は面倒に絡まられたり、手を出されそうになってしまったけれど……。




「そんなことないよ？　たとえシーラが絡まれていなかったとしても、俺はちゃんとシーラの歌を見つけたよ」

「え？」

「だって、俺が最初にシーラの歌を聞いたのは試験のときだからね」

　リシャルド様の言葉に、もう一度「え？」と声をあげる。

　だって宮廷音楽家になるための試験のときは、見学者なんて一人もいなかったはず。誰かが歌を聞いていることなんて、なかったはず。

　そう思ったのだけれど、もしかして──近くでサボっていて、たまたま聞こえたりしたのだろうか？　リシャルド様はよくサボるので、可能性としては低くないかもしれない。

　そう推測してリシャルド様をちらりと見ると、くつくつと楽しそうに笑っている。

　これはビンゴだ。

　やれやれと溜息をつきつつも、一番に私を見つけてくれたのがリシャルド様だと聞いて、嬉しくなる。

　──あのときの歌を、聞いてもらえてたんだ。

　練習して、一生懸命うたった甲斐があったなと思う。リシャルド様に聴いてもらえたのならば、ほかの人に聴いてもらえなくてもいいとさえ──考えてしまう。

　こんなにも、リシャルド様のことを考える日が来るなんて思わなかった。チャラい王子お断りだったのに、気付けば逃げ道はなくなっていた。




「そういえばシーラ」

「はい？」

「もう、パトロンがほしいなんて言わないよね？」

「え……」

　唐突に告げられたリシャルド様の言葉。前々から、自分がいるのだからパトロンなんていらないだろうと言っていたけれど。

　パトロンをゲットすることは、私が宮廷音楽家になった目的だ。

　妹のアンネを助けるという計画は、まだ成功していない。

　いや、プロポーズもされてしまったし……リシャルド様に助けてというのが正しい対応なのかもしれない。

　だけど──それだとリシャルド様に甘えっぱなしになってしまうのではないだろうか。

　そんな風に考えてしまう私の思考回路。

「シーラは俺のためだけにうたって」

　自分以外にうたうのは許さないと、その瞳が無言で私にプレッシャーをかけてくる。

　リシャルド様は、いつだって自分本位だ。でもだからこそ、そこに魅かれる人が多いのかもしれない。かくいう私も、その一人だ。

　すぐにでも、リシャルド様にイエスと伝えたい。でも、そう答えてしまうと私はもうパトロンをゲットすることが出来なくなってしまう。

　そうしたら、最悪アンネを助けることが出来なくなってしまうかもしれない。それだけは、絶対に回避しなければならない。

「大丈夫」

「え……？」

　私がぐるぐる考えていると、リシャルド様の指が私の髪にくるりと絡められる。そのまま優しく撫でられて、額に柔らかいキスが落ちる。

　──リシャルド様には、敵いそうにないよ。

「うぅ、わかりました……」

「よく出来ました」

　観念して私が頷くと、リシャルド様が頭を撫でて褒めてくれる。




　アンネのことをどうしようかな、頼むしかないよね。でも、どうやって切り出そうかな。なんて、私の中を思考がめぐる。

　妹のアンネと、クルッテオ伯爵の縁談を阻止したい。

　けれど、さすがに、ロリコン親父が妹に手をだそうとしてるから、王族の権限でやめさせて！　なんて、そう簡単には言えない。言おうとしていたけれど、いざその段階になるとなかなか伝えられない。

　だってそれは、貴族へプレッシャーをかける行為になってしまうから。

　どうしようと考えていると、遠くから私を呼ぶ声が聞こえた。

　え？　この声は──。




「シーラお姉様！」

「アンネ！」

　元気よくこちらに手を振っている、アンネの姿が目に入った。

　メルリに案内されているけれど、私はアンネが今日登城するということはまったく聞いていない。どういうことかと首を傾げると、リシャルド様が「いらっしゃい」とアンネを迎え入れた。

　なるほど、リシャルド様が犯人か。

「シーラお姉様、リシャルド殿下！　ありがとうございます！」

「ん？」

「どういたしまして」

　淑女の礼をし、アンネがすぐに感謝を述べた。

　いったい何へのお礼かわからなかったけれど、リシャルド様がやはり犯人のようだった。よかったと微笑んでいるから、きっと何かをしたんのだろう。

　リシャルド様のことだから、プレゼントなどをしてくれたのかもしれない。そうなると、姉である私からもお礼を伝えた方がいいかもしれない。

「ありがとうございます、リシャルド様」

「シーラ、気付いてたの？」

「え？」

　私がお礼を言うと、リシャルド様は少し驚いた顔を見せた。

　え？　思わずきょとんとすると、やっぱり気付いてないかと笑った。するとアンネが、私の腕をぐいぐい引っ張って、「クルッテオ伯爵です！」と告げた。

「クルッテオ伯爵？　って、え──？」

　だってそんな、クルッテオ伯爵関係でお礼を言うようなことなんて。

　ばっとリシャルド様を見ると、ひどく楽しそうに、口を弧にして笑みを浮かべた。間違いなく、私に黙ってクルッテオ伯爵に圧力をかけたのだということがわかった。

　いったいいつ、そんなことをしたのか。だって、全然気付かなかったし、そんなそぶりだって一切みせることはなかったのに。

　それより、なにより──。

「だって私、リシャルド様に助けてって、言ってないです」

「うん」

　以前、クルッテオ伯爵に関しては、リシャルド様が助けてっておねだりしてと言っていたのに。

　だから、私がお願いするまでこの件で何も動くことはないと思っていた。それなのに、リシャルド様は私に何も言わずに動いてくれた……。

「ありがとうございます、リシャルド様。私、なんてお礼を言えばいいか」

　自分のすべてを捧げたとしても、妹をロリコン親父から守ってくれたお礼には足りないのではないかと思う。




　リシャルド様の横まで歩いて、私は服の裾をぎゅっと掴む。

「俺以外に助けを求めたりしたら、怒るよ」

「……リシャルド様以外なんて、もう、無理です」

　くすりと笑って、リシャルド様が私の頭を撫でる。どちらにせよ、助けるつもりだったのだとなんでもないように言ってくれる。

　ここまで私を愛して大切にしてくれるのは、きっと世界中──いや、たくさんあるであろうすべての世界を探してもいないだろう。

　だって、そんな一日二日で出来るようなことではないのに。

「まぁ……」

　私の髪に、優しくリシャルド様の口づけ。

　それを見たアンネが、どこか嬉しそうに声をあげる。アンネには、私とリシャルド様が両想いだということは伝えていない。

　なので、嬉しさよりも驚きの方が勝るのではと思っていたけれど──なんだかリシャルド様とアンネがお互いを見合って笑っている。

「え？　どういうことですか、リシャルド様？　アンネ？」

「ふふ。わたくし、シーラお姉様とリシャルド様が早く恋仲になってくださればと思っていたんです。おめでとうございます、お姉様」

　──まさか、アンネにばれていたなんて。

　恥ずかしいと思いつつも、私は素直にありがとうと伝えた。妹には自分の気持ちが私以上にバレバレだったなんて、なんだかもう……穴があったら入りたい。

「それに、お姉様はずっとわたくしのために頑張ってくれていましたから。誰よりも、お姉様に幸せになってほしかったんです」

「アンネ……」

　私の手をぎゅっと握りしめて、アンネがはにかむように笑う。妹は、どうしてこんなに私の幸せを願ってくれるのか。

　あまり姉らしいこともしていないと思うのに。

「アンネは俺の義理の妹になるわけだね。何か困ったことがあれば、すぐ俺に言うんだよ？」

「ありあとうございます。リシャルド殿下」

　あ、なんかいつのまにか仲良くなってる。

　もちろんこれは嬉しいことなんだけど、なんだか私がいないところで今回の話が進んでいたような気がしてもやっとする。

　アンネはリシャルド様の気持ちを知っていたっていうこと？　愛人じゃなくて、もともと一人の女性として見てもらえるということを。だとすれば、気付いていなかったのは私だけということになる。

　──私が鈍いだけだったってこと？

「……むぅ」

　私が少しふてくされると、二人が笑う。

「そこがシーラお姉様の可愛くていいところですわ」

「アンネ……」

　それじゃあ、私が駄目だと言っているようなものじゃないか。

　ちょっと拗ねた態度をとると、リシャルド様が後ろから私を抱きしめて「可愛い」と言う。

「わかってるから、大丈夫だよ」

「全然大丈夫じゃないですぅ」

　ぷん！　と、頬を膨らませて私はそっぽを向いた。もうリシャルド様の可愛いがなんの可愛いを指すのかわからなくなってきた。

　すべてが丸く収まったはずなのに、なんだか私だけが腑に落ちないこの感じ。アンネとリシャルド様のこの穏やかな空気はいったい何なのか！

　私一人がぴりっとしているみたいではないか……。

「まぁまぁ。ほら、歌の練習するんでしょ？　聞かせて、シーラの歌」

　リシャルド様とアンネがベンチに腰掛けて、私にうたってと言う。

　私は歌姫だから、うたってと言われれば最高の歌を用意する。それだけ。




　だけどそれが──とても幸せなのだ。








エピローグ












　遠くから、私の名前を呼ぶ声が聞こえる。「シーラ様」と呼んでいる人は、数にして十人ほどいるのではないだろうか。

　お城の隅にある庭園にまで聞こえてくるのだから、かなり熱心に私を捜しているということがわかる。




　行った方がいいんだけどと、私のことを抱きしめているリシャルド様を見る。

　ぎゅうっと、私を抱きしめる腕に力が込められたところを見ると、私が行くのをよしとしていないのだろう。赤ちゃんみたいだと思い、笑ってしまう。

「ここ最近、シーラとの時間が減りすぎているから異議がありすぎる」

「仕方ないじゃないですか、リシャルド様の妃になるための教養の先生方ですよ……」

　それとも、リシャルド様は私が妃になれなくてもいいんですか？　そう尋ねると、それはあり得ないと即答される。

「矛盾してますねぇ」

　くすりと笑うと、「わかってる」とリシャルド様が言う。

「夜はどうせ一緒なんですから、昼間くらい我慢してください」

「やだ」

　ぷくりと、リシャルド様の頬が膨らむ。思わず押したくなるのをぐっと我慢して、私はリシャルド様の柔らかい金色の髪を撫でた。

「リシャルド様の髪質、好きです」

「そう？　俺はシーラの髪の方が好きだけど」

　私の髪に、リシャルド様が指を絡める。確かに、気付くとリシャルド様は私の髪に指を絡めていることが多いなと思う。

　──最近は、私もリシャルド様の髪に触ることが多いかも。

　というか、甘えてくるから頭を撫でる機会がとても増えた……と言った方がしっくりくるかもしれない。

「んーあと十分だけですよ？　そのあとは、勉強に戻ります」

「わかった。シーラは厳しい」

「リシャルド様がサボりすぎなんです。私はいたって普通なので、そこは間違えないでください」

　サボりぐせだって、ないんだから。

　そう言うと、リシャルド様が笑う。

「なら、俺とシーラを足して半分にするとちょうどよさそうだ」

「そうですか？」

「ああ。将来は、子供も可愛い。シーラに似た女の子がいい」

「──ッ！」

　リシャルド様から出た子供という単語に、思わず照れてしまう。今までまったく考えてはいなかったけれど、リシャルド様はいつも中に出すから──いつ妊娠したとしても、何ら不思議はないのだ。

「シーラ、耳まで真っ赤」

「リシャルド様が、突然子供なんて言うからです」

　私が拗ねたように言うと、「嫌だった？」と、心配そうにのぞき込まれる。まったくもって嫌ではないので、思わず吹き出してしまった。

「ちょっと、シーラ？　人が真剣に考えてたのに」

「すみません。……私は、女の子でも男の子でも、どっちでも嬉しいです」

　──だって、リシャルド様と結婚出来るのだ。これ以上、壮大な望みなんて私にはない。

「シーラは欲がないね」

「そんなことないですよ？」

　確かに、欲望にまみれていそうなリシャルド様に比べたら、ないに等しいかもしれないけれど。




　たった一つの、一番の望みが叶ったから……私はこれでいいの。

　そうリシャルド様に伝えて、私は微笑んだ。





♪　♪　♪






「まぁっ！　こんなところにいらっしゃったんですね!!」

「あっと──ごめんなさい」

　リシャルド様にあと十分と言っていたけれど、五分程度で先生方に見つかってしまい苦笑する。

「普通さ、俺と一緒にいるんだから空気を読んで見つけないっていう選択肢しかないと思うんだけど」

「リシャルド様も、どうぞお仕事へ」

　眼鏡をくいっとあげて、教養を教えてくれる先生は私を勉強部屋へと急かす。同時にリシャルド様にも仕事をしろと言っているのだから、それなりの地位にある先生なのだろうと思う。

　私も一緒になって戻ろうと伝えると、「わかった」と言ってしぶしぶながらもリシャルド様が立ち上がる。

「シーラがキスしてくれたら、頑張れそう」

「ッ!?」

　──いったい何を言うのか、このリシャルド様は！

　先生だっているのに、こんなところではとてもではないけれどキスなんて出来ない。そう伝えると、ぷくりと頬を膨らませて──あ、拗ねる。

　そう、思ったのだけれど、リシャルド様の行動は違った。

　そのまま私を抱き寄せて、噛みつくようにキスをされた。

「ん～～っ！」

　すぐにリシャルド様の舌が私のそれに絡みついて、ちゅうっと吸われてしまう。じんとした甘い痺れを感じて、熱い吐息をもらす。

「今はこれで我慢してあげる」

「はっ、も、リシャルド様……ッ！」

　突然なんてことをするんですかと言いたいけれど、好きに口内を貪られてしまったため思うように言葉を発することが出来ない。

　──リシャルド様は、周囲を気にしなさすぎです！

　メイドや護衛なんて、空気のように扱う。だから私はいつも恥ずかしくて、キスを見られたメイドとはしばらく二人きりになりたくないとさえ思ってしまうのに。

　顔を赤くしてリシャルド様を睨んではみるけれど、まったく効果はなさそうだった。

「それじゃぁ、シーラを頼んだよ」

「リシャルド様は、ご自分の立場をしっかりわきまえてくださいませ」

　はぁとため息をつき、先生は勉強に戻りましょうと私を促した。

「は、はい……」

　リシャルド様の執務室と勉強部屋は位置が逆なので、この場で別れる。




　私は何も反論することが出来ずに、ただただ先生の後を無言で歩く。

　──もう恥ずかしくて、どうしようもない。

　このまま平気な顔で授業を受けれるほど、私の心は強くない。それなのに先生ときたら、まったく動じる様子を見せずに前を歩いていく。

　ある意味やりやすいかもしれないけれど、自分がいたたまれない。

「……シーラ様は」

「は、はいっ」

「勉強項目を追加した方がいいかもしれませんね」

「え……？」

　思ってもいなかった教師の言葉に、私はどきりとする。それは、私の教養が今のままでは間に合わない、足りないと……言われているのと同じだ。

　リシャルド様に流されて授業をサボるかたちになってしまったから、しつけとか、そういった内容の授業が増やされるのかもしれない……子供向けの。

　この歳になってまでそれは嫌だなと思いつつも、迷惑をかけてしまったのは私が悪い。たとえ諸悪の根源がリシャルド様だとしても、だ。

　素直にすみませんと謝罪の言葉を口にすると、「違います」と笑われてしまう。

　──違うとしたら、いったい何の授業が追加されるというのだろうか。

　私は首を傾げて先生を見ると、それはもういい笑顔で微笑まれた。この先生、間違いなく敵に回してはいけない人だと私の本能が告げる。

「追加する授業は、もちろん殿方の扱い方についてです」

「あつかいかた……」

　思わず言葉を反芻してしまう。

「シーラ様は、あまり男性に耐性がありませんね？　王族の妃となるのですから、それではいけません」

「は、はい……」

「リシャルド様の手綱を握れるように、授業内容を変更しましょう」

　逃げることは許しませんよと、先生が告げる。




　私は大きく頷いて返事をしたけれど──リシャルド様に敵う未来だけはどうしても想像が出来なかった──……。








番外編　リシャルド先生の魔法講座












　部屋でのんびりしていると、いつものように突然リシャルド様がやって来た。若干不機嫌な空気をかもしだしているので、何かやらかしたかなと私は焦る。

　メルリに紅茶を淹れてもらい、私たちはいつものようにソファへと座る。




　──どうしたんだろう、リシャルド様。




　左手の薬指にはまっている指輪を見てから、私はリシャルド様に声をかける。

「どうしたんですか、リシャルド様？」

「先生」

「？」

　むすっとした顔からこぼれたのは、たった一つの言葉だった。

　お城には教職として雇われている人たちも多くいるので、その中の誰かと喧嘩やもめごとでもおこしてしまったのだろうか？　そう思って顔をのぞき込んでみるけれど、リシャルド様はいたって元気そうだった。

「シーラ」

「はい」

「以前ダンのこと、先生って呼んだでしょう？」

「──ッ！」

　どうしてリシャルド様が、そのことを知ってるんですか！　呼んだと言っても、最初にダン先生と言った一度きりだ。本人から柄ではないと言われ、以降一度も呼んでいない。

　でも、あのときは私とダンしかいなかったはずだ。リシャルド様が知っていること自体、ちょっと不自然だ。

　──もしかして、覗かれていた？

　そう考えると、なんとなくすべてにおいて辻つじ褄つまが合うような気がした。歌の練習場所を変えたことも、あまり言われなかった。

　すべて把握されていたから、リシャルド様は私に好きにさせてくれていたのだろうか。

「リシャルド様……」

「ん？」

「いえ、何でもないです。私の行動をリシャルド様に見られていたことに、驚いただけです」

　大きくため息をつきながらそう言うと、くつくつ「気付かれちゃったか」と笑う。まったく悪びれた様子ではないのが、さすがリシャルド様というところだろうか……。

　私のことは気にせずに、リシャルド様は話を進めていく。

「だからさ、シーラ。俺のことも先生って呼ぶべきじゃない？」

「どうしてそうなるんですか！」

　絶対ろくなことを考えていないリシャルド様のことを、先生とはとてもじゃないけれど呼びたくない。のだけれど──リシャルド様が言い出したら、なかなか引き下がらないことも知っている。

私はどうしようか迷った挙句、呼ぶことにした。

「……リシャルド先生。これでいいですか？」

「あーやばい。シーラに先生って呼ばれるの、すごくイイね」

「っ！」

　じりじりと、リシャルド様がソファの上で距離を詰めてくる。これ、絶対に先生と生徒がとっていい距離じゃないよ。そう伝えると、いけない関係だねと楽しそうに返事がくる。

　やっぱり駄目なやつだ。

　そう思ったときにはもう、私は抱き上げられていた。





♪　♪　♪






「や、ぁんっ！　リシャルド、さま、ぁ……」

「違うでしょう？　先生だよ、シーラ」

「ひあ、っ」

　自分のことを先生と言うリシャルド様が、私の体を指でなぞる。すでに私は何も身に着けていなくて、一糸まとわぬ姿をリシャルド様の前にさらしていた。

「魔法を覚えたいシーラのために、俺が優しく教えてあげる」

「や、教えるな、ら、普通に、んんっ」

「それじゃぁ俺がつまらないよ。……さてと、シーラの中にある熱はどこかな？」

　ここかなー？　と、リシャルド様が私の胸に触れる。先端をふにふにと押しながら、「違うかな？」と、わざとらしい台詞をはく。

「リシャルド様、や……っ」

「先生」

「ふぁぁっ」

　私がリシャルド様と呼ぶと、先生だと訂正される。でも、この状況下で先生とは、とてもではないけれど恥ずかしくて無理だ。いったいどんなプレイだよと、突っ込みを入れたくなってしまう。

「もう、シーラは悪い生徒だね？」

「──ッ!?」

　リシャルド様は、あおむけだった私をうつぶせにする。そのままのしかかられて、肩口にちゅっと口づけが降ってくる。私の首筋から背中を通り、リシャルド様の指がお尻に触れる。

「あっ!?」

　そのままするりとお尻に触れながら、リシャルド様の指が私の秘所へとたどりつく。くちゅりと水音がして、私の蜜がリシャルド様の指を濡らす。

「それじゃぁ、講義を始めようか」

「え……っ!?」

　このまま抱かれるのかと思っていたので、私は驚いて後ろを振り向く。楽しそうに笑うリシャルド様が視界に入るけれど、「駄目だよ」と顔を戻されてしまう。

　どうやら、リシャルド様の方を見るな……ということらしい。

「ある程度魔法に長けると、いろいろなことが出来るようになります」

「──？」

　まるで授業をするかのような口調で、リシャルド様が話を始める。

「魔法を使うのに一番重要なのは、体の中にある熱。これを魔法にして使うけれど、使いすぎると一時的にこの熱が体内からなくなります」

　熱が、体内から？

　それに関しては、今までまったく考慮していなかったと考える。もしかして、普通に魔法のことを教えてくれるのだろうか──なんて、一瞬でも思ってしまった私が馬鹿だった。

　リシャルド様の指が後ろから、私の割れ目をなぞって中へと侵入してきた。

「ひぁっ、んっ！」

「後ろから入れられると、いつもと違う？」

「ん～～～～っ!!」

　私の耳元でしゃべりながら、ぬぷぬぷと指を出し入れされてぞくぞくした快感が私の体を駆け巡る。いやいやと首を振ろうとするけれど、うつぶせにされているのでそれもままならない。

　枕に顔を預けて、リシャルド様の手によって腰だけ突き上げた恥ずかしい体勢にさせられてしまう。

「もっと気持ちよくしてあげましょうね」

「っ!?」

　先生というキャラクターだからなのか、リシャルド様の口調がいつもと違う。どこか敬語になっていて、ものを教える……というのを実践しているのだろう。

「熱がなくなると、魔法が使えなくなります。ただ、魔法に長けたものは──熱を、分け与えることが出来るようになります。今日はそれを実践してみましょう」

「──ッ！　リシャルド様、まさか、それって……あっ」

「先生ですって、なんど言えばわかるんですかねぇ」

　やれやれと肩をすくめたリシャルド様が、私の中で好きに動かしていた指をぴたりと止める。けれど、その代わりに、私の中に入れられている指がゆっくりと熱くなっていく。

　──あったかい？

　魔法の熱を帯びたリシャルド様の指は心地よい温かさで、気持ちいい……。でも、中への刺激が何もないのでもどかしい。物足りないと、思ってしまう。

「指先に熱を集めると、温かくなります。これをゆっくり、シーラの中に入れてみましょう」

「ん、ふぁ、あぁ……っ！」

　言うや否や、リシャルド様の熱が私の中全体に広がった。強制的に体温が上昇するような感覚は、体が高ぶっているような──快感を受けている状態に似ていると思う。

　知らずに甘い声がもれて、リシャルド様の名前を呼ぶ。

　もっと欲しいのに、もどかしい温かさだけが私の中に残る。

「リシャルド様、や、だぁ」

「どうしました？」

「ほし、の……」

　まったく中で動かない指に、耐えきれなくなって私は腰を振ってしまう。けれど、リシャルド様が「駄目ですよ」と腰を押さえつけてくる。

「きゃうっ」

「熱はまだ分けてあげられますからねー」

「！　嘘、もうやだっ」

　あんな穏やかな快感を与え続けられたら、私が持たない……と、思う。いやいやと首を振るけれど、リシャルド様は容赦なく私へ熱を分け与えてくる。

　他人の熱が自分の体内に入る感覚に、私は涙がこぼれてはくはくと声にならない息をはく。

「や、これ辛い、りしゃるどさまぁ」

　熱を流し込まれる度に、体がふるりと震える。達したいのに、あとすこし足りない。そんな状況がずっと続いている感覚だ。

「りしゃるどさま、りしゃる、ふあ、あ、あ……っ」

「…………」

「ひあぁっ」

　ふいに、リシャルド様の指がずるりと私の中から抜かれた。びくびく震えている私の体はもちろんまだ達していなくて、必死に快楽に耐えている。

「それじゃぁ、次は俺の与えた熱をコントロールしてみましょうね」

「──ッ!?」

　まだ続くの!?　心の中で絶叫し、思わずリシャルド様を睨みつける。のだけれども、リシャルド様はそんなことを気にせず私を抱き上げて膝に座らせた。

「さぁ、シーラ。俺のあげた熱は、どこにある？」

「ね、つ……っ？」

　そんなことを唐突に、しかもこんな状態で言われてもわかるはずがない。私は泣きながら首を振り、無理だという意思をリシャルド様に伝える。

「大丈夫、シーラなら出来るよ」

　そう言い、リシャルド様は私の手を取り、秘部へと導いた。

「シーラの中に直接入れたから、熱は下腹部にある。自分の熱を動かして迎えに行って、吸収してごらん。そうすれば、俺のあげた熱はシーラのものになるから」

「や、むりですっ！」

　くるくると、リシャルド様が指の腹部分で私のおなかを撫でる。その愛撫だけで息があがってしまうのに、それ以上なんて出来るわけがない。

「りしゃるどさまぁ……っ」

「シーラ、イきたい？」

　やっともらえたリシャルド様の言葉に、私は必死でこくこくと頷いた。これ以上、この熱を体の中でぐるぐるさせたまま愛撫されるのは耐えられそうにない。

　リシャルド様は「仕方ないですねぇ」と呟いて、私の太ももに指を這わす。

「ああ、びくってして可愛い。シーラ、何をしてほしいか、俺を呼んでちゃんと言ってごらん」

「ッ!?」

　ゆるゆると私の太ももに触れるリシャルド様は、ひどく楽しそうに笑みを浮かべた。……絶対、私に先生と呼ばせたいのだということがわかった。

「ほら。早くしないと、補習にしちゃいますよー？」

　怪しい授業を追加しないでください!!

　私は羞恥に震える体をぐっとこらえて、リシャルド様に手を伸ばす。

「──せんせい、リシャルド先生」

「うん」

「体が熱くて、もう我慢出来ません……っ」

　ぎゅっと抱きついて、この熱をどうにかしてとリシャルド様──リシャルド先生に訴える。

「いい子。シーラは何がほしいの？　ほしいものを、おねだりのご褒美にあげる」

「あ……っ」

　リシャルド先生の指が、私の花芽にふれるかどうかというすれすれの距離で撫でてくる。

「やだ、ちゃんと触ってぇ、リシャルドせんせぇ……っ」

「シーラ……。可愛い、いいよ、触ってあげる」

「ふあ、あぁぁっ」

「──っ！　そんなに、気持ちいい？」

　リシャルド先生の指が、私の花芽へ触れる。くにゅくにゅとした刺激を受けて、私は軽く達してしまう。びくびくと震えて、くたりとベッドへ沈み込む。

　ふうと、リシャルド先生が息をつく。

「俺の生徒は、いやらしいね……」

「どっちが、ですか……」

　前をくつろげるリシャルド先生を見ながら、私は顔を背ける。耳まで赤いよと言われて、「ほっといてください」と拗ねる。

「俺が欲しいくせに。まだ足りないでしょう？」

「…………」

　まるで、何もかもを見透かされているようだ。リシャルド様に中を触られてしまっているので、挿れてほしくてたまらなくなっている。

　こんなの、少し前の自分だったら考えられない。リシャルド先生のせいで、私はこんな体になってしまった。多少の反抗や我儘くらい、大目に見てほしい。

「うぅ……。ほしい、です。リシャルド先生」

「気持ちよくしてあげる」

　私が素直に言葉にすると、リシャルド先生が私を愛おしそうに抱きしめてくれる。ぐちゅりと音を立てて、リシャルド先生の雄が私の奥まで侵入してくる。

「ふあぁっ、やあああぁぁっ!!」

「──シーラッ！」

　待ち望んでいた刺激を受けたせいか、私はリシャルド先生を受け入れただけで達してしまった。びくびくと震える体は、きゅうきゅうとリシャルド先生の雄を締め付けて離そうとはしない。

「ああもう、可愛いんだから。俺のことも、気持ちよくしてもらうからね」

「ん、ひあ、あっ！　や、まって、いま、あ、あっ！」

　私が達していることはお構いなしに、リシャルド先生が腰を振って中を刺激する。なまめかしい音を立てながら引き抜かれ、しかし次の瞬間には根本まで突き上げられる。

「んく、んっ、あっ！　せんせ、りしゃる、せんせぇ……っ」

　私の弱い部分を重点的に突いてきて、ひっきりなしに甘い声があがるのを止められない。うたっているみたいだから、私の声は好きだといつも言われるけれど──恥ずかしい。

　ぎゅっとリシャルド先生に抱きついて、いやいやと首を振る。気持ちよすぎて、これ以上されたらおかしくなってしまいそうだった。

「シーラ」

「ん、せんせ、はっ」

　体を繋げたまま、キスをするのが好き。

　愛されているという感覚が、大きくなるから。リシャルド先生の優しいキスを受けて、私もそれに応えるように舌を絡める。

「ふあぁ、ん……」

　ちゅうと、唇を吸われて──一番奥をぐりぐりとこすられる。ぞくりとする刺激に耐えられなくて、私はきゅううとリシャルド様を締め付けて達してまう。

「あ、ふああぁ～～～～っ！」

「シーラ……ッ」

　同時に感じるのは、リシャルド様の熱。

「や、あつ、い……んんっ」

　容赦なく私の中に出されるそれに、びくんと震えて再び達してしまう。もうこれ以上は体が耐えきれないと涙を流して悲鳴をあげる。

「りしゃ、せんぇ、～～やぁっ」

「シーラ」
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　愛してると、リシャルド先生が囁いて私をぎゅうっと抱きしめる。最後の一滴まで私の中に出して、ずるりと引き抜かれる。

「ふあ、あ、はっ……」

「ん、シーラ可愛い」

「……ん」

　ついばむようにたくさんの口づけが降ってきて、何度も好きだよと囁かれる。

　心地よい体温を感じて、くたくたになってしまった私は──リシャルド先生に甘えるように抱きついてから、眠りに落ちた。








番外編　実力差のありすぎる三角関係　　　視点：マリエッテ












　ここ最近、リシャルド殿下の歌姫になった後輩のシーラと、ダンがよく一緒に練習をしているという噂を耳にする。

　あんなにシーラに執着しているリシャルド殿下が、よく許しているものだと……私はため息をついた。




「ダンはあからさまにシーラに好意を持ってるのに、シーラはそれに気付かないのよね」

　二人が練習をしているという、城の裏手へと向かう。まぁ、歌馬鹿と楽器馬鹿の二人だから、何か間違いが起こる──なんていう心配は、別にしていないけれど。

　──でも、変にいざこざが起きる前に注意くらいはしておかないと。

　何か起こった場合、責任を取るのはダンただ一人だ。

　リシャルド殿下に溺愛されているシーラに関しては、お咎めどころかダンのような男には気を付けなさいと注意されるのが関の山だろう。

　──ダンも、どうしてよりによってシーラなのかしら。

　確かに彼女の歌は、誰の歌とも違う。人を惹きつけてやまないし、もっと聞いていたい、終らないでと切実に思えるような歌。

　一度聴いてしまったら、虜になる。

　そう考えて、これは確かに仕方がないなと苦笑する。




　のんびりと歩いていると、視界にシーラとダンが入る。

「本当に城の裏手で一緒に練習してたんだ……」

　噂だから、本当はそんなことないんですよ──という可能性を、少し信じたかったなと思ってしまったのも致し方ない。

「あぁもう、リシャルド殿下にちゃんと報告しているのかしら」

　衣装も、部屋も、何もかもをリシャルド殿下に整えてもらっているという自覚が、シーラには少なすぎる。

　異例の早さで歌姫になったので、シーラのことを後輩としてそれほど面倒を見てはいない。加えて、彼女は歳の割にしっかりしているので大丈夫だろうと思ってしまうのだ。

　歌に関しての知識もしっかりしているようなので、歌手という面で教えることもない。

　宮廷のマナーも、問題はないようだった。

　──唯一シーラに足りないものといえば。

　男性関係の鈍さ、かしら。

「普通、あそこまでダンが好意的に接してきたら自分のことが好きなのかな？　って、思うわよねぇ？　思わないのかしら……」

　もう、シーラのにぶちん！




　こっそり建物の陰に隠れながら二人を観察していると、私の背後から影がかかる。え？　そう思ったときには、ひどく楽しそうな声が私の耳に届いた。

「マリエッテ──だったっけ。宮廷音楽家は、最近ああなの？」

「り、リシャルド殿下！」

　思わず叫びそうになり、ハッとして口をふさぐ。

　シーラとダンに覗いていることがばれてしまってはよろしくない。

「いえ……普通に、歌の練習をしているだけのようです。ペアで練習を行ってはいけないという規律もありませんし、歌手と楽師が一緒に練習すること自体は推奨もされています」

「ふぅん……」

　女遊びが酷いとよく聞くけれど、リシャルド殿下は宮廷音楽家を閨に呼んだことはない。彼が初めて興味を示したのがシーラ。

　整った顔に、女性の扱いもスマート。この王子が、モテないはずがないのだ。何もせずとも令嬢がふらふら来てくれるのだから、音楽家なんて必要はない。

　──シーラのことは、やっぱり歌を好きになったのよね？

　彼女の歌はそれほどまでに、特別だ。この世界にまったく新しい風を吹き荒らした、いわば歌の女王と言ってもいいかもしれない。

「ええと、リシャルド殿下はシーラとお約束ですか……？」

「いや？　というか俺、シーラに練習場所をあそこに移したっていうことも教えてもらってないんだよね」

「……ッ！」

　ちょっとシーラあなた何をしているのおおおぉぉ！

　リシャルド殿下の笑顔なのにひどく冷たい雰囲気、どうしてこれを察することが出来ないのかしら。自分の世話している歌姫が、ほかの男と楽しく談笑なんて……考えただけでも恐ろしい。

　って、それを現在進行形で行ってしまっているのがあなたなのよね、シーラ。

　もう私は、リシャルド殿下になんて言えばいいかすらわからない。

「ええと、その……」

「別に、マリエッテが悪いわけじゃない。ただ、俺もそんなに気が長い方じゃないから──」

「シーラには、それとなく私から話をしてみますから……っ！　ダンによく言っておきます」

　私が必死に声を絞り出してそう伝えるけれど、そんなものは不要だと、リシャルド殿下は笑う。

「誰かに何かをしてもらおうなんて、思ってないよ」

「は、はい……」

　それはつまり、ご自分で何かするようなことを考えているんですね？　とは、恐ろしくてとてもではないけれど聞けない。

　変にリシャルド殿下の邪魔はしてはいけないと、私は心に刻み込む。

　でも、これ以上悪化しないようにアドバイスをするくらいはいいですよね？　でなければ、気付いたらダンが楽師からいなくなってしまっていても不思議ではない。

　シーラはきっと……ひどく甘いお仕置きでもされてしまえばいいわ。

　もっと自分が愛されていることに自信を持てばいいのにと、シーラに関しては少し苦笑が混ざる。

「ああ、そうだ」

「はい？」

「近いうちに、お茶会を開こうと思うんだ。シーラから伝えるようにするけど、そういうことがあるというのは認識しておいて」

　──お茶会。

　そう聞いて、一気に嫌な汗が背中を伝う。

「……わかりました。シーラにとって、リシャルド殿下にお仕えして初めてのお茶会ですね。私に出来ることは可能な限りサポートさせていただきます」

「うん、よろしく。シーラのことだから、何人か用意してと言えば君に声をかけるだろうからね」

「そうですね」

　私は頷いて、リシャルド殿下の頼みを快諾する。

　……いったい誰がくるお茶会だろうかと考えて、しかしすぐに招待客の候補は数人に絞られる。間違いなくシーラにお仕置きをするためだけに、このお茶会をセッティングしたのだろう。

　──なら、歌手と楽師はパトロンを望んでる女の子にしないといけないわね。

　閨の相手をしても問題ない子を先に選んでおいて、その中からシーラに指名してもらってもいい。

「それじゃぁ、俺は仕事に戻るから」

「あ、はい。私も、失礼いたします……」

　言いたいことだけを告げて、リシャルド殿下が去っていく。




　シーラとリシャルド殿下、いつも仲良く中庭にいたのに。

　それがいったいどうしてこうも──ぎくしゃくしてしまっているのか。

　──きっとシーラがいろいろ考えすぎて、から回っているのだろうけれど。




「さってと、私はさすがにこのまま──帰るってわけにはいかないわね」

　シーラとダンに視線を移し、私は盛大にため息をつく。

　あの二人に、なんて言えばいい。

　シーラはなんでリシャルド殿下に報告をしないのか。あの、去る者は追わないリシャルド殿下がここまでシーラを追い求めているのだ。

「絶対に逃げられないわね」

　これは予想ではなく、私の確信だ。

　綺麗なグリーンの瞳に、シーラだってとっくの昔に囚われてしまっているのに。それに気付かないようにしたいのか、それとも……。

「まぁ、相手は王族であるリシャルド殿下だものね」

　悩んで悩んで答えを出すのが、悪いことだとは思わない。




　ただ──。




　ダンと一緒っていうのだけは、完全に悪手ね。

　私はもう一度ため息をついて、練習をしているらしい二人を見た。そして大げさに駆け寄りながら、声をかけるのだ。




「シーラにダンじゃないの。シーラってば、最近中庭で練習していないと思ったらこんなところにいたの？」








番外編　夜明け












　私は休みを利用して、実家へと帰宅していた。

　まだ一年も離れていなかったのに、ひどく懐かしいと感じる。お城とは違い、修復がところどころ間に合っていない屋敷や庭。それがちょっと落ち着く。

　久しぶりのダイニングで、家族そろっての一いっ家か団だん欒らん。




　今日の目的は、お祝いだ。

　アンネに結婚を迫っていたクルッテオ伯爵の撃退出来ましたね会。私が自分の手でアンネを助けてあげたかったけれど──すべて、リシャルド様に助けてもらってしまった。

　もちろんそれはありがたいし、嬉しい。

　でも、どこか申し訳なく思ってしまう気持ちもある。それはきっと、私がたくさんのものをリシャルド様に与えられているからだろう。

　──私は、リシャルド様に何を与えられているだろう。




「シーラお姉さま、どうしました？」

　ぼうっとしていますよと、アンネが私の顔をのぞき込む。

「あ、うぅん。大丈夫」

「リシャルド殿下のことでも、考えていました？」

　す、するどいっ！

　前も思ったけれど、アンネには私の思考回路がだだもれなのではないか……と、思う。リシャルド様のことだって、私以上に私のことを把握しているのではと考えてしまったほど。

「ふふ、あたりですね。お姉さま」

「アンネってば。あまり私をからかわないで」

　少し頬が熱を持ったような気がしたけれど、私は気付かないふりをする。そんな私たちのやり取りを楽しそうに見ているのは、向かいに座る両親だ。

　アンネがクルッテオ伯爵に嫁がなくてよくなったのがよほど嬉しかったのか、涙を流しながら食事を口に運んでいる。

「いいなぁ、娘二人が楽しそうにしているというのは……」

「大げさすぎです、お父様」

　私が苦笑してそう伝えると、これまた隣でじんわりしている母様が「いいじゃないですか」と話の輪に入ってくる。

「シーラが帰ってきてくれたことも、嬉しいんですよ」

「そうですか？　でも、私の勤め先は王宮だから、いつでも帰ってこれる距離なのに」

　住み込みとはいえ、我が家と王宮はそんなに離れていないので行き来は比較的簡単に出来るのだ。アンネが何度か登城していたので、両親も来ることは出来たはず。

　──とはいえ、登城はハードルが高いか。

　今まで国というものにあまり関わってこなかった我が家は、貴族ではあるが──あまり、貴族らしくはない。

　だからお金と権力がなく、変な貴族からの求婚を逃のがれられないんだけどね。

　──でも、これからはもっと頑張らないと。

　だって、本当に私とリシャルド様が結婚するのであれば──貴族社会に、否応なく巻き込まれてしまう。

「…………ええと」

「うん？」

　私はちらりと、両親に視線を送る。クルッテオ伯爵撃退のお祝いはもちろんだけれど、私のこともきちんと話さなければと思っているのだ。

　もちろん、リシャルド様のこと。クルッテオ伯爵を退けてくれたことや、私と婚約するということは両親もすでに知っている。けれど、私の口からはいまだに報告していない。

「お姉さま、頑張ってください！」

　ぐっとこぶしを握りしめて応援してくれるアンネを見て、私が何を言おうとしているのかすでに把握しているのかと苦笑する。

　私は深呼吸をし、改めてお父様を見る。

「リシャルド様から、その……プロポーズをされてお受けしました」

　自分の体温が、一気に上昇したことがわかる。こんな経験は初めてなので、必死に自分の手で頬の熱を落ち着かせようと試みるけれど──うまくいかない。

「ああ、おめでとう。シーラ」

「まさか王子様がお相手だなんて。驚いたけれど、シーラが幸せそうで嬉しいわ」

「おめでとうございます、お姉さま！」

「……ありがとう」

　恥ずかしさをごまかすように、はにかんで笑う。

「ふふ、お姉様が幸せそうに笑ってくれるのが嬉しいです」

「アンネ……。うん、私、今が一番幸せかもしれない」

　素直に笑い返すと、両親も「よかった」と微笑んだ。

「娘が恋愛結婚することが、こんなにも嬉しいなんて……」

　両親も目に涙をためて喜んでくれて、祝福してもらえていることに安堵する。だって、王族の仲間入りをすることになるから……反対だと、言われる可能性だってあった。

「リシャルド殿下から、我が家に婚約の申し込みが来ている。シーラの気持ちを確認することが出来たから、明日にでもお返事をしよう」

「はい。お願いします、お父様」

　お父様がリシャルド様に返事をした段階で、私たちは正式に婚約をした状態になる。その後、婚約期間を経て結婚……という流れになる。

　うちのような貴族は、婚約期間は結婚適齢期であれば通常半年弱。けれど、リシャルド様は王族だ。いろいろと準備しなければならないため、一年ほどは婚約期間が続く。

　──でも、私が王族の妃になるのか。

　あまり未来の姿を想像出来ない。うまくやっていけるか不安は大きいけれど、リシャルド様が隣にいてくれるのだ。頑張ろうと、思う。




　そして私は、クルッテオ伯爵のことも話さなければと口を開く。

　リシャルド様に少ししか教えてもらえなかったけれど、現在は捕らえられて牢屋に入っているのだと聞いた。

　──きっと、やましいことをたくさんしていたんだろうね。

「クルッテオ伯爵は、リシャルド様が対応してくれました」

　気付いたときにはすでに対応も終わっていて、平和な日常になっていたけれど。

　私がそう告げると、お父様は大きく頷いた。おそらく、一番事情に詳しいのはお父様だと思うけれど……どの程度、状況を把握しているのだろうか。

　アンネも、内容はほとんど知らないのだと先ほど少し話したときに聞いた。

「まず──クルッテオ伯爵は、まぁ、いわゆる裏競売の主催を行っていたらしい」

「！」

「それの証拠を集め、リシャルド殿下が捕らえたと聞いている。裏競売に関して詳しくはないので、具体的な内容は私もわからない」

　キモイ親父だと感じていたけれど、まさかそんなことをしているとは思わなかった。最悪、人身売買にも手を付けているかもしれないなと思う。

「よかった……そんな奴に、アンネが嫁がなくて」

　私は安堵の息をつき、誰もが大きく頷いた。

　──リシャルド様には、どんなにお礼を言っても足りないよね。

　まさか、クルッテオ伯爵がそこまでの人物だったなんて。きっと、証拠集めだって大変だったはずだ。それこそ、数日で出来るようなことではない。

　……もしかして、かなり前から調べてくれていた？

　私におねだりをと言ったくせに、裏ではクルッテオ伯爵を捕らえるために動いていたに違いない。

「リシャルド様……」

「お姉さまは、すごい人を射止めてしまいましたね」

　アンネがくすりと微笑むけれど、私はまったくもって笑えない。

「でも」

「？」

「それほどお姉さまに執着しているリシャルド殿下ですもの。何があっても、これから先ずっと守ってくださいます。だからわたくしは、お姉さまもリシャルド殿下を選んでくださってとても嬉しいんです」

　誰よりも幸せになってくださいねと、アンネが微笑む。

「……っ！　ありがとう、アンネ。大丈夫、私はとっても幸せだから」

　世界中の誰よりも幸せだと、今なら胸を張って言うことが出来る。

「でも」

「？」

　今度は私が、先ほどのアンネのように言葉を区切る。きょとんとしたアンネが首を傾げて、どうしたの？　というふうにこちらを見る。

「今日は、アンネのために乾杯をしましょう！　クルッテオ伯爵に、もう怯えなくていいんだから」

「お姉さま…っ！」

　私はぎゅううっとアンネを抱きしめた。

　今まで気丈に振舞っていたけれど、怖くないはずがないのだ。

　──アンネはしっかりしているように見えるからね。

　だから甘やかされることもあまりないし、甘える頻度も、年の割に少ないのだ。だから今日は、私が思いっきり甘やかしてあげようと決めていた。

「……っ」

　アンネから、ぐっと息をこらえるような、小さな声がもれる。我慢しなくていいのにと苦笑して、私はぽんぽんと優しく背中を撫でてあげる。

「もう大丈夫だよ。クルッテオ伯爵はリシャルド様が退治してくれたから、怖いものはなーんにもないよ」

「うぅ、はい……っ」

「こわかったねぇ」

　小さな声で泣き始めたアンネをあやしながら、何回も「大丈夫」と言葉をかける。

　この光景を見た両親も泣き始めてしまい、なんて涙もろい一家なんだと笑ってしまう。けれど、私も自分の目から涙がこぼれていることに気付いた。

「すまなかった、アンネ、シーラ。私はこれから、もっと強くなれるよう頑張るぞ……」

「あなた……。そうですね。私たちは、子供や、これから授かるであろう孫のためにも頑張らなければいけませんね」

　お互いに、自分がやるべきことがどんどん決まっていく。

　貴族という身分上、やはり自分を守るべき一番重要なものは権力だ。次に、お金。気持ちのやりようではどうしようもないのが、貴族。

　今までであれば、貧乏子爵家と捨て置かれていただろう。けれど、私がリシャルド様の下へ嫁いでしまえば話は変わる。

　取り入ろうとしてくる貴族が押し寄せてくるだろうし、アンネには結婚の申し込みが大量に届けられるだろう。

　政略結婚ではあるけれど、中にはいい人もいるだろう。




　しばらく家族全員で泣き、食事を再開した。

　私が仕送りをしていたため、料理が少し豪華になっているのはなんだか嬉しかった。今日はお祝いだからということもあるかもしれないけれど、豊かな食卓は心を癒してくれるから。

「そういえばシーラ、いつまで家にいられるんだ？」

「え？　えーっと……食事を終えたら王宮に帰ろうかと思っています」

　娘と一緒にいられるのが嬉しい！　というのを全身で表すお父様に、申し訳ないと思いつつも私は無情な言葉をぶつける。

　全員に「えっ？」と言われ、苦笑するしかない。

「ごめんなさい、ちょっと仕事を思い出して……。また近いうちに帰ってきますから」

　──ごめんなさい、嘘をつきました。

　本当は、仕事なんてない。

　でも、どうしてもリシャルド様に会いたくなってしまったため帰ることにしたのだ。クルッテオ伯爵のことを聞いてしまって、のほほんと実家にいられない。

　くすくすと横から笑い声がして、アンネが楽しそうに私を見る。

「……お仕事なら、仕方がないですね？」

　リシャルド殿下にお会いしたいんですね？　そう、言葉には発せられていないのに、アンネの目が語っていた。

「ソウデスネ」

　思わず片言で返してしまうほどに、私は動揺していた。だって、こう、どうして帰りたいのかを見破られるほど恥ずかしいことはないだろう。

　きっとキスをするんだろうなと思われていると考えたら、穴を掘って埋まってしまいたい衝動に駆られる。

「なら、もう馬車の用意をしないと暗くなってしまうな……」

　残念そうにしつつも、お父様は私の安全を考え馬車の手配をしてくれた。




「……こんなに泣いたのは、初めてかもしれません」

「アンネ……」

　私はアンネと二人で、手配した馬車が来るのを待っていた。

　庭のベンチに腰かけて話すのは、先ほどのこと。泣き疲れてしまっているからか、アンネはどこか眠たそうにしながら目を擦る。

「リシャルド殿下に、どうぞよろしくお伝えください」

「もうお礼は会ったときに言ったのに。うん、伝えておくね」

「ありがとうございます、お姉さま」

　本当は何か贈り物をしたいのだけれどと、アンネがこぼす。確かに、お礼の品を贈るのは大切だと思うけれど──何でも手に入れられる王子様に、貧乏子爵家が贈れる物なんてたかが知れている。

「何か贈るなら、食べ物とかがいいかもしれないね。お菓子とか、フルーツとか」

　それならばあまり負担にもならないだろうし、リシャルド様も美味しく食べてくれると思う。

「食べ物、ですか……」

　ふむぅ……と、アンネが私を見ながら声をあげる。

「リシャルド殿下がお好きな食べ物は、シーラお姉さまでしょうか？」

「ぶふぅっ!?」

「お姉さま、はしたないですよ？」

「いやいやいや、だってアンネが突然そんなことを言うから……」

　誰だって妹にそんなことを言われたら動揺するに決まっている。まだまだ子供だと思っていたのに、いったいいつの間にアンネはこんな大人びた子になってしまったのだろうか。

「もう……」

　間違いなく耳まで真っ赤になってしまった顔を、私はふいと逸らす。恥ずかしすぎて、まともにアンネの顔が見られないなんて。

　これじゃあどっちが姉かわからない……っ！

「あ、馬車が来たみたいですよ」

「うん」

　楽しそうなアンネの声を聞き、私はベンチからゆっくりと立ち上がった。

「また帰ってきてくださいね？」

「もちろん。アンネも遊びに来てね」

「はい」

　今度一緒に買い物に行く約束もして、私は馬車へ乗り込む。

　お父様とお母様も見送りにきてくれて、お父様は寂しそうにまた泣いている。どれだけ娘が恋しいのだろうと苦笑して、またすぐ帰ってくるからと伝えて家を後にした。





♪　♪　♪






　──リシャルド様、どこにいるだろう？

　馬車で王宮へ戻った私は、目的の人物を捜すために歩いていた。いつも一緒にいる中庭と執務室を確認したけれど、どちらにもリシャルド様の姿はなかった。

「もしかして、自室にいる？」

　そうであれば、誰かに取り次ぎをお願いしなければ会えない。以前のように、木に登って会いに行くようなことはしない。




　絨毯じゅうたんの敷かれた長い廊下は、私の足音を簡単に吸収する。

　壁に掛けられた絵画や装飾品はどれも一級品で、思わず見入ってしまうほどだ。分野が違うとはいえ、音楽と美術はとても似ていると思う。

　私に絵心はないけれど、素敵な絵を見るとインスピレーションを感じてメロディが浮かぶことは今までにも何度かあった。

　──今度、じっくり見たいな。

　機会があれば、リシャルド様に案内してもらえるか聞いてみよう。




　堪能している間に、王族区画の入り口へとたどり着く。

　リシャルド様への取次ぎをお願いしたい旨を伝えるけれど、不在だと告げられる。

「どこにいらっしゃるかは……」

「すみませんが、存じません」

「そうですか、ありがとうございます」

　見張りの騎士に礼を言い、私は来た道を戻る。

　──じゃぁ、どこにいるんだろう？

　首を傾げつつも、騎士の鍛錬場に行ったり庭園へ足を運んでみたりしたけれど──どこにも、リシャルド様の姿はない。




「よくよく考えたら、私はリシャルド様のことをあまり把握してないんじゃ……」

　てっきり把握したつもりになっていたけれど、いつもリシャルド様が私のところに来てくれていた。私からリシャルド様のところへ行くことなんて、ほとんどない。

　やっぱり、無意識に甘えてたのかな。

　これからは、自分でもリシャルド様に会いに行こう。とりあえずは、今どこにいるかを捜したいけれど──もう、心当たりがない。

　気付けばすっかり辺りは暗くなってしまっている。せっかく帰ってきたのに、もしかしたら今日はもうリシャルド様に会えないかもしれない……。





♪　♪　♪






　長い睫毛に、ふわふわしたウェーブのかかった綺麗な金髪。いつも私を見つめてくるグリーンの瞳は、固く閉じられてしまっている。

　すやすやと気持ちよさそうに眠る姿は、いつものような意地悪さを微塵も感じさせない。

「リシャルド様、いた……」

　でも、どうしてこんなところにいるかなぁ。




　白を基調にした家具に、可愛らしい天蓋付のベッド。

　そしてそこで眠る、我が国の第二王子リシャルド・ファルハーレン。




　──ここ、私の寝室なんですけど。

　どうして私が不在なのに、この部屋にいるんですかリシャルド様!!　予想を遥か斜め上にいっているリシャルド様の行動が、まったく読めない。

　でも、それ以上に……リシャルド様が私のベッドで寝ていたという事実にドキドキしてしまう。

　だって、こんなの普通思いつかない。

「ただいま帰りました、リシャルド様」

　寝ているので私の声が届くことはないだろうけれど、それでも私はリシャルド様にただいまと言いたかったのだ。

　……私の居場所はここだと、そんな風に感じることが出来るから。

　なんとなく室内を見回してから、私はリシャルド様が眠るベッドの縁へと腰かける。そっと髪に触れて、撫でてみた。

　──恥ずかしい。

　自分でしたことなのに、どうしようもなくきゅんとしてしまう。今、こんなにも無防備なリシャルド様を見ることが出来るのはきっと私だけだろう。

「アンネを助けてくださって、ありがとうございます。リシャルド様……」

　もう、言葉だけでは感謝を伝えきれない。

「リシャルド様にお礼をしたいのに、していただいたことが多すぎて、とてもじゃないですけど返せそうにないです」

　何が欲しいですか？　と、そう言葉を続けたところで──ぐいっと、リシャルド様に腕を引かれてベッドの中へ引きずり込まれた。

「──ッ!?」

　まさか、え？　いつから起きてたんですか!!　てっきり寝ているとばかり思っていたので、突然の行動に動揺してしまう。

「……おかえり、シーラ」

「あ……っ！　た、ただいま帰りました」

　私の頬を包み込み、リシャルド様が嬉しそうに笑う。

　ここに帰ってきてくれてありがとうと言うような言葉に、私は嬉しくて自分からもぎゅっとリシャルド様のことを抱きしめる。

「シーラ、冷たい」

「え？　あ、外にいたりしたから……」

　今まで寝ていたリシャルド様はとても温かくて、私の冷たい体がその体温をじわじわと奪ってしまっている。すぐに離れようとしてみるけれど、「だーめ」と笑われる。

「俺が体の中まであっためてあげるから」

「え、ちょ……んっ!?」

　くすくす笑うリシャルド様に、くるりと向きを入れ替えられて押し倒されるかたちになる。ドレスの上から、ゆっくりとリシャルド様の手が私の体を確かめるように触れていく。

　穏やかな愛撫に、私の体がじんわりと熱を持つ。

「──って、シーラ」

「あ……？」

「二、三日くらい実家にいるんじゃなかったの？」

　今日、ここに帰ってくる予定はなかったよね？　そうリシャルド様に問われる。

　──なんて、答えよう。

　リシャルド様に会いたくて、日帰りにしたんです──なんて、恥ずかしい。私が少し悩む動作を感知したようで、「言いなさい」と胸の先端をきゅっとつままれる。

「あんっ！　あ、だって……リシャルド様に、会いたくて。あと……」

　与えられた刺激に驚いて、私は反射的に口を開く。

「……あと？」

「あ、あとは、その……」

　リシャルド様にお礼をしたくて、なんて、そんなの自分から言うにはハードルが高すぎるといいますか、恥ずかしすぎるといいますか、穴を掘って埋まりたいといいますか……。

「な、なんでもないです……」

「シーラ、真っ赤。早く白状して？」

「～～～～っ！」

　にやにやと笑うリシャルド様は、きっと何かを察したのだろう。ベッドの上に腰掛け、自分の膝に私を座らせた。

「ほら、続きは？」

　優しい口づけとともに、リシャルド様が続きを催促する。何度もついばむようにキスをされるけれど、それは一向に深さを増すことはない。

　言わなければ、これ以上はあげないと──そう、言いたいのだろう。

　私がリシャルド様とのキスが好きだと知っているから、こんな意地悪をするんだ。でも、もっとキスが欲しいのも本当だし……何より、私に出来る限りのことをリシャルド様にしてあげたいという気持ちもある。

「リシャルド様に……」

「うん？」

「アンネを助けていただいた、その、お礼がしたくて……」

　……恥ずかしい。

　私は真っ赤になった顔を手で隠すようにしながら、リシャルド様に自分の気持ちを伝える。お礼の具体的な内容は考えてないけれど、もし、リシャルド様が何かを望んでくれるのであれば──。

「私の全部、ええと、お礼になるかはわからないですけど……リシャルド様の我儘も、欲しいものも、なんでも全部」

「シーラ……」

　最後の方は消え入りそうな声だったけれど、リシャルド様に私が言いたいことは伝わったらしい。目を見開いて私の名前を呼んで、「俺の歌姫は可愛すぎて困るね」と微笑んだ。

「それなら──一緒に、気持ちよくなろうか」




　暗い室内に、くちゅ……と、絶え間なく水音と甘い声。

　互いに服をすべて脱いで、私はリシャルド様の膝に座った体勢のまま何度もキスをしていた。その合間、リシャルド様の手が私の体をゆっくりと愛撫していく。

「ふぁ、あ……んっ」

「ん……」

　私から必死に、リシャルド様の舌に自分の舌を絡めていく。なれてないから上手くは出来ないけれど、ときおり聞こえるリシャルド様の吐息にくらくらしてしまいそうになる。

　もっとキスがしたいと、止まらなくなる。

「シーラ、キスがうまくなったね」

　くすりと笑いながら、リシャルド様の指が私の花芽を優しく撫でる。

「ひあ、んっ」

「ほら、キスは止めちゃ駄目だよ」

「あ……ん、ん」

　与えられた刺激に反応して思わず口を離すと、駄目だよとリシャルド様に窘められる。今度はリシャルド様の首に腕を回して、抱きつきながら再び口づける。




　一緒に気持ちよくなろうと言ったリシャルド様は、私にキス担当ねと、にっこり微笑んだ。

　曰く、シーラとのキスが好きだから、ずっとしていること。……と、いうことらしい。なので私は、リシャルド様が何をしていようが関係なく……キスをすることになった。




「ふぁ、は……っ」

　リシャルド様の唇を食べるように、はむっと口づけて、何度もちゅっと唇を合わせる。含みきれなくなった唾液が伝い落ちて、私とリシャルド様の口元を濡らす。

「ん、ん……っ！」

　ふいに、自分の下腹部に当たっている熱いものに気付く。

　──リシャルド様の、が……っ！

　もうすぐ私の中に挿れられるのだろうと思うと、ぞくぞくしたものが体を走る。けれど、リシャルド様は私の秘所を愛撫してこそいるけれど──中には、まだ。

　──辛くないのかな。

　男の人のことはよくわからないけれど、平気でないということはリシャルド様を見ていればわかる。しっとりと汗ばんだ肌に、欲の混ざる吐息。

「…………」

「シーラ？」

　私はそっと唇を離して、リシャルド様を見る。

　どうしたのと優しく微笑まれて、きゅんと、心臓が音を奏でる。

「その、リシャルド様のが……」

「ああ──あててるから、気になった？」

「──ッ！」

　意識してもらえたなら大成功だと、リシャルド様が笑う。

「これが、欲しくなっちゃった？」

「ひあっ」

　笑みを浮かべて、リシャルド様が私の秘所に雄をこすりつける。びくりと震えてぎゅっと抱きつくけれど、「まだ駄目」と言われてしまう。

「シーラの中をほぐしてないからね」

　それまでお預けだよと、今度はリシャルド様が私にキスをする。

　──そうじゃ、なくて。

「ん、リシャルド様、その……」

「うん？」

　いつも私ばかり、リシャルド様に与えられているから──私がしてもいいですかと、そう聞きたいのだけれど。

　──なんて言えばいいか、わからない。

「…………」

　うまく伝えることが出来ないもどかしさに、じわりと涙が浮かぶ。

「その、その……」

「シーラ」

「っ！」

　もう一度、ちゅっとリシャルド様が私に口づける。首筋、胸、お腹と、リシャルド様が私の体中にキスの雨を降らしていく。

　最後に額に優しくキスをされる。

「ね、シーラ」

「はい……？」

「シーラのことが好きすぎて辛いから、今度はこっちにキスしてくれる？」

「──んっ」

　ちゅうっと吸い付くようにキスをしてから、リシャルド様が私の手を掴んで自身の雄へと導いた。

　──私が何を言おうとしてたか、お見通しだったっていうこと？

　思わずリシャルド様の顔を見ると、くすくすと笑う。

「ほら」

「あ、……っ」

　私の体を膝から降ろし、リシャルド様が広げた足の間に私を座らせる。

　高く反りあがったそれを凝視してしまい、私は体が固まってしまう。いつもあれを自分の中に入れられていたなんて……信じられない。

「キスして、シーラ」

「ん……」

　私の髪にリシャルド様の指が絡んで、「早く」と、甘い声で囁かれる。その声に抗うことなんて出来なくて、私は蜜に吸い寄せられた蝶のように──リシャルド様のそれに、口づけた。

「可愛い……」

「ん、ふぁ」

　ちゅっと、熱いそれに何度も口づける。

　ゆっくり全体にキスをしてから、私は意を決して自分の口内へリシャルド様の雄を含む。大きなそれをすべて含むのは難しいので、先端を少しだけ……。

　リシャルド様から、掠れた声がもれる。気持ちよくなってもらえたらいいなと思うけれど、初めてする私では無理かもしれない。

「シーラがこんなにいやらしくなるなんて、ね？」

「んんっ！」

　誰のせいだと思っているんですか！　と、声を大にして言いたいけれど──私の口内はリシャルド様でいっぱいなのでそれもままならない。

　一生懸命くわえて、ちゅっと吸ってみるとリシャルド様から声がもれる。

　──少しは、感じてくれてるのかな。

　口から離して、もう一度キスをしてみる。どうだろうとリシャルド様を見上げてみると、見下ろすグリーンの瞳と視線が合う。

「……気持ちいい、ですか？」

「シーラ」

「？」

　私が問いかけると、リシャルド様が顔を赤くして口元を手で押さえた。新鮮な反応で、私でもリシャルド様のために何かをしてあげられるのだと嬉しくなる。

「まったく。俺の歌姫は可愛くて困るね……」

「んっ!?」

　リシャルド様が私を抱きしめて、ベッドへ寝転がる。

「気持ちいいよ、シーラ。だから俺も、気持ちよくしてあげる」

「ふあぁっ」

　素早く私の位置を動かして、私はリシャルド様の上に寝かされる。ただし、リシャルド様とは逆の向きで。

　私の眼前にはリシャルド様の雄があって、下にいるリシャルド様は──私の腰を両手でつかんで自身の前へと持ってきていた。

　お尻にちゅっと口づけられて、そのまま秘所へとリシャルド様のキスがされる。耐え切れずに甘い声をあげて「やだ」と伝えるが、止まりはしない。

「ほら、シーラもキスして」

「～～っ！」

　目に涙を浮かべながらも、私は目の前にあるリシャルド様の雄へとキスをして舌を這わす。

「ひぁあんっ！」

　けれどリシャルド様は、私のことなんておかまいなしとでもいうように──私の割れ目を舌でなぞり、くちゅりと音を立てて中へ舌を差し入れてくる。

　必死にキスを返すけれど、私がリシャルド様にするよりも──リシャルド様から与えられる快感の方が圧倒的に強くて耐えられない。

「ふあ、あ……ぁ」

「シーラのここ、とろとろだね。……ほら、ん」

「あ、え……ふぁっ、ひああぁぁんっ！」

　私の花芽をぺろりとリシャルド様の舌が舐めて、そのまま思い切り吸い付かれた。あまりにも強い刺激に声をあげて、私はそのまま達してしまう。

「あっ、ふ、ふあぁ、あっ、やあぁ……っ」

「可愛い……」

　リシャルド様が私を抱き上げて、ベッドへと横たえる。そのまま上にのしかかられて、ぐいと足を大きく開かされてしまう。

「あっ！」

「シーラの中に入りたいから、ちょっと待ってね」

「ん、ふぁっ」

　くぷりと、リシャルド様の指が私の中へと入れられる。ゆっくりと抜き差しされる度に、くちゅくちゅといやらしい音が耳に届く。

「や、やあぁっ、め、ま……ってぇ」

　まさに今達したばかりだというのに、リシャルド様が容赦なく敏感になっている私の中を指で愛撫していく。

　私は強すぎる刺激にうまく言葉を出せず、ただただ乱れる呼吸を整えるために必死で喘ぐことしか出来ない。

「んんっ、あ……っ！」

「二本にしても、すんなり飲み込んでくれるね。可愛いね、シーラ。ほら、ここシーラの好きなところだから気持ちいいでしょ？」

「ふあ、はっ、ぁんっ」

　もう、今の私に返事をする余裕なんてない。

　けれどそれはリシャルド様も同じで、熱い吐息が私の耳にかかり──「いい？」と、問いかけられる。

「ん、いい、から……っ」

　早く、と。

　リシャルド様に向かって手を伸ばす。ぎゅっと抱きつくのと同時に、リシャルド様の熱い雄が私の中へと挿れられる。

「ふあああぁっ」

「ん、シーラ」

「リシャルド様、あ、あっ！」

　互いに名前を呼んで、体全部でリシャルド様の熱を感じる。好きだよと何度もリシャルド様が囁いてくるので、私も必死に「好きです」と言葉を紡ぐ。

　ぱちゅんと音を立てて、リシャルド様の熱が私の中を行き来する。私も腰をリシャルド様に擦りつけるように動いて、名前を呼ぶ。

「もっと、俺の名前……呼んで」

「ん、りしゃる、ふあっ！　りしゃるどさま、あ……っ」

　中をこすりつけるように突かれて、私のつま先がきゅっとなる。

「も、も、駄目ぇ……っ」

　ぐいっとリシャルド様を引きよせて、ねだるように口づける。熱を含んだ口づけは甘くて、私の声を飲み込んでいく。

「ふあ、ん」

「ん……」

　リシャルド様の動きが速くなり、私の一番奥へキスをする。

「出すよ……ッ」

「んく、ん、ひああぁっ」

　リシャルド様の熱い息を耳で感じ、私は奥でリシャルド様の熱を感じる。きゅうきゅうと締めつけながら達して、甘い声でうたう。

「や、あぁっ、んんんっ！」

　私の中に大量の熱が注がれて、涙がこぼれる。いつもより多いリシャルド様の熱量に翻弄されながら、私は耐え切れずにもう一度達してしまう。

「は……っ、シーラ、そんなに気持ちよかった？」

　再び締めつけられたからか、リシャルド様が少し苦しそうに問いかけてくる。

「ふ、ぁ、はぁっ……だって、あんなにするか、らぁ……」

　絶え絶えに言葉を返すと、リシャルド様が嬉しそうに私へ口づけた。





♪　♪　♪






　ふいに、目が覚めた。

　横では裸のままリシャルド様が寝ていて、私も何も着ていない。あのまま寝てしまったのかと恥ずかしくなりながら、私は夜着を取り出して身に着ける。

　リシャルド様を起こさないように寝室を出て、主室にある大きなバルコニーへそっと出る。まだ夜明け前なので、少し肌寒い。




「……はぁ、紅茶が恋しい」

　口元で手を温めるようにしながらも、私はバルコニーでじっと空を見る。

　──夜明けは、まだかな。

　私の中のもやもやしていたもの──クルッテオ伯爵のことや、リシャルド様の愛人になるのかとか、そんな問題に決着がついた。

　だから、夜明けを見て心機一転頑張ろうと思ったのだ。

「これからは、リシャルド様と一緒に頑張るから──綺麗な夜明けを、見たいなぁ」

　自然と、顔が緩む。

　誰かを想い、想われているのがこんなにも幸せだったなんて。

「──！」

　キィと、背後から音がしてハッとする。

　にゅっと腕が伸びてきて私をシーツで包み込むように抱きしめる。

「ひどいなぁ、シーラ。夜明けを見るなら、俺も呼んでよ」

「っ！　リシャルド様、服ッ！」

　シーツを羽織っているリシャルド様だけれど、その下は何も着ておらず全裸だった。私を抱きしめる素肌が、なまめかしい。

「別に、シーラしかいないんだからいいよ」

「私が気になるんです!!」

　だから服を着てくださいと声をあげるけれど、リシャルド様からはあくびが一つ返ってくるだけ。

「ああ、ほら。夜明けだよ、シーラ」

「！」

　リシャルド様の声を聞き、私は空を見る。地平線の向こうに輝く太陽が、ゆっくりとこちらに顔を覗かせていた。

　どちらからともなく、声があがる。




「──好き」




　なんの前触れもなく、私とリシャルド様の両方から同じ言葉がもれた。

　それが夜明けに対してなのか、それとも私たちに対してなのか──そんなことは、正直どうでもよくて。

　──だって、お互いの気持ちは嫌というほどわかってる。

　どうあがいても間違えようのないくらい、私はリシャルド様に愛されているのだ。そしてそれは、リシャルド様も同じように考えてくれていたらいいと思う。
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「声、そろったね」

「……はい」

「俺たち、いい夫婦になれるね」

　くすりと笑い、リシャルド様が私を背後からぎゅっと抱きしめる。もうどこにも行かせてあげないからとでも言うように、優しく、強く。

「……ああ、冷えちゃった」

「リシャルド様が裸でくるからですよ」

　どうして服を着てこないのかと告げると、私がいなかったから、慌てたんだよと拗ねた声が返ってきた。

「──ッ！」

　そんなことを言われたら、怒れないじゃないですか!!

　くすりとリシャルド様が笑って、私をひょいっと抱き上げた。

「え？」

「シーラは責任をもって俺を温めて」




　そのまま寝室へ連れていかれ、私たちはもう一度互いの熱に溺れた──。








あとがき












　はじめまして、こんにちは。雪花りつです。この度は、『宮廷音楽家になったら王子に溺愛されました』をお手に取っていただきありがとうございます。

　最終巻である二巻をお届けすることが出来て、ほっとしております。一巻から変わらずお付き合いくださった方、本当にありがとうございます！　少しでも楽しんでいただけているかな？　と、ドキドキしながらあとがきを書いております。

　創刊で一巻を出させていただき、嬉しい気持ちのままもう二巻の刊行ということで……時の流れが最近あっという間で恐ろしいです。

　ただ、冬は苦手なのでもう少し暖かくなってくれないかな……なんて思ってはおりますが（笑）。




　私は俺様で、絶対的な自信を持っている自由奔放なヒーローが好きです。リシャルドをそんなキャラクターとして、皆様にお伝え出来ていたらと思っていたのですが、いかがでしたでしょうか。

　タイトル通りに溺愛も好きなので、甘さが増し増しになる傾向でもありますが……！

　シーラとリシャルドにすれ違ってもらいつつ、それでも最終的にはシーラが自主的にリシャルドのところへ……というリシャルドの体を張った作戦。両片想いが晴れて両想いになることが出来ました。

　一巻とくらべると、だいぶシーラが積極的になってくれました。お話はここで終わりですが、この二人は今後も仲良く幸せに暮らしていくのだと思うとほっこりします。

　子供はリシャルドに似ている天使だけど、地味にシーラの現実主義的な性格になってしまって苦労するパパかなと、考えて楽しんでいます。




　最後に、皆様に謝辞を。

　この本をお手に取ってくださった方、ありがとうございます。

　お忙しい中、アドバイスや励ましをしてくださった編集Ａさま。一緒に本のかたちにすることが出来、とても嬉しいです。ありがとうございます。

　イラストを担当してくださった、涼河マコトさま。素敵なリシャルドとシーラをデザインしていただき、とても嬉しいです！　二人が息をして、生きているんだということを実感出来たように思います。ありがとうございます。

　そして、本作に関わってくださったすべての方に感謝を。こうして一冊の本になったこと、とても嬉しく思います。




　それではまた、皆様にお会い出来ることを祈って。


雪花りつ









ディアノベルス

宮きゅう廷てい音おん楽がく家かになったら王おう子じに溺でき愛あいされました２
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